
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　０　奏かなでの決けつ意い
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　夕ゆう日ひが部へ屋やに差さしこむ。

　わたし──白しら里さと奏かなでは、まぶしさに目めを細ほそめつつ、しかめっ面つらで腕うでを組くんでいた。

「これはさすがに、レッドも引ひき受うけてくれないかな……」

　目めの前まえの勉べん強きょう机づくえには、愛あい用ようのノートパソコン。それに１枚まいの印いん刷さつされた用よう紙しがある。

　その用よう紙しには、「Ladro」の文も字じ。

　いつもなら、すかさず怪かい盗とうレッドにメールを送おくるところだけど……。

　さっきから、わたしの手ては、ノートパソコンのキーボードの上うえで止とまっている。

　止とまっているのには、理り由ゆうがある。

　今こん回かいの絵かい画がのある場ば所しょは────問もん題だいがありすぎるんだ。

　それに……。

「……お兄にいちゃんにも、この間あいだのことでラドロとのこと、気きづかれたよね」

　この間あいだ、わたしは、お兄にいちゃん──白しら里さと響ひびきの無む実じつを証しょう明めいするために、ラドロの力ちからを借かりた。

　あのお兄にいちゃんのことだもん。

　その事じ実じつから、これまでわたしがしてきたことのすべてを推すい理りするのは、時じ間かんの問もん題だい。

　だから……。

　わたしが、こうして綱つな渡わたりのように、ラドロとレッドの間あいだをわたっていられるのは、残のこりわずかの時じ間かんだ。

　……その前まえに、この１枚まいだけでも……。

　わたしは、ノートパソコンの画が面めんの中なかのカーソルを、送そう信しんボタンに合あわせる。

　ボタンをクリックして、メールを送そう信しんすれば、きっとレッドは動うごく。引ひき受うけてくれないかも、なんてさっきは考かんがえたけど、レッドはわたしの事じ情じょうを知しってる。

　レッドなら、危き険けんな場ば所しょだろうと、飛とびこんでいってくれるよね、きっと。

　１分ぷん……ううん、30秒びょうぐらいかな。

　なやんでいたわたしは、マウスを操そう作さして、カーソルを送そう信しんボタンからずらす。

　──やっぱり、ちがう。そうじゃないよ。

　わたしは、一からメールを書かき直なおす。

　カチッ、とマウスをクリックする。

　今こん度どこそメールが送おくられ、送そう信しん完かん了りょう、の文も字じが出でる。

「これでいいんだ」

　わたしは、小ちいさな声こえでつぶやく。
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「潮しお時どき、かな……」

　これが、おじいちゃんとおばあちゃんの美び術じゅつ品ひんをとりもどせる、最さい後ごになるかもしれない。

　おじいちゃんとおばあちゃんとの思おもい出でが、いっぱい詰つまった絵かい画がだから。

　わたしは、グッと拳こぶしをにぎりしめて、立たち上あがる。

　そして、決けつ意いをこめて言いった。

「やりきるって決きめたんだから、絶ぜっ対たいにあきらめないっ！」







　　　　１　思おもいがけないメール
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　ふうぅ……いい汗あせかいたぁ。

　わたしは、夕ゆう方がたのトレーニングを終おえて、家いえに帰かえってきたところ。

　お父とうさんの知しり合あいの道どう場じょうを借かりて、みっちりと濃こいトレーニングができて、大だい満まん足ぞくだよ。

　また今こん度ど、お父とうさんに頼たのもうっと。

　……ん？

　シャワーをあびて部へ屋やに入はいると、ケイがパソコンの前まえで、むずかしい顔かおをしている。

　といっても、たぶんほかの人ひとが見みたら、いつものケイの無む表ひょう情じょうにしか見みえないと思おもうけど。

「ケイ、どうかしたの？」

　わたしは、首くびをかしげつつ、ケイにたずねる。

「…………白しら里さと奏かなでから、メールがきた」

　ケイは、むずかしい顔かおのまま、答こたえる。

「奏かなでから!?　ってことは、いつもの依い頼らいだよね？」

　あれ？

　でもそれなら、今いままでに何なん回かいも送おくられてきたし、ケイがこんな顔かおをする理り由ゆうにはならないような……。

「ちがう」

　ケイが、小ちいさく首くびを横よこにふる。

　へ？　ちがう？

　どういう意い味みかわからなくて、わたしは一いっ瞬しゅんきょとんとする。

「……メールの内ない容ようだ」

　ケイが、パソコンの画が面めんを、わたしにも見みえるように、体からだをずらす。

　わたしは、身みを乗のり出だして、パソコンの画が面めんをのぞきこんだ。





　怪かい盗とうレッドへ

　こんにちは。これまで、ずいぶんと助たすけてもらって、感かん謝しゃしています。

　直ちょく接せつ、お礼れいは言いえませんが、祖そ父ふ母ぼの遺い品ひんも、だいぶとりもどせました。


　もうわたしのことは、気きにしないでください。ありがとうございました。


白しら里さと奏かなで　　










「な、なに、このメール!?　もう気きにしないでって、どういうこと？」

　わたしは、思おもわずケイにつめよる。

「白しら里さと奏かなでについては、アスカのほうがくわしいだろう」

「それはそうだけど……」

　ケイの冷れい静せいさに、わたしもいくらか、落おち着つきをとりもどす。

「白しら里さと奏かなでは、祖そ父ふ母ぼの遺い品ひんをとりもどすという信しん念ねんを、途と中ちゅうであきらめる人にん間げんか？」

「ううん！　絶ぜっ対たいちがう。あきらめたりしない」

　わたしはこれまでに、奏かなでの想おもいをきいてる。

　簡かん単たんにあきらめるような覚かく悟ごで、奏かなでは動うごいてない。

　なにより、奏かなでがおじいちゃんとおばあちゃんを、大だい好すきだって伝つたわってきたから。

　それをあきらめるなんて、どう考かんがえたっておかしいよ。

「……なら、やっかいなことになるかもしれない」

　ケイは、わずかに顔かおをしかめる。

　やっかいなことって……どういうこと？

「ちょうど、こちらでも１つ、白しら里さと奏かなでの祖そ父ふ母ぼのものだった美び術じゅつ品ひんの在あり処かを、つきとめたところだった」

「それが、このメールと関かん係けいあるの？」

「ああ。ターゲットのある場ば所しょが、問もん題だいだ」

「場ば所しょ？」

　だいたい、盗ぬすまれた美び術じゅつ品ひんの在あり処かなんて後うしろ暗ぐらいことをしてるお金かね持もちの所ところじゃないの？

　いつもの怪かい盗とうレッドの仕し事ごとなら、ふつうのことでしょ。

「……そのていどの場ば所しょならな。だが今こん回かいはちがう。白しら里さと奏かなでの祖そ父ふ母ぼの美び術じゅつ品ひんの在あり処か。それはタキオンの大おお型がた拠きょ点てんの１つだ」

　……へ？

　タ、タキオンの大おお型がた拠きょ点てん!?

　え、えええええええええっ!!







　　　　２　口くちは出だせない




　　　キーンコーン　カーンコーン

　チャイムの音おとが鳴なって、昼ひる休やすみになる。

「ふぅ……やっとお弁べん当とうの時じ間かんだぁ！」

　わたしは、数すう学がくの教きょう科か書しょとノートをすばやくしまって、お弁べん当とうをとりだす。

「アスカ、行こう動どうが速はやすぎだよ。今日きょうはわたしも優ゆ月づきも教きょう室しつで食たべるから、一いっ緒しょに食たべよう」

「うん！　机つくえくっつけよう」

　まわりの席せきの人ひとにことわって、３つの机つくえをくっつけて、お弁べん当とうを開ひらく。

　ケイは、あいかわらず１人ひとりで本ほんを読よみながら、食たべてる。

　けど、たまにクラスの男だん子しが話はなしかけてくるのに、答こたえたりしてる。

　入にゅう学がくしたてのころみたいに、面めん倒どうくさそうな顔かおをしてないのは、ケイも少すこしは変かわったってことなのかも。

　……まあ、残ざん念ねんながら、その表ひょう情じょうの変へん化かは、わたし以い外がいにはよくわからないらしいんだけど。

　う～ん……それにしても、お父とうさんのお弁べん当とう、やっぱりおいしいっ！

　この絶ぜつ妙みょうな甘あまさの卵たまご焼やき、冷つめたくなってもおいしいミニハンバーグ、ちょうどいい塩しお気けがきいて、ゆで立たてみたいな甘あまさのブロッコリー。彩いろどりもカンペキだ。

「ごちそうさまでしたっ！」

　わたしは、ぺろりとお弁べん当とうをからっぽにして、両りょう手てをあわせる。

「アスカちゃんは、食たべるのも速はやいなぁ」

　そう言いう優ゆ月づきも、実み咲さきも食たべ終おわるところ。

　ただ、わたしのお弁べん当とうは２人ふたりの倍ばい以い上じょう、あったんだよね。

　……だって、ふつうサイズだと、午ご後ごの授じゅ業ぎょうでお腹なかすいちゃって。

「……そろそろ、くるころね」

　実み咲さきがつぶやいた、そのとき、

「アスカせんぱ～～い！」

　元げん気きいっぱいな声こえが、教きょう室しつ中じゅうにひびく。

　ドアのほうを見みると、奏かなでが立たっている。

　なれたもので、もうクラスメイトもおどろく人ひとがいない。

　……毎まい日にちのようにきてるしね。

　わたしが立たち上あがると、奏かなではそのまままっすぐに、わたしに向むかってくる。

「会あいたかったです！　アスカ先せん輩ぱい！」

　奏かなでは、わたしの腰こしのあたりに、組くみついてくる。

　これもなれたから、よろけることもなく、受うけ止とめる。

「白しら里さとさん。あぶないから、人ひとに飛とびつかないようにって言いってるでしょう」

　実み咲さきが、落おちついた口く調ちょうなのに、すごい迫はく力りょくのある雰ふん囲い気きで、奏かなでをジロリと見みる。

「み、実み咲さき会かい長ちょう……生せい徒と会かいだったんじゃ……」

「仕し事ごとがそんなにないから、今日きょうは教きょう室しつでお弁べん当とうを食たべてたの。まさか白しら里さとさん、わたしがいないとき、いつも今いまみたいなことを、してるんじゃ……？」

「そ、そんなことないですよ！　たまたまです。ね、アスカ先せん輩ぱい」

「さあ……」

　奏かなでに話はなしをふられたわたしは、あいまいに答こたえる。

　ごめん、奏かなで。わたしでも、今いまの実み咲さきはこわいから！

　奏かなでは、コンコンと実み咲さきに怒おこられている。いつもの光こう景けいだ。

　なんだけど……ん？

　見みた感かんじは、奏かなでにいつもとちがう様よう子すはないのに、胸むねがざわざわとする。

　やっぱり、あのメールのせい？

　──もう怪かい盗とうレッドの助たすけを、借かりるつもりがない。

　あのメールって、そういう意い味みだよね。

　でも、これまでずっと、奏かなでとわたしたち怪かい盗とうレッドは、目もく的てきが一いっ致ちしていた。

　急きゅうにそんなことを言いい出だした理り由ゆうが、まったくわからないんだよね……。

「はあぁ……こってりしぼられましたぁ」

　肩かたを落おとした様よう子すで、奏かなでがわたしのところにやってくる。

「アスカ先せん輩ぱいを見みると、つい飛とびつきたくなっちゃうんですよぉ」

　奏かなでは、くちびるをとがらせる。

　それはそれで、どうなのかと思おもうけど。

「ところで奏かなで、なんか今日きょう、元げん気きない？」

　わたしは、気きになったことを、きいてみる。

「えっ？　なんでですか？」

　奏かなでが、びっくりした顔かおをしてる。

「そんなことないですよ、元げん気きいっぱいです！」

　奏かなでは、両りょう手てをギュッとしながらポーズをとる。

「そうだよ、アスカ。この子こはいつも、元げん気きすぎて困こまってるぐらいなんだから……」

　実み咲さきがやってきて、ため息いきまじりに言いう。
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　たしかに、実み咲さきの言いうとおり、いつも通どおりの奏かなでに見みえる。でも……。

　ケイは、奏かなでが「もう怪かい盗とうレッドを頼たよらない」と伝つたえてきたことが、「祖そ父ふ母ぼの遺い品ひんをとりもどすのを、あきらめた」っていう意い味みとは限かぎらないって言いっていた。

　依い頼らいする先さきを、レッドからラドロに変かえるってことなのかもしれないし。

　あるいは、遺い品ひんをとりもどす、別べつの方ほう法ほうが見みつかったのかもしれない。

　可か能のう性せいはいくつもあるって。

　ラドロは、泥どろ棒ぼう集しゅう団だんだから、奏かなでが彼かれらを頼たよるっていうなら、それはそれで気きになるけれど……奏かなでがそうと決きめたのなら、事じ情じょうを知しるはずがない「アスカ」が口くちを出だせないし、「怪かい盗とうレッド」だって、かかわりづらい。

　だから、今いまは奏かなでの動うごきを見み守まもるしかないって、ケイからは釘くぎをさされてる。

「アスカ」としてわたしが、なにかしゃべったら、奏かなでにわたしがレッドだって、ばれちゃうかもしれないしね。

「？　どうかしたんですか、アスカ先せん輩ぱい」

「ちょっとね。奏かなでが元げん気きなら、問もん題だいないよ」

　わたしは、下したから顔かおをのぞきこむように見みてくる奏かなでに、笑え顔がおで答こたえる。

「……ならいいですけど」

　わたしのほうが、奏かなでに心しん配ぱいかけてたらダメだよね！

　よし！　心しん配ぱいしすぎても、しょうがない。

　気きにはなるけど、奏かなでのことは黙だまって見み守まもることにしよう！







　　　　３　電でん話わの主ぬしは…




　部へ屋やの時と計けいが、ちょうど夜よるの11時じを指さしている。

　わたしとケイは、家いえの自じ分ぶんたちの部へ屋やで、レッドの作さく戦せん会かい議ぎをしているところ。

　２人ふたりで作さく戦せん会かい議ぎ……といっても、計けい画かくはケイがたてるから、わたしはその説せつ明めいを受うけてるだけだけどね。

　──次つぎの作さく戦せんのターゲットは、もちろん、奏かなでの祖そ父ふ母ぼの美び術じゅつ品ひん。

　まだ調ちょう査さ中ちゅうのことも多おおくて、すぐには動うごけないらしい。

　盗ぬすみだす場ば所しょがタキオンの大おお型がた拠きょ点てんだっていうなら、準じゅん備びをしすぎるってことはないよね。

　そんなふうに、ケイと話はなしあっていると、リンリンリンリンと家いえの電でん話わの着ちゃく信しん音おんが鳴なる。

　ん？　こんな時じ間かんに、だれだろう？

「わたしが出でるね」

　お父とうさんも、圭けい一いち郎ろうおじさんも、まだ仕し事ごとから帰かえってきてない。

　静しずかなリビングに移い動どうして、わたしは電でん話わの受じゅ話わ器きをとる。

「もしもし、紅こう月づきです」

『夜や分ぶんに申もうしわけありません。白しら里さと響ひびきともうします』

　えっ……ひ、響ひびき!?

　な、な、なんで、響ひびきが、うちに電でん話わしてくるの!?

『あなたは、紅こう月づき飛鳥あすかさん……ですよね？』

「は、はい……そうですけど」

　おそるおそる、わたしは返へん事じをする。

　まさか、わたしがレッドだってことが、ばれたとか？

『妹いもうとが……白しら里さと奏かなでが、あなたをとても慕したっていると、あの子この友ゆう人じんからきいて、連れん絡らくさせてもらいました』

　奏かなでの友ゆう人じん……っていうと、佐さ緒お里りと志し野のかな？

　でも、なんでそこまでして、響ひびきがわたしに連れん絡らくしてくるの？

「は、はい。なかよくさせてもらっていますけど」

　不ふ安あんを感かんじつつも、他た人にん行ぎょう儀ぎに答こたえる。

　響ひびきと話はなしたことがあるのは、怪かい盗とうレッドとしてのわたし。

　アスカとしては、ほとんど話はなしたことないんだから、気きをつけないと。

　それに、どうやら、レッドの正しょう体たいがばれたわけではなさそう。

　気き持もちが落おちついてくると、響ひびきの声こえの調ちょう子しが、わずかに焦あせっているようにきこえてきた。

『妹いもうとの奏かなでが……そちらに行いっていませんでしょうか？』

　えっ？

「奏かなでが？　いえ、きてませんけど……。どうかしたんですか？」
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　嫌いやな予よ感かんを覚おぼえつつ、わたしは質しつ問もんを返かえす。

『──奏かなでが、家いえにいないんです』

　響ひびきの声こえに、苦くるしさのようなものが、少すこしだけ混まじる。

「いないって……学がっ校こうから帰かえってこないんですか？」

　もう夜よ中なかの11時じ過すぎだよ。

『いえ。学がっ校こうからは帰かえってきた形けい跡せきがありますが、そのあとにまた出でかけたようです。あの子こがふらりと出でかけることはあるのですが、今こん回かいはどうにも胸むな騒さわぎがしています』

　響ひびきが落おち着ついた声こえで話はなすから、すぐにはピンとこなかったけど……。

　それって、奏かなでが行ゆく方え知しれずってことだよね!?

『……しかし、そうか。君きみのところにも行いっていないか……』

　響ひびきが独ひとり言ごとのように、ぼそりとつぶやくのがきこえた。

　わたしには、きこえないと思おもって、ふと出でてしまったものなのだと思おもう。

　感かん情じょうを押おし殺ころしていた響ひびきの、焦あせりと落おちこみが伝つたわってくる。

「なにか、協きょう力りょくできることがあれば……！」

『いえ。お気き持もちだけで十じゅう分ぶんです。夜や分ぶんにありがとうございました。なにか気きづいたことがあったら、連れん絡らくをしていただけますか、いつでもかまいませんから』

　響ひびきのスマホの電でん話わ番ばん号ごうをきいて、電でん話わを切きると、すぐ近ちかくにケイがやってきていた。

　ケイは無む表ひょう情じょうのまま、じっとわたしの言こと葉ばを待まっている。

「……奏かなでが、家いえにいないって……」

「白しら里さと奏かなでが夜よる遅おそくに出で歩あるいているところは、何なん度ども見みているだろう」

　ケイが、冷れい静せいな口く調ちょうで言いう。

　たしかに、わたしは何なん度どか真ま夜よ中なかに奏かなでと会あってる。

　初はじめてレッドとして奏かなでに出で会あったときだって、真ま夜よ中なかだったし。

　今こん回かいも奏かなでが夜よ中なかに出で歩あるいて、それがたまたま響ひびきにばれちゃっただけ？　でも……。

「昼ひる間まもなんだか、奏かなでの様よう子すが気きになってたんだ。響ひびきじゃないけど、なんだか胸むな騒さわぎがするっていうか……」

　響ひびきの話はなしをきいてから、気き持もちが落おちつかない。

「アスカの勘かんは当あたるからな。わかった、調しらべてみる」

　ケイが言いって、部へ屋やにもどっていく。

　あの様よう子すだと、最さい初しょからそのつもりだったのかも。

　わたしは、ケイの背せ中なかに向むけて言いった。

「ケイ！　ありがとう！」







　　　　４　ひそかな旅たび立だち
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「志し野の、佐さ緒お里り、バイバイ」

　学がっ校こうが終おわると、わたしはまっすぐに、家いえに帰かえってきた。

　放ほう課か後ごに、もう一いち度ど、アスカ先せん輩ぱいの教きょう室しつによりたい気き持もちを、グッと我が慢まんしてきたんだから。

　そこまでして、早はやく帰かえってきたのには理り由ゆうがある。

　いつものように、家いえには家か族ぞくはいないし、家か政せい婦ふの佐さ々さ岡おかさんは、夕ゆう食しょくの材ざい料りょうの買かい忘わすれがあったとかで、出でかけていった。

　わたしにとっては、都つ合ごうがいいよ。

　そしてわたしは、ちょっと遠とお出でするときにつかう、リュックサックを出だしてきて、必ひつ要ようなものを、つめこんでいる。

　懐かい中ちゅう電でん灯とう、ロープ、カラビナに登と山ざん用ようの手て袋ぶくろ。

　それに、ちょっと無む理りして手てに入いれた、トウガラシスプレー。

　ほかにもいろいろ。

　こんなものを準じゅん備びしているのを見みられたら、どこかに登と山ざんにでも行いくのかと、怪あやしまれちゃう。

　とくにトウガラシスプレーなんて、なにをするのか言いいわけしようがないし。

　でも、これから行いくところには、必ひつ要ようなものだ。足たりないぐらいかもしれない。

　だってこれから向むかうのは、おじいちゃんとおばあちゃんの、盗ぬすまれた美び術じゅつ品ひんがあるという、犯はん罪ざい組そ織しきタキオンの拠きょ点てんなんだから。







　お兄にいちゃんが、タキオンによって、犯はん人にんに仕し立たてられた事じ件けん。

　あのとき、わたしはラドロの力ちからを借かりた。

　力ちからを貸かしてくれるかわからなかったけど、連れん絡らく用ようの携けい帯たい電でん話わの番ばん号ごうに電でん話わをしたら、思おもいのほか、あっさりと手て助だすけをオーケーしてくれたんだよね。

　だけど、そのリスクもよくわかってる。

「もう隠かくしておけなく、なっちゃったな……」

　名めい探たん偵てい・白しら里さと響ひびき。それが、わたしのお兄にいちゃん。

　あのお兄にいちゃんが、ラドロが手て助だすけしたことを、不ふ思し議ぎに思おもわないわけがない。

　意い味みがないと思おもって口くち止どめはしなかったから、もしかしたらわたしが頼たのんだことも、直ちょく接せつ伝つたわっているかもしれない。

　万まんが一いち、気きがつかないでいてくれるかも、そんなふうに期き待たいしていた自じ分ぶんもどこかにいた。

　でも、そんなあわい期き待たいは、すぐになくなったんだ。

　帰かえってきたお兄にいちゃんは、まちがいなく、わたしとラドロのことに、気きづいてる。

　でも、それを今いままでお兄にいちゃんは、わたしに言いってこない。

　だって、正しょう面めんから問とい詰つめられたら、わたしは逃にげ出だすしかないから。

　お父とうさんは警けい視し総そう監かんで、お母かあさんは有ゆう名めいな大おお手て警けい備び会がい社しゃの社しゃ長ちょう、お兄にいちゃんは名めい探たん偵ていの白しら里さと響ひびき。

　その娘むすめや妹いもうとがあやしい組そ織しきと関かかわりがあったなんて、どう考かんがえたって迷めい惑わくがかかる。

　そんなの、わたしがわたしをゆるせない。

　それを避さけるためには、あいまいなままに、わたしがみんなの前まえから姿すがたを消けすのが一いち番ばん。

「白しら里さと奏かなで」さえ表おもて舞ぶ台たいから消きえれば、あとはお兄にいちゃんたちなら、うまくやってくれる。

　ずっと、その覚かく悟ごでやってきたんだ。

　お兄にいちゃんはそのことに気きづいてる。なにか言いいたげな顔かおをしてるときはあるけど、口くちにはしない。だけど、このままっていうわけにはいかない。

　いずれ、ばれることだったんだもんね。

　ちょうどいい、タイミングだったんだよ。

　──おじいちゃんとおばあちゃんが、大たい切せつにしていた絵かい画がが、タキオンの拠きょ点てんにあることがわかったのは。

　あの絵かい画がは、小ちいさなキャンバスに、海うみにいる少しょう女じょを描えがいたもの。

　わたしはどうしてだかその絵えがお気きに入いりで、何なん度ども見みせてもらった。

　絵かい画がを見みながら、おじいちゃんたちと、いろいろなことを話はなした思おもい出でが、今いまでもすぐに思おもいうかぶ。

　今こん回かい、行ゆく方えがわかったのが、その絵かい画がだったっていうのも、わたしの心こころを決きめさせる、後あと押おしになったんだよね。

　犯はん罪ざい組そ織しきタキオンのことは、ウワサていどには、わたしもきいてる。

　国こく際さい的てきな犯はん罪ざい組そ織しきで、怪かい盗とうレッドとも何なん度どか対たい決けつしたことがあるって……。

　そんな組そ織しきの拠きょ点てんに忍しのびこむのが、今いままでおじいちゃんやおばあちゃんの美び術じゅつ品ひんを盗ぬすみだしたときより、はるかにむずかしいことは、わたしにだってわかる。

　だからこそ、そこまでの危き険けんを、レッドに頼たよるべきじゃない。

　まして、わたしは今いま、うたがわれる身みだ。

　レッドともつながりがあるとわかったら、迷めい惑わくがレッドにまでおよぶかもしれない。

　今いままで、さんざんレッドを利り用ようしてきておいて、言いえた話はなしではないけど……。

　自じ分ぶんだけ安あん全ぜんな場ば所しょにいる時じ間かんは、もう終おわったんだ。

　自じ分ぶんが始はじめたことだから、自じ分ぶんでやりきらなきゃ！







　わたしは、動うごきやすい黒くろ色いろの服ふくに着き替がえると、荷に造づくりを終おえたリュックサックを背せ負おう。

　そのまま、部へ屋やの窓まどから外そとに出でる。

　家いえにある防ぼう犯はんカメラを避さける道みち順じゅんは、わたしの頭あたまの中なかに、しっかり入はいってる。

　だてに、何なん度ども家いえから抜ぬけ出だしてないからね。

　わたしは、カメラの目めから逃のがれて、家いえの外そとに出でる。

　ふり返かえると、わたしの家いえがある。

　その風ふう景けいを、目めにしっかりと焼やきつけてから、わたしは前まえを向むいた。

　さあ。

　大たい切せつなものをとりもどしに行いこう！
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　　　　５　レッド、始し動どう！
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　ケイが奏かなでのことを調しらべる、といってから１時じ間かんほどたったころ。

　ケイが、わずかにわかるていどの、けわしい表ひょう情じょうで、パソコンから顔かおを上あげた。

「なにかわかった!?」

　わたしは、ケイのそばによる。

「……予よ測そくはしていたが、面めん倒どうなことになっている」

　ケイは、淡たん々たんとした口く調ちょうで答こたえる。

「どういうこと？　奏かなでの居い場ば所しょがわかったの!?」

　あせる気き持もちをおさえつつ、ケイにたずねる。

「居い場ば所しょではないが、目もく的てき地ちは予よ想そうがついた。白しら里さと奏かなでの祖そ父ふ母ぼの美び術じゅつ品ひんがある、タキオンの拠きょ点てん。そこに向むかっている」

「そんな！　奏かなで１人ひとりで!?」

「そうだ。タキオンの大おお型がた拠きょ点てんの１つ……白しら里さと奏かなで１人ひとりで、忍しのびこむつもりらしい」

「なんで、そんな無む茶ちゃなこと!?」

　危き険けんすぎるよ！

　あのタキオンの拠きょ点てんなんだよ。

　警けい備びもどれだけ厳げん重じゅうかわからないし、幹かん部ぶがそこにいれば、奏かなでの身みが危あぶない！

「可か能のう性せいはいくつか考かんがえられるが、今いまはそれを推すい測そくするよりも、すべきことがある」

「そ、そうだよね！　わたしたちも、奏かなでのあとを追おわなくちゃ！」

　わたしは、準じゅん備びをしようと、ケイに背せを向むける。

「アスカ、落おちつけ。むかうのはタキオンの拠きょ点てん。ぼくたちでも、万ばん全ぜんの準じゅん備びが必ひつ要ようだ。急きゅうピッチでやるが、動うごくのは明日あしたの夕ゆう方がた。やつらは、その拠きょ点てんでパーティーを開ひらく。外がい部ぶからも人にん間げんをまねく、大おおがかりなものらしい。そのときなら、潜せん入にゅうもしやすい」

「明日あしたの夕ゆう方がた……」

　そんなの待まってられないっ！

　そう言いいたい気き持もちを、グッと我が慢まんする。

　ケイが言いうことだもん。

　今いま、わたしがあせって飛とびだしても、奏かなでを助たすけるどころか、一いっ緒しょにつかまっちゃう可か能のう性せいすらあるんだと思おもう。

「白しら里さと奏かなでの動うごきから推すい測そくすると、パーティー前まえに忍しのびこむことになる。おそらく、パーティーの情じょう報ほうは知しらずに動うごいたのだろう。知しっていれば、パーティーを利り用ようしたほうが、潜せん入にゅうの成せい功こう確かく率りつが上あがることはわかったはずだ」

　じゃあ、奏かなでは危き険けんな状じょう態たいのところに、飛とびこむってこと!?

　また、体からだが動うごきかけたけど、わたしは拳こぶしをにぎりしめて、こらえる。

「……それと、もう１つ。そのパーティーで、タキオンから重じゅう大だいな発はっ表ぴょうがあるらしい」

「重じゅう大だいな、発はっ表ぴょう？」

　タキオンが、わざわざ外がい部ぶから人ひとをまねいてまで、発はっ表ぴょうすることってなんだろう？

　ぜんぜん、想そう像ぞうがつかない。

「正せい確かくなところは、まだ調ちょう査さが必ひつ要ようだ。だが、招しょう待たい者しゃに、そういった連れん絡らくがされているのは、まちがいない。よほど重じゅう大だいな内ない容ようだと、考かんがえていいだろう」

「タキオンの重じゅう大だいな発はっ表ぴょう……」

　気きにならないわけがない。

　でも、それよりも、今いまは奏かなでの身みだ。

　そんなタキオンの拠きょ点てんに、奏かなではたった１人ひとりで、今いま向むかっているんだから。

　そう思おもったら、ますます不ふ安あんになってくる。

「ケイ、奏かなでは大だい丈じょう夫ぶだよね……？」

「とにかく今いまは、レッドとして、万ばん全ぜんの準じゅん備びをしてくれ。今こん回かいは、いつものようにはいかない」

　そう言いったケイの顔かおは、たぶんだれにでもわかるぐらい、けわしい。

「それってどういう……」

　わたしが問といかける前まえに、ケイはパソコンに向むきなおって、作さ業ぎょうを再さい開かいしてしまう。

　こうなると、集しゅう中ちゅうして、わたしの言こと葉ばがとどかない。

　……今こん回かいの目もく的てき地ちは、タキオンの大おお型がた拠きょ点てん。

　わたしは、ギュッと手てをにぎりしめる。

　奏かなで……なんでそんな無む茶ちゃなこと……。

　いつもみたいに、レッドを頼たよってくれたらよかったのに。

　深しん呼こ吸きゅうをして、気き持もちを落おちつける。

　怪かい盗とうレッドがやることは、決きまってる。

　奏かなでを、無ぶ事じに見みつけ出だすこと。

　そして、盗ぬすまれた奏かなでの祖そ父ふ母ぼの美び術じゅつ品ひんを、盗ぬすみ出だしてくること。

　奏かなで……どうかタキオンにつかまったり、しないで。

　ううん！

　今いまから心しん配ぱいばかりしてても、始はじまらない。

　ケイのいうとおり、潜せん入にゅうのため万ばん全ぜんの準じゅん備びをしておくこと。

　それが今いまのわたしが、しなくちゃいけないことだよね。

　わたしは、潜せん入にゅうのための準じゅん備びに動うごき始はじめた。







　　　　６　いざ、タキオンに潜せん入にゅう！




『……うまくもぐりこめたようだな』

「うん、なんとか」

　わたしは、ケイにインカムで返へん事じをする。

　目めの前まえに広ひろがるのは、真まっ暗くらな海うみ。

　潮しおの香かおりが、鼻はなをくすぐる。

　中ちゅう型がたのフェリーは、エンジン音おんをさせながら、風かぜを切きって、暗くらい海うみを進すすんでいる。

　時じ間かんは夜よるの10時じをまわったところ。

　タキオンの大おお型がた拠きょ点てんは、孤こ島とうにあるらしい。

　しかも、その孤こ島とうはタキオンの私し有ゆう地ちらしく、ふだんの交こう通つう手しゅ段だんはない。

　でも、今いまだけはちがう。

　たくさんの招しょう待たい客きゃくをまねくため、タキオンが専せん用ようのフェリーを出だしていて、招しょう待たい状じょうを持もっていれば、そのフェリーに乗のることができる。

　わたしは、甲かん板ぱんに立たって風かぜを感かんじながら、港みなとでのことを思おもい返かえす。







　わたしは、ケイがつくった偽にせ物ものの招しょう待たい状じょうを使つかって、孤こ島とうへのフェリーが出でるという港みなとにやってきていた。

　すでにスーツ姿すがたの男だん性せいや女じょ性せいが、あまり大おおきいとは言いえない港みなとに、集あつまっている。

　しかも、その全ぜん員いんが目めもとに仮か面めんをつけている。

　もちろん、わたしも。

　タキオンのパーティーに出しゅっ席せきするぐらいだから、もっと派は手でな格かっ好こうをした人ひとが多おおいかと思おもったけど、意い外がいなことに、男だん性せいも女じょ性せいも地じ味みなスーツ姿すがたの人ひとばかり。

　そういうわたしも、パンツスーツだけど。

　本ほん物ものの招しょう待たい状じょうに指し定ていがあったから、パーティードレスは専せん用ようケースに入いれて、持もってきているけどね。

　招しょう待たい客きゃくが、順じゅん番ばんにフェリーに乗のるために、列れつになってならんでいる。

　タラップの前まえでは、黒くろ服ふくの男おとこたちが招しょう待たい状じょうを確かく認にんしている。

　あの黒くろ服ふくの２人ふたりは、仮か面めんをつけていないから、タキオン側がわの人にん間げんのはずだ。

　招しょう待たい客きゃくは１人ひとり客きゃくばかりで、連つれがいる人ひとは、ほとんど見み当あたらない。

『招しょう待たい状じょうに、「乗じょう船せんの前まえに、仮か面めんの着ちゃく用ようをお願ねがいいたします」「介かい助じょ者しゃ以い外がいの秘ひ書しょなどの付つきそいは、ご遠えん慮りょ願ねがいます」と書かかれていたせいだろう』

　ケイの説せつ明めいが、インカムからきこえてくる。

「でも、なんで仮か面めん？」

『もとより、秘ひ書しょなどの身み内うちにすら、参さん加かすることを知しられたくないパーティーだ。仮か面めんは、招しょう待たい客きゃくのことを考かんがえてのものだろう』

「どういうこと？」

『政せい財ざい界かいの大おお物ものや芸げい能のう人じん、スポーツ選せん手しゅなど、顔かおを知しられた人にん間げんがいる、ということだ。タキオンとのつながりが知しられたら、都つ合ごうが悪わるいような』

　そ、そんな……！

　タキオンには、そういう人ひとたちまで手てを貸かしてるってこと？

『タキオンは、いまやそれだけの巨きょ大だい組そ織しきだ。国くにの中なかにまでもぐりこんでいることは、警けい視し総そう監かん銃じゅう撃げき事じ件けんで、わかっただろう』

「……そうだね」

　ケイの言こと葉ばに、わたしはあらためて気きを引ひきしめる。

　でも、仮か面めんの着ちゃく用ようは、こっちにとっても、好こう都つ合ごうではあるんだよね。

　顔かおをかくしたいのは、わたしだって一いっ緒しょだし。
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　わたしの前まえに並ならんでいた招しょう待たい客きゃくが、秘ひ書しょらしき男おとこの人ひとを連つれてきていて、

「同どう行こう者しゃは許きょ可かされていません。お帰かえりを。お聞ききいただけないのであれば、ご招しょう待たいは無む効こうということに」

　と黒くろ服ふくの男おとこに追おい返かえされている。

　次つぎに、わたしの順じゅん番ばんがきた。

「招しょう待たい状じょうをお見みせください。手て荷に物もつはこちらに」

　黒くろ服ふくの男おとこが言いう。

　わたしは緊きん張ちょうしつつ、招しょう待たい状じょうを黒くろ服ふくの男おとこにわたす。

　ケイが偽ぎ造ぞうしたものなんだから、絶ぜっ対たいに大だい丈じょう夫ぶ。

　手て荷に物もつは、空くう港こうの手て荷に物もつ検けん査さ機きのようなものに、通とおされてる。

　手て荷に物もつは、ケイが細さい工くをして、中なか身みがばれないようにしてあるはず。

「──はい、確かく認にんいたしました」

　招しょう待たい状じょうを返かえされ、心こころの中なかでほっと息いきをつく。

「手て荷に物もつも問もん題だいありません。どうぞ中なかへ」

　黒くろ服ふくの男おとこが無ぶ愛あい想そうに言いい、手て荷に物もつをわたしてくる。

　わたしはそれを受うけとって、フェリーの中なかに入はいった。

　そして今いま、フェリーは出しゅっ航こうし、暗くらい海うみを進すすんでいる。

　船ふねの中なかは、１人ひとりで行こう動どうするのに慣なれていない人ひとが多おおいのか、ピリピリした緊きん張ちょう感かんがただよってる。

　そんなわけで息いき苦ぐるしかったので、わたしは甲かん板ぱんに出でてきたんだけど、こっちも仮か面めんをつけた人ひとばかりだ。

　仮か面めん同どう士しということもあってか、あまり話はなしがはずんでいない。

　ケイの話はなしからすると、知しり合あいかどうかもわからないし、知しり合あいだとばれたくもないんじゃないかな。

『アスカ。事じ前ぜんに伝つたえたとおり、孤こ島とう内ないでは、おれとは通つう信しんできない』

「わかってる。だから、定てい時じ連れん絡らくだけ、でしょ」

『ああ。決きまった時じ間かんに２回かいだけだ。定てい時じ連れん絡らくの時じ間かんは、ゼスに見みつからないように、妨ぼう害がいに穴あなをつくる。通つう信しんできるのはそのときだけだ』

　──そう。定てい時じ連れん絡らくだけ。

　今こん回かいの潜せん入にゅう計けい画かくが、今いままでとちがうのは、ケイと連れん絡らくできる時じ間かんが、限かぎられていること。

　ゼスが島しま全ぜん体たいに、通つう信しん妨ぼう害がいをしていて、ケイでもいつものように通つう信しんし続つづけるのは、むずかしいんだって。

　ゼスは、タキオンの幹かん部ぶの中なかでも、すごくやっかいな相あい手てだ。ファルコンとはちがった形かたちでね。

　ＵＦパークのときといい、警けい視し総そう監かん銃じゅう撃げき事じ件けんのときといい……。

　だから島しまでは、ケイのナビなしでの、わたしの単たん独どく行こう動どうになる。

　そのことが、不ふ安あんじゃないといったらウソになる。

　だけど、それ以い上じょうに今いま、奏かなでは心こころ細ぼそい思おもいをしているかもしれない。

　ケイの話はなしだと、港みなとから孤こ島とうに向むかったところで、奏かなでの行ゆく方えは追おえなくなったらしい。

　それなら、リスクがあっても、動うごかなくっちゃ！

　レッドとして、そして奏かなでの先せん輩ぱいとして、あきらめるわけにも、失しっ敗ぱいするわけにもいかない！

　甲かん板ぱんに、小ちいさなざわめきが起おきる。

　海うみのほうを、指ゆびさしている人ひとがいる。

　視し線せんを向むけると、大おおきな山やまのシルエットが見みえる。

　どうやら、あそこがタキオンの大おお型がた拠きょ点てんがある孤こ島とうらしいけど、暗くらすぎて、どんな建たて物ものがあるのか、よく見みえない。

『──アスカ。通つう信しんはこれで最さい後ごだ。次つぎは定てい時じ連れん絡らくのときになる。準じゅん備びはいいな？』

「もちろん！　ターゲットも奏かなでも見みつけてくるよ」

『……無む茶ちゃはするなよ』

　少すこし間まがあってから、ケイが言いう。

「わかってるって」

　笑わらって答こたえると、プツンと通つう信しんが切きれた。

　……これで、ケイとの通つう信しんはしばらくできない。

　今いままでのレッドの任にん務むとは、だいぶちがう。

　でも、わたし１人ひとりでも１いち人にん前まえの怪かい盗とうレッドになるって、決きめたんだから。

　そして、ケイと一いっ緒しょに、２人にん前まえの怪かい盗とうレッドにならなくちゃ。

「２人にん前まえ」かぁ……。

　…………あのときは、ケイってば、餃ぎょう子ざとか言いい出だしたっけ。

　やりとりのことを思おもい出だして、わたしはクスリと笑わらう。

　そんなことを考かんがえていると、アナウンスが流ながれる。

『まもなく、島しまに到とう着ちゃくします。下げ船せんのご準じゅん備びをお願ねがいします』

　さあ！　気き合あい入いれていこうっ！







　　　　７　不ぶ気き味みな島しま
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　夜よるの７時じ。

　日ひが落おちて、あたりは暗くらくなってる。

　でも、わたしにはちょうどいい。

　今いま、わたしは手てこぎ舟ぶねに乗のせてもらってる。

　ギーコギーコ、という音おととともに、舟ふねは暗くら闇やみの海うみをすすんでいく。

　──おじいちゃんとおばあちゃんの美び術じゅつ品ひんがある場ば所しょ……タキオンの拠きょ点てんがあるのが、孤こ島とうだとわかり、わたしは地じ元もとの人ひとに頼たのんで、舟ふねを出だしてもらうことにした。

　断ことわられてばっかりで、ぜんぜん、見みつからなかったけど……。

「お願ねがいします！」

「だめだね」

「だいたい、なんであの島しまに行いきたいんだ？」

「それは……言いえません」

　やっと舟ふねを出だすのを、オーケーしてくれたのは、地じ元もとで昔むかし漁りょう師しをしていたというおじいさん。

　今いまは、そのおじいさんの舟ふねに乗のって、島しまにむかっている。

　手てこぎだから、エンジン音おんで気きづかれる心しん配ぱいもない。

「あの島しまは、無む人じん島とうなんですか？」

　わたしは、オールをこぐ、おじいさんにきく。

　年としは70代だい半なかばぐらいかな。

　白しら髪が交まじりの髪かみだけど、体からだつきはがっしりとしていて、口くち数かずがすごく少すくない。

　おじいちゃんとは、ぜんぜんちがうタイプだけど、話はなしにくい相あい手てだとは思おもわなかった。

「…………あそこは、地じ元もとでは長ながい間あいだ、呪のろいの島しまだと言いわれていた。このあたりの人にん間げんは、まず島しまに近ちかづこうとせん。無む人じん島とうだ」

　そっけない口く調ちょうで、おじいさんが答こたえる。

　わたしは、月つき明あかりで遠とお目めに島しまを見みる。

　前まえもって調しらべたところだと、島しまの大おおきさは、５平へい方ほうキロメートルほど。

　大おおきさからいけば、人ひとが住すんでいてもおかしくはないけど。

「言いわれていた……っていうことは、今いまは、ちがうんですか？」

「……山やましかない島しまなのに、物もの好ずきな大おお金がね持もちが、丸まるごと買かい取とったという話はなしだ。呪のろいの代かわりに、不ぶ気き味みな島しまだと皆みなが近ちかづかんのは、以い前ぜんと変かわらんがな」

　……不ぶ気き味みな島しま、か。

　タキオンの拠きょ点てんなら、人ひとが近ちかづかないのは都つ合ごうがいいはずだよね。

「島しまになにか変かわった様よう子すとかは？」

「いや。新あらたに整せい備びされた様よう子すもないな。だが、遠とお目めに人ひと影かげを見みたという話はなしはある。それぐらいだ」

「なるほどです。参さん考こうになりました。ありがとうございます」

　わたしは、おじいさんにお礼れいを言いう。

「ここまで来きておいてなんだが、近ちか寄よるのはやめておけ。あの島しまに近ちかづいて、姿すがたを消けした人にん間げんもいるぐらいだ。死しにに行いくつもりか？」

　おじいさんが、忠ちゅう告こくしてくる。

「ご心しん配ぱいありがとうございます。でも、どうしても行いかなくちゃいけない理り由ゆうがあるんです。それに、死しぬつもりもありません」

　わたしは、はっきりと答こたえる。

「強ごう情じょうなやつだ。……ついたぞ」

　おじいさんがため息いきまじりに言いい、わたしが顔かおを上あげると、目めの前まえに大おおきな島しまの影かげがあらわれる。

　ちいさな砂すな浜はまに舟ふねをつけてもらい、わたしは舟ふねをおりる。

「おじいさんは、すぐに帰かえってください。ここまで送おくってもらって、言いえる義ぎ理りではないですけど、おじいさんが言いっていたとおり、かかわらないほうがいいです」

「わかってるよ。おれは金かねさえもらえれば、おまえの生せい死しなんかどうでもいい。だが……気きをつけろよ」

　おじいさんはそう言いうと、またオールをこいで、島しまからはなれていく。

　その舟ふねが暗くらい海うみに見みえなくなるのを確かく認にんして、わたしはあたりを見みまわす。

　人ひとの気け配はいがないことは、上じょう陸りく前まえに確かく認にん済ずみだ。

　たしかに、この砂すな浜はまも、人ひとの手てが入はいっている様よう子すがない。

　まるっきり、無む人じん島とうに見みえる。

「……でも、このどこかに、拠きょ点てんへの入いり口ぐちがあるはず」

　そこを見みつけるのが、まず第だい一いっ歩ぽだ。

　わたしは、砂すな浜はまを歩あるきだした。







「入いり口ぐちなんてぜんぜん、ないよ……どうなってるの」

　探たん索さくを始はじめて１時じ間かん。

　出で入いり口ぐちどころか、人ひとの手てが入はいったと思おもわれるのは、遠とお目めに確かく認にんした、船ふねが泊とまれるようにしてある、船ふな着つき場ばぐらい。

　それ以い外がいには、人じん工こう物ぶつらしきものはなにも見み当あたらない。

　ただの岩いわ場ばと森もりだ。

　ここ、本ほん当とうにタキオンの拠きょ点てんなんだよね……。

　ラドロの情じょう報ほうがウソだった可か能のう性せいも、頭あたまをちらっとよぎったけど、今いままでそんなことは一いち度どもなかったし、さっきのおじいさんの話はなしは、タキオンの拠きょ点てんがあることを、裏うらづけるものだと思おもう。

　でも、それも全ぜん部ぶ、わたしのかんちがいだったら？

　この島しまにはなんにもなくて、ただの無む関かん係けいのお金かね持もちが、気きまぐれで買かった島しまだったり……。

　わたしの頭あたまに、不ふ安あんがよぎる。

　島しまにくれば、道みちは拓ひらけると思おもってたけど、なんにも見みつからないなんて……。

　甘あまく考かんがえすぎてたかも。

　レッドは、ふだんどうしてるんだろう。

　もしものことを考かんがえたら、無む闇やみに懐かい中ちゅう電でん灯とうをつけるわけにもいかず、最さい小しょう限げんで探さがしているせいかもしれないけど……。

「とりあえず、少すこし休きゅう憩けいしよう」

　わたしは、近ちかくの岩いわにすわり、ペットボトルの水みずを飲のむ。

　探さがし回まわったから、全ぜん身しんに汗あせをじっとりとかいてる。

　なれない場ば所しょと緊きん張ちょうで、思おもった以い上じょうにつかれているのかな？

　それでも、もう少すこしねばってみよう。

　あきらめの悪わるさだけは、ちょっと自じ信しんがある。それだけなら、レッドだって上うわ回まわったぐらいなんだから。

　そう考かんがえ、休きゅう憩けいを終おわらせようと思おもったときだった。

　　　──ゾクッ

　さっきまで感かんじなかった、人ひとの気け配はいが感かんじられる。

　しかも、囲かこまれてるっ!?

　わたしは、立たち上あがって、まわりを見みまわす。

「……いくら探さがし回まわったところで、ムダだ。ネズミごときに見みつけられん」

　低ひくい男おとこの声こえがきこえ、気け配はいが強つよくなる。

　姿すがたを見みせたのは、黒くろ服ふくの男おとこが７人にん。

　わたしを、囲かこむように近ちかづいてくる。

　いつの間まに！

　ど、どうする!?

　どう考かんがえても、友ゆう好こう的てきな相あい手てじゃないよね？

　わたしは、リュックサックをかかえて、かまえをとる。

　黒くろ服ふくの男おとこたちは、だれもが威い圧あつ感かんがすごい。

　たぶん、武ぶ術じゅつを修おさめてるんだと思おもう。高たかいレベルで。

　こんな相あい手てに１人ひとりで戦たたかって、勝かち目めがないことは、わかりきってる。

　どうしたら……!?

　黒くろ服ふくの男おとこたち７人にんは、わたしの間ま合あいギリギリの位い置ちで、ぴたりと止とまった。

　こちらの実じつ力りょくは、完かん全ぜんに読よまれているみたい。

　７人にんも相あい手てにして……あれ？

　……７人にんじゃない。

　少すこしはなれた場ば所しょに、もう１人ひとりいる。

　月つき明あかりでシルエットだけ見みえるけど、体たい格かくは黒くろ服ふくの男おとこたちより、だいぶ小ちいさい。

　目めもとに仮か面めんをつけていて、髪かみは銀ぎん髪ぱつでとても目め立だつ。

　すぐに気きがつかなかったのが、不ふ思し議ぎなくらい。

　それなのに、その姿すがたを見みつけてしまうと、感かんじる威い圧あつ感かんは黒くろ服ふくの男おとこたちより、強つよいかも。

　しかも、体たい格かくからいうと……多た分ぶん、少しょう年ねんと言いえる年としだと思おもう。

　……なにものなの、あの人ひと。

　わたしは気きにしつつも、意い識しきを黒くろ服ふくの男おとこたちに向むける。

　今いまのところ、あの少しょう年ねんが加か勢せいする様よう子すはない。

　敵てきとして向むかってこないなら、まずこの黒くろ服ふくの男おとこたちから、逃にげることを考かんがえなきゃ。

　でも……しょうじき、きびしいよ。

　わたしは護ご身しん術じゅつも習ならっているし、あるていどの体たい格かく差さなら、ものともしない自じ信しんはある。

　だけど、この黒くろ服ふくの男おとこたちは、「あるていど」を軽かるく超こえてる。

　一いっ瞬しゅんで、制せい圧あつされるだろう。

　両りょう足あしが、ガクガクしてくる。

　こわい。冷れい静せいになろうとしても、頭あたまがうまくまわらない。

　あきらめる？　白しろ旗はたをあげて、降こう参さんしたらゆるしてくれるかも。

　そんな考かんがえがうかぶ。

　ダ、ダメ！

　もしも、この相あい手てがタキオンなら、そんなのが通つうじるとは思おもえない。

　だったら……！

　わたしは、ふるえる手てをリュックサックの中なかに入いれる。

　サッと特とく製せいのマスクを取とりだしてかぶり、スプレーの中なか身みを黒くろ服ふくの男おとこたちに向むけてまき散ちらす。

　熊くまも退たい治じできるっていう宣せん伝でん文もん句くの、トウガラシスプレーだ！

　これなら！

　わたしは、トウガラシで動うごけなくなっているだろう黒くろ服ふくの男おとこたちの間あいだを、すり抜ぬけようと、体たい勢せいを低ひくくした。

　ダッシュ！　戦たたかって勝かてないなら、逃にげればいい！

　三さん十じゅう六ろっ計けい逃にげるに如しかず、とも言いうしね。

　黒くろ服ふくの男おとこたちの間あいだをかわしてしまえば、……ぐっ！

　横よこを通とおり抜ぬけようとした瞬しゅん間かん、黒くろ服ふくの男おとこの１人ひとりに、右みぎ手てをつかまれる。

　な、なんで!?

　わたしが、黒くろ服ふくの男おとこを見みると、その顔かおには軍ぐん隊たいが使つかうような、マスクがある。

「どうして……！」

　さっきはそんなもの、身みにつけていなかったのに！

「ここをどこだと思おもっているんだ。トウガラシていどの対たい策さくぐらいしている。それに、おまえの動うごきを見みれば、なにをするつもりか丸まるわかりだったしな」

　黒くろ服ふくの男おとこは、わたしの右みぎ手てをひねるように、ひっぱりあげる。

「いつぅ……はなして！」

　わたしは、つかまれたまま暴あばれるが、まったく振ふりほどけない。

　無む理りに暴あばれたせいか、ひねられた右みぎ腕うでの感かん覚かくがにぶくなってくる。
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「どこの手てのものか、じっくり吐はかせてやる」

　　　ガシャン

　黒くろ服ふくの男おとこが、わたしの手てに手て錠じょうらしきものをつける。

　このぉ！

　そのすきをついて、わたしは男おとこの顔がん面めんにけりを入いれようとするが、あっさりと腕うででふせがれる。

　まるで、岩いわにでもけりを入いれてるみたいだ。

「うるさい」

　　　ドンッ

　首くび筋すじに衝しょう撃げきがくる。

「……！」

　──首くび筋すじに手しゅ刀とうを受うけたことを理り解かいしたときには、わたしの意い識しきが急きゅう速そくに、遠とおのき始はじめていく。

　ダ、ダメ……いま意い識しきを失うしなったら……。

　そのとき、

「この淑女レディは、こちらで預あずかる。文もん句くはないな？」

　どこかから、男おとこの声こえ──ううん、威い厳げんはあったけど、わたしと年としが近ちかそうな、少しょう年ねんの声こえが聞きこえてくる。

　だ、だれ……？

　そう考かんがえたところで、わたしの意い識しきは途と切ぎれた。







　頭あたまが痛いたい。

　気きがつくと、頭あたまがすごくぼんやりとしていた。

　薄うすく目めを開あける。

　まぶたが重おもく、体からだを動うごかすことすら、おっくうだ。

　体からだの下したに感かんじる感かん触しょくから、ベッドの上うえに寝ねかされているんだと思おもう。

　手てにはめられたはずの手て錠じょうは、はずされていた。

　拘こう束そくするものは、なにもないはずなのに、体からだを動うごかせる気きが、まったくしなかった。

　ぼんやりとした頭あたまで、考かんがえる。

　お兄にいちゃんに、わたしがラドロとかかわっていることが、ばれたかもしれなくて。それで、家いえを飛とび出だして、自じ分ぶんで、おじいちゃんとおばあちゃんの美び術じゅつ品ひんを、とりもどしにきたんだよね。

　でも、島しまに忍しのびこんで探たん索さくしているときに、黒くろ服ふくの男おとこたちにつかまって……。

　黒くろ服ふくの男おとこたちに、取とり押おさえられたところは、思おもい出だせる。

　それから……。

　よく思おもい出だせない。

　キラリと、銀ぎん色いろに光ひかるなにかを見みたような気きはするけど……。

　あと、少しょう年ねんの声こえ。

　いったい、なんだったんだろう。

　わたしは、首くびを動うごかして、部へ屋やを見みまわす。

　寝ねているベッドのほかにも、テーブルにソファ。

　洗せん面めん所じょやトイレらしきスペースも、見みえる。

　そのどれもが、高こう級きゅう品ひんらしいのはなんとなくわかる。

　つかまって、閉とじこめられたにしては、ずいぶんといい部へ屋やだ。

　だいぶ豪ごう華かなホテルの一いっ室しつと言いわれたほうが、納なっ得とくできるぐらい。

　ベッドもかなりふかふかで、寝ね心ごこ地ちがいいぐらいだし。

　どういうことだろう？

　ますます、わからない。

　わたしは、つかまったはずだよね？

　それなのに、なんでこんなところに……。

　それにしたって、あんなにあっさりつかまっちゃうなんて、甘あまく考かんがえすぎてた。

　タキオンは危き険けんだって、ラドロからも言いわれていたんだけど……。

　……ああダメだ。頭あたまが重おもくて、うまく考かんがえがまとまらない。

　しかも、また眠ねむくなって…………。

　わたしは、眠ねむ気けに耐たえられず、まぶたを閉とじる。

　すると、すぐに眠ねむりについていた。







　　　　８　隠かくされた場ば所しょへ
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　フェリーが島しまの小ちいさな船ふな着つき場ばに、停てい泊はくする。

　荷に物もつをもった招しょう待たい客きゃくが、一列れつにならんで、フェリーを降おりていく。

　おしゃべりする人ひとも、ほぼいない。

　タキオンの大だい拠きょ点てんだし、緊きん張ちょうしてるのかも。

　わたしもフェリーを降おりる。

「こっちに集あつまれ」

　黒くろ服ふくの男おとこが、招しょう待たい客きゃくに言いう。

　それにしても、島しまについてから、前まえにも増まして黒くろ服ふくの男おとこたちが、威い圧あつ的てきな話はなし方かたになってる。

　お客きゃくさんあつかいとは思おもえないよね。

　だけど、ほかの招しょう待たい客きゃくの人ひとたちも、不ふ満まんげな顔かおつきの人ひとはいるものの、文もん句くを言いう人ひとはいない。

　あのタキオンが、いくら有ゆう名めい人じんや富ふ豪ごう相あい手てだろうが、へりくだるとは思おもえないけど。

　まして、今いまはだれかわからないように、招しょう待たい客きゃくは全ぜん員いん仮か面めんをつけてるわけだし。

　全ぜん員いんがフェリーをおりたのを確かく認にんすると、

「では、移い動どうを開かい始しする」

　黒くろ服ふくの男おとこが、そっけなく言いう。

　２人ふたりの黒くろ服ふくの男おとこが先せん頭とうを歩あるき、その後うしろから招しょう待たい客きゃくがついていく。

　後うしろと左さ右ゆうにも、黒くろ服ふくの男おとこたちが、懐かい中ちゅう電でん灯とうで足あしもとをてらしながら歩あるいている。

　案あん内ないされてるというより、「連れん行こうされてる」って感かんじ。

　船ふな着つき場ばを少すこし出でたところで、いきなり林はやしの中なかに入はいって、足あしもとは細ほそい、道みちともいえない道みちになる。

　懐かい中ちゅう電でん灯とうがなかったら、絶ぜっ対たいに道みちだとは気きづかなかっただろう。

　コンクリートで舗ほ装そうなんて、もちろんされてない。

　ヒールの高たかい靴くつをはいてきた、女おんなの人ひとの招しょう待たい客きゃくが、歩あるきづらそうにしてる。

　フェリーから見みたときも、建たて物ものらしきものは、まったく見み当あたらなかった。

　つまり、拠きょ点てんは、かくされてるっていうことになるけど……。

　10分ぷんほど歩あるくと、船ふねからも見みえた、島しまの半はん分ぶんを占しめる、巨きょ大だいな山やまのふもとが見みえてくる。

　岩いわ肌はだはむきだしになっていて、軽かるい気き持もちで登と山ざんに行いくような山やまじゃない。

　わたしがお父とうさんと山やまごもりするときに、クライミングで登のぼるような、切きり立たった岩いわ肌はだだよ。

　月つき明あかりに照てらされた、大おおきな岩いわ肌はだは、ちょっと幻げん想そう的てきにも見みえるけど……本ほん当とうにこんなところに、タキオンの拠きょ点てんがあるの？

　それでも、ここにタキオンの大だい拠きょ点てんがあることは、ケイもまちがいないって言いってたし……。

　地じ面めんが細こまかい岩いわ場ばになって、さっきよりさらに歩あるきづらい。

　招しょう待たい客きゃくの人ひとは、ヒールや革かわ靴ぐつの人ひとばかりだから、転ころびそうになる人ひともいる。

　だけど、だれも文もん句くを言いわない。

　黒くろ服ふくの男おとこたちの雰ふん囲い気きが、言いわせないっていうほうが、正ただしいかな。

　威い圧あつ的てきな雰ふん囲い気きで、文もん句くを受うけつけるつもりがないのは、にぶくてもわかるぐらい。

　さらに10分ぷんほど歩あるくと、ふと黒くろ服ふくの男おとこたちが、足あしを止とめた。

「ここだ」

　先せん頭とうの黒くろ服ふくの男おとこがしめしたのは、小ちいさな洞どう窟くつ。

　どう見みても、岩いわが自し然ぜんにくりぬかれたようにしか見みえない、洞どう窟くつだ。

　ほかの招しょう待たい客きゃくも、不ふ安あんそうな表ひょう情じょうになり、小こ声ごえで不ふ満まんをもらしてる。

　そのまま、洞どう窟くつの中なかに進すすんでいく。

　ひんやりとした空くう気きに、四し方ほうからただよってくる土つちのにおい。

　まぎれもなく、洞どう窟くつだ。こんなところで、いったい……!?

「止とまれ。おまえは再さいチェックだ」

　招しょう待たい客きゃくの１人ひとりの中ちゅう年ねんの男おとこの人ひとが、よびとめられる。

「な、なんですか、急きゅうに！」

　中ちゅう年ねんの男おとこの人ひとは、あわてたようにさけんでいる。

「この洞どう窟くつ自じ体たいが、検けん査さゲートになっている。ごまかせると思おもうな」

　黒くろ服ふくの男おとこが、冷つめたく言いう。

　なるほど。

　この洞どう窟くつの壁かべに、検けん査さの機き械かいをしこんであるってこと？

　さすがにタキオンの大だい拠きょ点てんだけあって、厳げん重じゅうすぎるぐらいに厳げん重じゅうだ。

　だとしても、それに引ひっかかるような、ケイの対たい策さくじゃないから、問もん題だいない。

　まわりの招しょう待たい客きゃくの人ひとたちは、さらに不ふ安あんそうな表ひょう情じょうに変かわっていたけど。

　検けん査さに引ひっかからなかった招しょう待たい客きゃくは、さらに洞どう窟くつを進すすむ。

　招しょう待たい客きゃくの不ふ安あんげな様よう子すが、仮か面めんをつけていても伝つたわってくる。

　たしかに、タキオンの大だい拠きょ点てんに連つれていくと言いって、べつのところに連つれていくつもりなんじゃないかと思おもえてくるよね。

　ここにいるのは、タキオンの正しょう体たいを知しっている人ひとばかりだろうし。

　そんなふうに、さらに５分ふんほど歩あるいたころだった。

　不ふ意いに洞どう窟くつの向むこうに光ひかりが見みえた。

　ようやく、洞どう窟くつを抜ぬけるらしい。

　さて。いよいよ、タキオンの大だい拠きょ点てんについたってわけ……ね。

　わたしは、ゴクリとつばをのみこむ。

　洞どう窟くつを抜ぬけたところで、まぶしさに目めを細ほそめた。

　だんだん、目めが光ひかりになれてきて、目めの前まえに広ひろがる景け色しきが見みえ始はじめる。

「は…………」

　わたしは、口くちをぽかんと開ひらく。

　ケイからは、建たて物ものの存そん在ざいや、内ない部ぶ構こう造ぞうは教おそわってた。

　でも、反はん応のうから怪あやしまれないように、事じ前ぜん情じょう報ほうはそれだけだと言いわれてた。

　だからてっきり、タキオンの大だい拠きょ点てんって、地ち下かにひっそりとあるものだと想そう像ぞうしてたけど……。

　目めの前まえに広ひろがる光こう景けいに、わたしはおもわず目めをこする。

　そこにあったのは──

　ライトアップされた、きれいに手て入いれされた広ひろい庭てい園えん。

　緑みどりが生おい茂しげり、それが数すう学がくっぽい模も様ようとなっていて、きれいで整ととのった雰ふん囲い気きを与あたえてくれる。

　中ちゅう央おうには噴ふん水すいがあり、すずしげに、水みずが流ながれている。

　大だい理り石せきの柱はしらでできた、東あずま屋やも建たっている。

　ど、どうして、洞どう窟くつの奥おくに、こんな場ば所しょがあるわけ!?

　一いっ緒しょにきた招しょう待たい客きゃくの人ひとたちも、あっけにとられたように、庭てい園えんを見みつめている。

　そして、いつの間まにか、洞どう窟くつから庭てい園えんに出でたすぐの場ば所しょに、執しつ事じ服ふくを着きた男おとこの人ひとたちと、メイド服ふくを着きた女おんなの人ひとたちが、ずらりと十じゅう数すう人にんならんでいた。

『ようこそ。タキオンの城しろ、カオスキャッスルへ』

　一いっ糸し乱みだれぬ動うごきで、いっせいに執しつ事じさんとメイドさんが、頭あたまを下さげる。

　その姿すがたも、庭てい園えんの一いち部ぶのように、わたしには見みえた。

　まるで夢ゆめの世せ界かいに入はいったよう。

　……これが、タキオンの大だい拠きょ点てん。

　どうやら、わたしはまだまだ甘あまく考かんがえていたみたい。
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　　　　９　夢ゆめのような城しろ




　左さ右ゆうを見みまわしても、ため息いきしか出でてこない。

　庭てい園えんは芝しば生ふになっていて、よく手て入いれされた常じょう緑りょく樹じゅが植うわっている。

　花はながないのが不ふ思し議ぎだけれど、それでも十じゅう分ぶんに見みてるだけで、心こころが和なごむ。

　なにより、外そとから見みたあの岩いわ肌はだむきだしの山やまの奥おくが、こんな風ふうになってるなんて、想そう像ぞうできるわけがない！

　庭てい園えんのさらに奥おくの正しょう面めんに、建たて物ものがあるみたい。

「あるみたい」っていうのは、見み上あげてもほんの一いち部ぶしか、建たて物ものが見みえないから。

　──大だい理り石せきでつくられた、大おおきな柱はしらに白しろ塗ぬりの壁かべ。

　模も様ようはあっさりとしたつくりだけれど、その大おおきさは、今いままで見みてきたお屋や敷しきの２倍ばい……ううん、３倍ばい以い上じょうはありそう。

　とにかく大おおきくて、建たっているだけで存そん在ざい感かんがある。

　玄げん関かん口ぐちにたどりつくと、大おおきな大だい理り石せきのドアがあった。

　高たかさ４メートルほどで、人ひとが押おして開あけられるようには、まず見みえない。

　こんな重おもそうなドア、どうするんだろうと思おもっていたら、執しつ事じさんの１人ひとりが、ドアの横よこにある機き械かいを操そう作さすると、するすると左さ右ゆうに開ひらいた。

　なんだか、アリババと40人にんの盗とう賊ぞくみたい……!?

　わたしたち招しょう待たい客きゃくは、おそるおそるといった様よう子すで、中なかに入はいっていく。

　こ、これって……！

　建たて物ものの中なかは、天てん井じょうが４～５メートルぐらいと高たかく、ろう下かの横よこ幅はばも５メートルはありそう。

　さらに、ろう下かのつきあたりは見みえない。

　花はな里さと家けのフラワーヴィレッジ城じょうにも、おとらない豪ごう華かなつくり。

　これが……タキオンの大だい拠きょ点てん、カオスキャッスル……。

　人ひと知しれず、こんな場ば所しょを造つくれてしまうのが、タキオンなんだ。

　そして、そこに今いま、わたしはたった１人ひとりで、乗のりこんでいる。

　ギュッと、ひそかに拳こぶしをにぎる。

　気きを引ひきしめなくちゃ！







「お客きゃく様さま、お部へ屋やへご案あん内ないいたします」

　招しょう待たい客きゃくには、一人ひとりひとりに執しつ事じさんやメイドさんがつき、部へ屋やへの案あん内ないが始はじまっていた。

　次つぎ々つぎに、招しょう待たい客きゃくが案あん内ないされていく。

　黒くろ服ふくの男おとこたちとちがって、ていねいな言こと葉ばづかいで、お客きゃく様さまあつかいをしてくれるみたい。

　ここまで入はいることができたら、やっと信しん用ようされたってことなのかも。

　招しょう待たい客きゃくの表ひょう情じょうが、ホッとしたものに変かわったのがわかる。

　わたしの前まえにも、メイドさんがいる。

　20代だい半なかばぐらいで、落おちついた雰ふん囲い気きの女おんなの人ひとだ。

「はい、お願ねがいしますね」

　わたしは、声こわ色いろを変かえて、つつましい笑え顔がおで返へん事じをする。

　ここでは、社しゃ長ちょう令れい嬢じょうってことになってるから、それっぽくしないと。

　社しゃ長ちょう令れい嬢じょうなんて似に合あわないと思おもったんだけど……まあ、わたしには、琴こと音ねさんっていうお手て本ほんがいるしね。

　……あ、理り央お先せん輩ぱいも一いち応おう「お嬢じょう様さま」だけど、今こん回かいは参さん考こうにはしてないよ！

　とりあえず、前まえを歩あるくメイドさんには、あやしまれなかったみたい。

　このメイドさんは、悪わるい人ひとには見みえないけど、タキオンの拠きょ点てんで働はたらいているっていうことは、タキオンの人にん間げんなんだから、気きは抜ぬけない。

　長ながいろう下かを歩あるき、何なん度どか角かどを曲まがる。

　ろう下かは、床ゆかはふかふかのワインカラーのじゅうたんで、柱はしらなどに装そう飾しょくはあるものの、壁かべに絵かい画がを飾かざったりはしていなくて、地じ味みな印いん象しょう。

　ちょっと意い外がいだよ。

　タキオンの大だい拠きょ点てんだし、「カオスキャッスル」なんていうぐらいだから、もっと金きんぴかで、ヨーロッパの王おう宮きゅうみたいな、豪ごう華かなつくりかと思おもってたんだけど……。

「こちらのお部へ屋やになります」

　メイドさんが立たち止どまって、ドアを開ひらく。

　このあたりは、同おなじようなドアが続つづいているから、客きゃく室しつがならんでいるんじゃないかな。

　わたしは、部へ屋やの中なかに入はいる。

　……へえ！

　うちのリビングの４倍ばいぐらいの広ひろさがある。

　そこにベッドがあり、ソファとテーブル。バスとトイレも別べつ々べつにある。

　ろう下かを歩あるいていたときに感かんじたとおり、部へ屋やの中なかも落おち着ついた雰ふん囲い気きで、派は手でさはない。

　だけど、飾かざられている花か瓶びんや、小ちいさな絵かい画がは、高こう級きゅう品ひんっぽい。

　ケイが見みれば、そういうこともわかったんだろうな……。

　わたしは、ポケットの中なかに入いれてある、インカムにそっとさわる。

　……今いまはケイはいない。わたし１人ひとりだ。

　けど、うん、大だい丈じょう夫ぶ！

「それではお客きゃく様さま。御ご用ようがございましたら、室しつ内ないのお電でん話わにて、ご連れん絡らくください」

　メイドさんは、ドアの前まえで深ふか々ぶかとおじぎをする。

「ええ。ありがとう」

　わたしは、お嬢じょう様さまっぽくかるく返へん事じをする。

　ドアを閉しめて去さったメイドさんの気け配はいが遠とおのいたのを確かく認にんしてから、わたしはもう一いち度ど部へ屋やを見みまわす。

　さてと。

　わたしは、バッグから小ちいさな機き械かいをとりだす。

　ケイがつくった、盗とう聴ちょうや盗とう撮さつをする機き械かいを、見みつける装そう置ちだ。

　装そう置ちの電でん源げんをオンにする。

　……おっ、さっそく反はん応のうアリ。

　テーブルの下したと、ベッドの横よこのライトにも盗とう聴ちょう器きがある。

　盗とう撮さつカメラは……ないみたいだね。

　わたしは、盗とう聴ちょう器きを取とり外はずして、窓まどから外そとに投なげ捨すてておく。

　部へ屋やに入はいるなり、盗とう聴ちょう器きを見みつけて捨すてたりして、あやしまれないのかって、ちょっと心しん配ぱいになるけど、ケイの話はなしだと問もん題だいないんだって。

『タキオンの招しょう待たい客きゃくだ。そういった対たい策さくをする人にん間げんのほうが信しん用ようされるぐらいだろう。盗とう聴ちょう器きや盗とう撮さつカメラ対たい策さくもできないような人にん間げんに、タキオンも重じゅう要よう事じ項こうを頼たのんだりはしないだろうからな』

　いわれてみれば、そうだよね。

　招しょう待たい客きゃくは、タキオンにとって利り用ようする相あい手てでもある。

　盗とう聴ちょう器きにも盗とう撮さつカメラにも気きがつかないようでは困こまる、っていうテスト的てきな意い味みがあるのかも。

　ともかく、部へ屋やの中なかの盗とう聴ちょう器きも見みつけられたし、第だい一関かん門もんは突とっ破ぱ。

　さっそく動うごき出だしたいところだけど、今日きょうは夜よるもおそい。

　夜よ中なかに出で歩あるいていたら、さすがにあやしまれるよね。

　とりあえず、今日きょうは休やすんで、明日あしたの朝あさから動うごき出だすことにしよう。

　明日あしたなら、招しょう待たい客きゃくとして、カオスキャッスルを見みてまわっても、あやしまれないだろうし。

「今こん回かいは、すぐにサポートできるわけじゃない。だから、くれぐれも慎しん重ちょうに行こう動どうするんだ」

　って、ケイから、何なん度ども何なん度ども釘くぎをさされてたしね。

　…………ちょっと、心しん配ぱいしすぎだと思おもうんだけど。

　ムリはしないでおこう。

　明日あしたになったら、行こう動どう開かい始しだ！







　　　　10　危き機き一いっ髪ぱつの救すくい主ぬしは？




　次つぎの日ひの昼ひる間ま。

　メイドさんが持もってきてくれた朝ちょう食しょくを、部へ屋やですませると、わたしは、さっそく仮か面めんをつけた。

　部へ屋やを出でる前まえに、荷に物もつの一いち部ぶをベッドの下したに隠かくしておく。

　わたしが部へ屋やを出でてから、荷に物もつをあさられる可か能のう性せいだってあるしね。

　さあ、タキオンの大だい拠きょ点てん、カオスキャッスル。

　どんなところか、見みせてもらおうじゃないっ！

　ろう下かを歩あるきながら、それとなくまわりに目めをくばる。

　長ながく幅はばの広ひろいろう下か、派は手でさはなくても、ところどころにある、品ひんのいいツボなどの調ちょう度ど品ひん。

　たしかに、「城しろ」というだけのことはある大おおきさだ。

　ろう下かには、わたしと同おなじように、城じょう内ないを見みてまわっている、仮か面めんをつけた招しょう待たい客きゃくがけっこういて、すれちがう。

　部へ屋やでじっとしているより、この城じょう内ないを見みたくなるのは、自し然ぜんな気き持もちかもしれない。

　それぐらい建たて物ものは巨きょ大だいだし、ここにくるまでの岩いわ山やまとのギャップに、まだ頭あたまがついてこられない人ひともいるかも。

　わたしだって、まだ信しんじられないくらいだもん。

　窓まどの外そとの庭てい園えんを眺ながめるふりをしながら、わたしは城じょう内ないの構こう造ぞうをチェックしていく。

　ケイから、事じ前ぜんに教おしえてもらった間ま取どりと、ほぼ一いっ致ちしている。

　昔むかしから、お父とうさんと山やまごもりとかしてきたせいか、地ち図ずを覚おぼえるのは得とく意いなんだよね。

　山やまで遭そう難なんしたとき手て元もとに地ち図ずがあるとは限かぎらないからって、お父とうさんに地ち図ずの暗あん記き法ほうを、たたきこまれたから。

　遭そう難なんしても、地ち図ずが頭あたまに入はいっていれば、現げん在ざい地ちがわかったり、川かわで水みずを確かく保ほしたりと、いろいろできることが増ふえるって。

　それが、まさか怪かい盗とうレッドのためになるとは、そのときは思おもいもしなかったけどね……。

　いちおう建たて物ものの構こう造ぞうの確かく認にんもできたし、部へ屋やにもどってもいいんだけど……もうちょっと探たん索さくしてみようかな。

　招しょう待たい客きゃくなら、城じょう内ないをぶらぶらしてても、あやしまれないし、あるていど奥おくまで行いけるはず。

　今いまのところ、行いけたのは客きゃく室しつのあるところまで。

　それ以い上じょうは、目め立だちそうだからやめておいたんだよね。

　でも、これだけ広ひろい建たて物ものなら、迷まよう人ひともいるだろうし、見みつかっても言いいわけできるんじゃないかな。

　なにより、ターゲットの場ば所しょと、奏かなでがつかまっているなら、その場ば所しょを確かく認にんしておきたい！

　わたしはそう決けつ断だんして、歩あるき出だす。

　そして、今いまは執しつ事じさんやメイドさんの姿すがたも少すくない。

　うん、今いまなら行いけるかも！

　わたしは、左さ右ゆう前ぜん後ごを見みまわしてから、長ながいろう下かのつきあたりまで一いっ気きに進すすむ。

　つきあたりから左さ右ゆうにろう下かがのびているけど、執しつ事じさんやメイドさんが２人ふたりぐらいいるだけ。

　これなら、堂どう々どうとしていれば、やりすごせるかも。

　ここがフラワーヴィレッジ城じょう並なみの広ひろさなら、人ひとがいない死し角かくみたいな場ば所しょは、けっこうあるはずなんだよね。

　わたしは、頭あたまの中なかにケイに教おしえてもらった地ち図ずを、思おもいうかべながら、左ひだりのろう下かを歩あるく。

　こちら側がわには、ケイから「ターゲットの絵かい画がが隠かくされている可か能のう性せいのある場ば所しょ」と言いわれた部へ屋やがある。

　このまま行いけそうなら、確かく認にんをすませてしまうのも悪わるくない。

　チャンスがあるときに、積せっ極きょく的てきに動うごかないとね！

　わたしは、堂どう々どうとろう下かの真まん中なかを歩あるいていく。

　すれちがうメイドさんや執しつ事じさんは、いぶかしげな表ひょう情じょうを向むけるものの、声こえをかけてこない。

　ふふっ、うまくいったよ！

　こういうとき、相あい手てが堂どう々どうとしてると、自じ分ぶんのほうがまちがってるかも、と思おもっちゃったりするんだよね。

　それに、見みた感かんじ、執しつ事じさんやメイドさんの立たち場ばは、この城しろの中なかで決けっして高たかいものではなさそうだから、なにかまちがいをして、しかられたくないだろうし。

　ケイに言いわれた部へ屋やの前まえまで、無ぶ事じにたどり着つく。

　問もん題だいはここからだよね……。

　せっかくだから、部へ屋やの中なかに忍しのびこんでみようかな……。

　……ん？

　そう考かんがえたところで、背はい後ごから近ちかづいてくる気け配はいを感かんじる。

　この感かんじ……執しつ事じさんやメイドさんじゃない！

　たぶん、黒くろ服ふくの男おとこだ。

　執しつ事じさんやメイドさんはごまかせても、黒くろ服ふくの男おとこはたぶん、ごまかせない。

　あの黒くろ服ふくの男おとこたちは、タキオンの構こう成せい員いんの中なかで、少すくなくとも、執しつ事じさんやメイドさんよりは、よっぽど立たち場ばは上うえ。

　この部へ屋やの前まえのろう下かは、つきあたりが左ひだり方ほう向こうにのびてる。

　けど、そっちまで行いってしまうと、城しろのかなり奥おくまで入はいってしまうことになる。

　迷まよったでは、ごまかしきれそうにない。

　じゃあ、この目めの前まえの部へ屋やに入はいる？

　でも、中なかがただの物もの置おきだったらいいけど、だれかいたとしたら、逃にげこんできたとすぐにわかってしまう。

　どうしたら……!?

　考かんがえているうちに、男おとこの気け配はいが、すぐ近ちかくまできていた。

「おい！　そこでなにをしている！」

　角かどをまがって、ろう下かに姿すがたを見みせた黒くろ服ふくの男おとこが、声こえを荒あららげて近ちかづいてくる。

　相あい手ては男おとこ、１人ひとり。

　倒たおすだけなら、できる。

　けど、そうしたら、せっかく潜せん入にゅうした意い味みがなくなっちゃう！

「道みちに迷まよってしまって……。このお城しろはとても広ひろいもので」

　わたしは、こまった表ひょう情じょうをつくって、害がいのないお嬢じょう様さまらしくふるまう。

「迷まよった？　しかし、ここは客きゃく室しつがある場ば所しょとは、だいぶ離はなれているが？」

　黒くろ服ふくの男おとこは、目めの前まえで立たち止どまると、わたしのことを、上うえから下したへ観かん察さつするように見みる。

　う、うたがわれてる……？

「そ、それは……、少すこし散さん歩ぽをしたくて、遠とお出でをしたんです」

「なるほど。わからなくもない話はなしだな」

　おっ、これならうまく見み逃のがしてもらえるかも。

「だが一いち応おう、別べっ室しつでくわしい話はなしをきかせてもらおうか」

　黒くろ服ふくの男おとこは、するどい目めで、わたしを見みる。

　ま、まずい……。

　なんでこんなに、警けい戒かいしてるのよ？

　お客きゃくの女おんなの子こが１人ひとり、ちょっと道みちに迷まよったぐらいで……。

「わ、わたしは招しょう待たいされてきたんです。そんなうたがいをかけるのは失しつ礼れいでは？」

　あえて、強つよ気きに言こと葉ばを返かえす。
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「この城しろにきた時じ点てんで、どんな人にん間げんでも、特とく別べつ扱あつかいしないことになっている。きいてなかったか？」

　黒くろ服ふくの男おとこが、いっそう視し線せんをするどくする。

「それはきいていましたが……」

　すっかり忘わすれてたよ、そんなこと！

　立たち場ばをかくしたい人ひとばかりだから、全ぜん員いんまとめて特とく別べつ扱あつかいしないんだったっけ。

「とにかく、別べっ室しつで話はなしをきかせてもらおうか」

　黒くろ服ふくの男おとこは、わたしの腕うでをつかもうと、手てをのばしてくる。

　ここで話はなしをきかれるのは、さすがにまずい。

　ケイのナビなしでわたしだけで話はなしをしたらボロが出でる確かく率りつが高たかいし、部へ屋やの荷に物もつを検けん分ぶんされたら、言いいわけできないものが、ありすぎる。

　ここは、ふり切きって逃にげるしかない！

　仮か面めんをつけているし、うまくまけば、客きゃくの中なかからわたしを見みつけられないかもしれない。

　その可か能のう性せいにかけるぐらいしか、今いまはない！

　わたしが実じっ行こうにうつそうとしたとき、

「────やめないか。お嬢じょうさんが困こまっているだろう」

　黒くろ服ふくの男おとこの後うしろから、声こえがした。

　い、いつのまに!?

　男おとこに気きをとられてたのもあったけど、近ちかづいてくる気け配はいに、ぜんぜん気きがつかなかった。

　わたしより、少すこし年とし上うえぐらいの少しょう年ねんかも。

　身しん長ちょうは、わたしより少すこし高たかいぐらいだし、声こえも若わかい。

　体からだつきは細ほそ身みではあるけれど、鍛きたえているのは動うごきを見みれば、一ひと目めでわかる。

　仮か面めんをつけているから、目めもとはわからないけれど、口くち元もとを見みるだけでも、かなり整ととのった顔かお立だちのように思おもえる。

　そして、なにより印いん象しょう的てきなのは、輝かがやくような銀ぎん色いろの髪かみ。

「あなた様さまは……！」

　わたしに近ちかづいていた黒くろ服ふくの男おとこが、おどろいたように身みを引ひいて、少しょう年ねんのほうに向むきなおる。

　えらそうな黒くろ服ふくの男おとこが、この銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんの登とう場じょうに、おどろいてる？

　いったい、この少しょう年ねん、なにもの？

　気きにした様よう子すもなく、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんは、自し然ぜんな優ゆう雅がさを感かんじる動うごきで、わたしの前まえにやってくる。

　体からだは鍛きたえているけど、動うごきは素人しろうとみたい。

　サッカーとか、スポーツをなにかやっているのかも。

「お怪け我がはありませんでしたか？」

　少しょう年ねんは、わたしに声こえをかけてくる。

　年としは大おおきく変かわらないはずだけど、態たい度どは大人おとなよりも紳しん士しっぽい。

　言こと葉ばはていねいで気き遣づかうようなのに、どこか風ふう格かくのような威い圧あつ感かんがある。

　なにものなの、この少しょう年ねん？

　さっきから、くり返かえし感かんじている疑ぎ問もんが、頭あたまをかけめぐる。

　でも、今いまはそれを気きにしてる場ば合あいじゃない。

「は、はい……。大だい丈じょう夫ぶです。ありがとうございます」

　危あぶないところを助たすけてもらった、と伝つたわるように、わたしは言いう。

「それはよかった。部へ屋やへのもどり方かたは、わかりますか？」

　後うしろの黒くろ服ふくの男おとこは、どういうわけだか、少しょう年ねんの言こと葉ばに口くちをはさもうとしない。

　仮か面めんをつけてるってことは、招しょう待たい客きゃくだと思おもうけど……？

　わたしとの対たい応おうの差さはなんなんだろう？

「え～と……道みちに迷まよってしまったので……」

　本ほん当とうは、道みち順じゅんはしっかり覚おぼえているけれど、黒くろ服ふくの男おとこに道みちに迷まよったと答こたえた以い上じょう、帰かえり方かたはわかります、とも言いえない。

「なら、部へ屋やの近ちかくまでお送おくりしましょう」

　そう言いって、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんは、にこりと笑わらう。

　仮か面めんをつけていても、魅み力りょく的てきだとわかる笑え顔がおだ。

　仮か面めんをはずしたら、相そう当とうな美び形けいだと思おもう。

　となると、芸げい能のう人じんとかかな？

　でも、わたしはそこまで、芸げい能のう人じんにくわしいわけじゃないんだよね。

　ともかく、これはチャンス。

「助たすかります。お願ねがいします」

　わたしは、上じょう品ひんに見みえるように、頭あたまを下さげる。

　どっちにしろ、これ以い上じょうの調ちょう査さは無む理りだし、おとなしく、この謎なぞの少しょう年ねんについていくほうが、よさそうだよね。

「こちらにどうぞ」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんは、わたしをエスコートするように、ろう下かをもどる方ほう向こうを、手てでしめす。

　黒くろ服ふくの男おとこは、ジロリとわたしのほうを見みているけれど、なにも言いわない。

　タキオンにとって、よっぽどのＶＩＰビップってことなのかな？

　わたしは、そんなことを考かんがえつつ、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんと一いっ緒しょに、もときたろう下かを、もどることになった。
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「いい天てん気きになりましたねぇ」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんは、のんきな口く調ちょうで言いう。

　妙みょうなことになっちゃったなぁ……。

　わたしは、心こころの中なかでため息いきをつきつつも、とりあえずこの少しょう年ねんのおかげであの場ばを切きり抜ぬけられたんだと、前まえ向むきに考かんがえる。

　でも……。

　やっぱり、この少しょう年ねんは、不ふ思し議ぎだよね。

　話はなした感かんじも、いい人ひとそうだし、年としも近ちかそう。

　この人ひとは、タキオンがいったいどういう組そ織しきなのかを理り解かいして、ここにいるのかな？

　だまされてここにいるんじゃないかと、心しん配ぱいになってくる。

　利り用よう価か値ちが高たかいから、大たい切せつにあつかわれているだけ、かもしれないし。

　でも、本ほん人にんは、そんなわたしに、まったく気きがつかない様よう子すだ。

　その姿すがたは、緊きん張ちょうや力りきみもなく、落おちついていて優ゆう雅がさを感かんじる。

　よっぽど家いえ柄がらがいいとか、お金かね持もちのお坊ぼっちゃんとかなのかも？

　それなら、タキオンの黒くろ服ふくの男おとこの、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんへのあつかいも、わからなくもないかな。

　タキオンに多た額がくの出しゅっ資しをしている会かい社しゃの、子し息そくとか。

　わたしはひととおり考かんがえてみて、納なっ得とくする。

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんが、タキオンについて知しっているのかはわからないけど、ここにきている招しょう待たい客きゃくは、みんななんらかの形かたちでタキオンに協きょう力りょくし、その恩おん恵けいを受うけている人ひとたちのはずだし。

「ええと……、ここの庭てい園えんって、変かわった花はなが多おおいですよね」

　わたしは、だまったままでいるのもどうかと思おもい、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんに話はなしかける。

　ちょうど、真ま横よこに、最さい初しょに見みた庭てい園えんが広ひろがっている。

　来きた時ときから気きになっていたけど、この庭てい園えんには、花はながほとんどないんだよね。

　あっても、なんだかあまり見みかけない、不ふ思し議ぎな色いろをしてる。

　オリエンタルリリーが茶ちゃ色いろかったり、ダリアが灰はい色いろだったり。

　よく見みると、茎くきがねじれていたり、花はなの形かたちがおかしくて、花はな弁びらが異い常じょうに多おおかったり、逆ぎゃくに少すくなかったりするものもある。

「うん、そうなんですよ」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんは、うなずく。

「この島しまは、どんなに土ど壌じょう改かい造ぞうをしても、花はなが奇き形けいになってしまうらしいですよ。理り由ゆうは不ふ明めいですが、地じ元もとでは、呪のろわれているとか、悪あく夢むみたいな色いろだと言いう人ひともいるようですね」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんはそう言いって、立たち止どまって、庭てい園えんのほうに目めを向むける。

　わたしも立たち止どまり、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんと同おなじように、庭てい園えんを見みる。

　たしかに、変かわった植しょく物ぶつだ。

　だけどやっぱり、この庭てい園えんは何なん度ど見みても、思おもわず目めがひきつけられてしまうぐらい、きれいだよ。

　ここがタキオンの大だい拠きょ点てんじゃなければ、もっと素す直なおに、風ふう景けいを楽たのしめたんだけど。

　それでも、ここにある木き々ぎや咲さいている花はなに罪つみはない。

「でも、色いろや形かたちがふつうとはちがっても、キレイですよね。その植しょく物ぶつなりの美うつくしさがあって」

　わたしは、思おもったことを素す直なおに口くちにする。

　……ん？

　おしゃべりだった少しょう年ねんが、急きゅうにだまりこんだのを不ふ思し議ぎに思おもって、横よこを見みる。

　すると、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんが、きょとんとした顔かおをして、わたしを見みている。

　あれ？　わたし、なんか変へんなこと言いった!?

　心こころの中なかであせりつつ、でも、これ以い上じょうなにか言いう言こと葉ばも思おもいうかばずにいると、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんの表ひょう情じょうが急きゅうに、くしゅとゆがんだ。

「あはははっ！　なるほど。君きみは、少すこし変かわっているようだね。僕ぼくのまわりで、そんなことを言いったのは、君きみが初はじめてだよ。僕ぼくもよく、変かわっていると言いわれるんだ」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんはそう言いって、ほがらかに笑わらい声ごえをあげて、歩あるき出だす。

　笑わらう姿すがたまで、どこか品ひんがある感かんじがするから、不ふ思し議ぎだ。

　わたしも、あとをついていく。

　それにしても、それってほめられてるの？

　ぜんぜん、そんな気きがしないんですけど。

　でも、笑え顔がおの銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんの様よう子すからすると、けなされてるわけでもないらしい。

「いやあ、ひさびさに、こんなに笑わらったよ」

「笑わらわせるつもりで、言いったわけではないんですけど……」

　わたしは、ちょっと不ふ満まんげに返かえす。

「ごめんごめん、悪わる気ぎはないんだよ。……ここからなら、部へ屋やの場ば所しょはわかるんじゃないかな」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんが立たち止どまったところは、客きゃく室しつがならぶろう下かの手て前まえだった。

「はい、わかります。ありがとうございました」

　わたしは、ていねいにおじぎをする。

「たいしたことじゃないよ。それじゃ」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんは、軽かるく右みぎ手てをあげて、きびすを返かえす。

　客きゃく室しつとは逆ぎゃく方ほう向こう──歩あるいてきたろう下かを、もどっていく。

　どこに行いくんだろう？

　そう気きになって、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんの背せ中なかを見みつめていると、不ふ意いに少しょう年ねんがふり返かえった。

　ドキッ！

　後うしろ姿すがたを見みていたのに、気きづかれたのかと思おもい、思おもわず心しん臓ぞうがはねる。

「──君きみとは、また会あえる気きがするよ」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんはそう言いって、今こん度どこそ、ろう下かの向むこうに消きえていった。

　ふぅ……。

　わたしは、小ちいさくため息いきをつく。

　どうにも、つかめない雰ふん囲い気きの少しょう年ねんだった。

　悪わるい感かんじは受うけなかったけど、こっちにペースをつかませないというか……。

　よく話はなしているようでいて、壁かべを作つくっている感かんじも受うけた。

　あれは、演えん技ぎとかそういうものではなくて、身みについているものだよね。

　とはいえ、今いまは妙みょうな少しょう年ねんのことを考かんがえてる場ば合あいじゃない。

　ただ、思おもった以い上じょうに警けい備びが厳げん重じゅうだし、黒くろ服ふくの男おとこたちも、招しょう待たい客きゃくをあんなに疑うたがってくるとは、考かんがえが甘あまかったよ。

　やっぱり、ケイの計けい画かく通どおり、動うごくなら、パーティーのときしかないみたい。

　部へ屋やにむかいながら、次つぎの行こう動どうを考かんがえる。

　ケイとあらかじめ決きめた定てい時じ連れん絡らくは、夕ゆう方がたの４時じ。

　あと２時じ間かんほどはある。

　パーティーは６時じから。

　さっきので、目めをつけられたかもしれないし、それまでは部へ屋やでおとなしくしておこう。
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　そろそろ、出でたほうがいいかな。

　わたしは、時と計けいを確かく認にんしながら考かんがえる。

　ケイとの１回かい目めの定てい時じ連れん絡らくの時じ間かんが近ちかづいている。

　今いまから出でれば、余よ裕ゆうで間まに合あうよね。

　　　コンコン

　部へ屋やのドアが、ノックされる。

　あれ？　だれかきた？

　知しり合あいなんていないし、部へ屋やをたずねてくるような人ひとなんて、いないはずだけど。

　ちらりと、さっきの銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんのことが頭あたまをよぎったけど、どの部へ屋やかは知しらないはずだし。

　ドアの向むこうから、部へ屋やに案あん内ないしてくれたメイドさんの声こえがする。

「お客きゃく様さま。パーティーのドレスへの、お着き替がえのお手て伝つだいに、うかがいました」

　ええっ!?

　ちょ、ちょっと待まって！　そんなのきいてないんだけど。

　しかも、早はやすぎない？　パーティーって６時じからだよね。

　まだ４時じ前まえで、パーティーまで２時じ間かん以い上じょうもあるよ。

　たしかに、ドレスは着き替がえづらいけど、それでも２時じ間かんもかからない。

　でも、お金かね持もちのパーティーは、そういうものなのかな……？

　と、とにかく、今いまは定てい時じ連れん絡らくに行いかなくちゃだし、ことわらないと。

　わたしは仮か面めんをつけてから、ドアを開あける。

　メイドさんが、うやうやしく頭あたまを下さげて、待まっていた。

「あの……申もうしわけないんですけど、着き替がえはもう少すこしあとでお願ねがいします。そんなに時じ間かんもかからないので」

「そうですか……では、30分ぷん後ごにまた、おうかがいいたします」

　30分ぷん後ご、かぁ……。

　本ほん当とうは１時じ間かん後ごくらいでも十じゅう分ぶんなんだけど、そう言いえる雰ふん囲い気きじゃないんだよね。

　メイドさんから、ことわれない押おしの強つよさを感かんじるっていうか。

　あんまり意い見けんを押おし通とおすのも、あやしまれちゃうかも。

「わかりました。30分ぷん後ごにお願ねがいします」

　わたしがおしとやかに答こたえると、メイドさんはもう一いち度ど頭あたまを下さげて、去さっていく。

　その姿すがたが小ちいさくなるまで見み送おくってから、わたしはドアを閉しめる。

　はあぁ……。

　お嬢じょう様さまらしくと考かんがえながら動うごいていると、なんだか気き疲づかれするよ。

　さて。

　ケイとの定てい時じ連れん絡らくまで、あと10分ぷん。しかも、急いそいでもどらないと。

　時じ間かんがない。急いそごう！

　１回かい目めのケイとの定てい時じ連れん絡らくは、ケイから場ば所しょを指し定ていされている。

　これもゼス対たい策さくなんだって。

　ケイの話はなしだと、そのわずかな時じ間かんだけ、ゼスの通つう信しん妨ぼう害がいを無む効こう化かして、通つう信しんできるようにするらしい。

　それができるのなら、ずーっと無む効こう化かすればいいと思おもったけど、そうするとすぐにゼスにばれるから、短たん時じ間かんの定てい時じ連れん絡らくが、一いち番ばん安あん全ぜんだっていう話はなし。

　しかも、無む効こう化かしたことがばれにくい場ば所しょまで、わたしが行いく必ひつ要ようがあるっていう、念ねんの入いれよう。

　わたしには、ハッカー同どう士しの争あらそいと言いわれても、あんまりピンとこないんだけどね。

　でも、ゼスがケイに匹ひっ敵てきする、ハッキングの腕うでを持もっているのは、たしかなんだと思おもう。

　ケイの指し示じどおりにするまでだよ。

　さて。

　準じゅん備びもできたし、行いかなくちゃ。

　もうケイのほうは準じゅん備びを整ととのえて、待まっているだろう。

　チャンスは短みじかい時じ間かんだけだし、おくれたら定てい時じ連れん絡らくができなくなる。

　それにくわえて、わたしはこっちで招しょう待たい客きゃくとして、これ以い上じょうあやしまれるわけには、いかない。

　面めん倒どうな条じょう件けんは多おおいけど…………大だい丈じょう夫ぶ。

　やれる。

　わたしは、インカムを軽かるくにぎる。

「作戦ミッション開始スタート」

　わたしは、１人ひとり、つぶやいた。







　　　　13　断だん崖がい絶ぜっ壁ぺきを越こえて！




　ケイが指し定ていした定てい時じ連れん絡らくの場ば所しょは、フェリーをおりた場ば所しょから、位い置ち的てきには近ちかいところ。

　となると、当とう然ぜん、一いち度どカオスキャッスルを出でる必ひつ要ようがあるんだけど、もちろんそのことはケイもわかってる。

　まさか、あの洞どう窟くつを通とおって、外そとに出でるわけにもいかないしね。

　だから、洞どう窟くつを通とおらないルートを、あらかじめケイは、考かんがえてくれていた。

　……それはいいんだけど。

「……これはなかなかハードだよ！」

　わたしは、岸がん壁ぺきにロープ１本ぽんでぶら下さがりながら、言いう。

　ケイが指し定ていしたルートは、城しろの外そと側がわ──切きり立たった崖がけを通とおるもの。

　各かく客きゃく室しつは、窓まどは開あくものの、外そとは崖がけになっている。

　そこから下したを見みると、高たかいところが苦にが手てな人ひとは、気きを失うしなうぐらいの、断だん崖がい絶ぜっ壁ぺきだ。

　まず、部へ屋やにいない間あいだに、万まんが一いちにもメイドさんとかが、合あい鍵かぎで部へ屋やに入はいってこられないように、部へ屋やのドアに、ケイからわたされた細さい工くを取とりつける。

　ドアにはＵ字じのロックがついているけど、あれって輪わゴム１本ぽんで簡かん単たんにはずせちゃうしね。

　つぎに、部へ屋やにあるソファを壁かべ際ぎわによせて、しっかりとロープをくくりつけて、命いのち綱づなにした。

　ソファの重じゅう量りょうでは、わたしの体たい重じゅうを支ささえ切きれないけど、窓まどが小ちいさいから、かならず引ひっかかる。

　それにソファは高こう級きゅう品ひんらしくて、しっかりした作つくりなのは、十じゅう分ぶん確かく認にんずみ。

　命いのち綱づなを体からだに巻まきつけ、窓まどから外そとに身みを乗のり出だして、クライミングを始はじめる。

　吹ふきつける風かぜが、命いのち綱づなとわたしの体からだをゆらす。

　わたしは、ロープにつかまったまま、下したを見みてみる。

　岩いわに波なみが打うちつけて、はじけて水みずしぶきがとんでいる。

　あの岩いわ場ばに落おちたら、まず受うけ身みをとるのはむずかしい。

　よくて大おおケガ、悪わるくすれば命いのちが……ってところ。

　だからこそ、警けい備びもうすいんだけどね。

「いくよ！」

　自じ分ぶんに気き合あいをいれるために、かけ声ごえをかけて、わたしは慎しん重ちょうに、崖がけをおりていく。

　天てん然ねんの崖がけのクライミングのコツは、いかにいい足あし場ばと、安あん全ぜんなルートを見みつけられるかだ。

　そういう特とっ訓くんなら、お父とうさんとさんざんやったから、体からだがおぼえてる。

　わずかに飛とび出だした岩いわに、右みぎ足あしをかける。続つづけて左ひだり足あしを、さらに下したの岩いわにかける。

　右みぎ手て、左ひだり手てと、つかむ岩いわを慎しん重ちょうに選えらんでいく。

　クライミングウォールじゃないから、つかみやすい岩いわも、足あしをかけやすい岩いわもまったくない。

　少すこし力ちからをこめすぎたら、くずれるかもしれない。

　だから、１つ１つ慎しん重ちょうにたしかめながら、岩いわから岩いわに体たい重じゅうを移い動どうする。
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　力りきまず自し然ぜん体たいで動うごくことが、自し然ぜんの崖がけを上のぼり下おりするときに、重じゅう要ようなことだって教おそわった。

　慎しん重ちょうに、だけど時じ間かんが限かぎられてるから、なるべくいそがないと。

　わたしは、右みぎ足あしを次つぎの岩いわにかけ…………っ!!

　　　ザザザッ

　右みぎ足あしをかけた岩いわが、くずれる。

「くっ！」

　がくんっ、と体からだが右みぎ側がわにかたむき、右みぎ足あしが宙ちゅうぶらりんになる。

「こ……れぐらいでっ！」

　残のこった両りょう手てと左ひだり足あしをつかってバランスをとり、そこから右みぎ足あしを引ひき上あげて、べつの岩いわにかける。

　……ふうぅ、あぶなかったぁ。

　地じ面めんにおりたったのは、それから５分ふん後ご。

　思おもったより、時じ間かんがかかっちゃったな。

　ケイとの定てい時じ連れん絡らくまで、あと３分ぷん。

　わたしは、崖がけをおりた海かい岸がん沿ぞいを、飛とび跳はねるように先さきへいそぐ。

　目もく的てきのポイントは、カオスキャッスルの入いり口ぐちの洞どう窟くつとは、逆ぎゃく方ほう向こうの海かい岸がん沿ぞい。

　岩いわが切きり立たっていて、船ふねもつけられない。

　わざわざ警けい備びにまわってくる人ひともいなそうだ。

「このあたりだよね」

　わたしは、まわりに人ひとの気け配はいがないのを確かく認にんして、腕うで時ど計けいを見みる。

　４時じジャストだ。

　わたしは、インカムを耳みみにセットして、通つう信しん機き能のうをオンにする。

「ケイ、きこえる？」

『──ああ、問もん題だいない』

　すぐさま、まるで、さっきまで話はなしていたみたいに、ケイの声こえがきこえてきた。

　わたしは、ホッとしておもわず顔かおがほころんでしまう。

「よかったよ、つながって。それにしてもケイ、ここにくるの、すごく大たい変へんだったんですけど」

　わたしは、ちょっとむくれつつ、ケイに文もん句くを言いう。

『アスカにできないことは、指し示じしない』

　ケイは、当あたり前まえのように答こたえる。

　ううぅ……そう言いわれると、言いい返かえせないじゃん。

『それよりも、報ほう告こくだ。時じ間かんが限かぎられている』

　そうだった！　通つう信しんできるのは、10分ぷんほど。

　いつもの調ちょう子しで話はなしてると、あっという間まにすぎちゃう。

「潜せん入にゅうは今いまのところ成せい功こうだよ。ケイが言いってたとおり、招しょう待たい客きゃくはみんな仮か面めんをつけていて、わたしが目め立だつこともないし。岩いわ肌はだむきだしの無む人じん島とうの中なかがお城しろだったのにはびっくりしたけど」

『アスカのことだ。すでに内ない部ぶに探さぐりを入いれたんだろう？』

　うぐっ！　み、見み抜ぬかれてた……。

「ま、まあね。今いま、映えい像ぞう記き録ろくも送おくってるから、くわしくはそっちで見みられると思おもうけど。すごい警けい戒かいぶりで、あやうく黒くろ服ふくの男おとこに連つれていかれそうになっちゃったよ」

　今こん回かいは、リアルタイムでは映えい像ぞうを送おくれないから、録ろく画がした映えい像ぞうを、定てい時じ連れん絡らくのときに送おくることになってる。今いまも送そう信しん中ちゅうだ。

『それで？　まさか相あい手てを気き絶ぜつさせてきたわけじゃないだろう』

「もちろん！　通とおりかかった、招しょう待たい客きゃくのどこかのお偉えらいさんの息子むすこらしい少しょう年ねんが、助たすけてくれたんだ。話はなしを合あわせて、なにごともなく、部へ屋やに帰かえってこられたの」

　わたしは、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんのことを、ケイに話はなす。

『通とおりがかりの少しょう年ねん、か……』

　ケイは、考かんがえているような声こえで言いう。

「仮か面めんをつけていたけど、目め立だつきれいな銀ぎん髪ぱつだったよ。ちょっと……変かわった人ひとだったけど」

『なにか、気きにかかる印いん象しょうだったのか？』

「う～ん……悪わるい感かんじはしなかったんだけどね。ただ、ちょっと不ふ思し議ぎな感かんじ。あと、体からだをきたえていたよ」

『ひとまず、今いまのところは予よ定てい通どおりに進すすんでいる。その少しょう年ねんについては、こっちでも調しらべてみるから、アスカは、その少しょう年ねんに気きをとられるな。次つぎの定てい時じ連れん絡らくは４時じ間かん後ご。アスカが白しら里さと奏かなでとターゲットを確かく保ほしたあとになる』

「うん、わかってる！」

『ここからが勝しょう負ぶだ。事じ前ぜん調ちょう査さができなかったのは痛いたいが、目め立だつ行こう動どうはさけて、パーティーのときに、一いっ気きに仕し掛かけろ』

「りょーかい！」

　島しまにくる前まえに、ケイとさんざん打うち合あわせしたからね。

　ケイが予よ測そくした、いろいろなパターンを覚おぼえさせられて、学がっ校こうの勉べん強きょうより大たい変へんだったんだから。

『────アスカ』

　ケイが、あらたまって、わたしをよぶ。

「なに、ケイ？」

『こちらもいろいろと動うごいているが、いつもとちがって、リアルタイムでナビはできない。くれぐれも気きをつけろ』

　ケイの声こえは、いつもどおりのようでいて、少すこしちがっていた。

　ほんのわずかに、くやしさがにじんでいるのが、わたしには感かんじとれる。

「わかってるって」

　わたしは明あかるい声こえで答こたえる。

　ケイは、できるかぎりの準じゅん備びをしてくれた。

　そして、今いまもチャンスを作つくって定てい時じ連れん絡らくで情じょう報ほう交こう換かんをしてくれてる。十じゅう分ぶんに心こころ強づよいよ！

「それじゃあ、そろそろ通つう信しん切きるね」

『ああ』

　　　プツン

　と音おとをたて、わたしは通つう信しんをオフにする。

　まわりを警けい戒かいしつつ、海かい岸がん沿ぞいの岩いわを飛とび移うつりながら、移い動どうする。

　とりあえず、今いまのところケイの作さく戦せん通どおりにすすんでる。

　でも、まだ見みかけてないけど、タキオンの幹かん部ぶもきてるかもしれないし、気きは抜ぬけないよね。

「なんとかして、奏かなでと、ターゲットを盗ぬすみ出ださなきゃね。……その前まえに、また部へ屋やにもどるために、崖がけを登のぼらなきゃだけど」

　わたしは、自じ分ぶんの部へ屋やのある、崖がけを見み上あげつつ、苦にが笑わらいする。

　あらためて見みても、断だん崖がい絶ぜっ壁ぺきだよね。

　ここを上のぼり下おりするとは思おもわず、タキオンでも警けい備びが甘あまくなるってのは、たしかだけど。

　海うみのほうに目めを向むけると、日ひがだいぶ傾かたむいている。

　さすがに、暗くらくなると、この崖がけをのぼるのが、むずかしくなる。

　ドレスに着き替がえさせるために、メイドさんがまた来くる前まえに、部へ屋やにもどってないと、いけないしね。

「さあ、いそごう」

　わたしは、部へ屋やからたらした命いのち綱づなをつかむと、絶ぜっ壁ぺきを登のぼり始はじめた。







　　　　14　アスカのドレスアップ！




　　　コンコン

　ドアをノックする音おとがきこえる。

「はい、どうぞ」

　わたしの声こえにドアが開あき、入はいってきたのは、メイドさん。

　わたしは、部へ屋やのソファにゆったりとすわって、お嬢じょう様さまらしくほほえむ。

「ドレスへのお着き替がえの、お手て伝つだいにうかがいました。更こう衣い室しつへご案あん内ないいたします」

「わかりました。今いま行いくので、先さきにろう下かで待まっていてくださる？」

　メイドさんがろう下かに出でて、パタリ、とドアが閉しまる。

　ふうぅ……。

　部へ屋やにもどってこられたのが、メイドさんがノックする、つい30秒びょう前まえ。

　ソファを元もとの位い置ちにもどし、切きらした息いきを整ととのえて、あわてて仮か面めんをつけたんだけど……なんとか、ばれなかったみたい。

　あと、ベッドの向むこう側がわに隠かくした命いのち綱づなも。

　とっさにでも、お嬢じょう様さまとしての所しょ作さができるようになったのは、幸ゆき村むら先せん輩ぱいや水み夏なつたち、演えん劇げき部ぶのみんなから、いろいろ教おそわったおかげかな。
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　さてと。すぐに行いかないと。

　わたしは、ドレスが入はいった専せん用ようケースを持もって、部へ屋やのドアを開あける。

「待またせてごめんなさい」

「いいえ。どうぞ、こちらへ」

　わたしは、部へ屋やのカギを閉しめて、メイドさんのあとをついていく。

　同おなじように、メイドさんや執しつ事じさんに案あん内ないされた招しょう待たい客きゃくが、ろう下かのあちこちにいる。

　わたしと同おなじように、着き替がえのために移い動どうしてるみたい。

　招しょう待たい客きゃくは、こういう場ばにはなれているのか、案あん内ないされるのも堂どう々どうとしているように見みえる。

　ここにきてるのは、タキオンが招しょう待たいするような人にん間げんだから、お金かね持もちや権けん力りょくがある立たち場ばの人ひとにちがいない。

　そんな人ひとがおおぜいいるパーティーに、わたしは、これから出でなくちゃいけないんだよね。

　大だい丈じょう夫ぶだよね、このドレスで。

　わたしは急きゅうに不ふ安あんになって、自じ分ぶんのドレスが入はいった専せん用ようケースを見みる。

　今こん回かい用ようにって、美み華か子こさんが用よう意いしてくれたもの。

「安やす物ものは、それだけで変へん装そうがばれないとも限かぎらないのよ。裕ゆう福ふくな人ひとには、服ふくを見みただけでどれぐらいの価か値ちがあるのかわかる目め利ききがけっこういるんだから」

　って。だから、信しん用ようはしてるんだけどさ。

　ドレスを着きるのが、わたしだから、そんな高こう級きゅうな品しなが似に合あうかどうかも、気きになるしね。

　更こう衣い室しつは、学がっ校こうの教きょう室しつの４倍ばいぐらいの広ひろさに、個こ別べつに着き替がえる個こ室しつが、20ほどある。

　個こ室しつ以い外がいのスペースには、大おおきな鏡かがみとテーブルとイスがあって、髪かみ形がたやメイクなどをチェックしている女おんなの人ひとがいる。

　仮か面めんをつけたままだから、そこまでメイクを気きにしなくてもいい気きはするんだけどね。

　ちょうど個こ室しつが１つあいて、わたしはメイドさんと一いっ緒しょに、個こ室しつの中なかに入はいる。

　ドレスを１人ひとりで着きるのは大たい変へんだから、メイドさんが手て伝つだってくれるらしい。

　わたしは、仮か面めんを外はずして、メイドさんに手て伝つだってもらって、ドレスに着き替がえる。

　わざわざ、大おおきな個こ室しつにしてるのは、これが理り由ゆうだよね。

　着き替がえるためには、仮か面めんをとる必ひつ要ようがある。

　万まんが一いちにも、見みられてはいけない素す顔がおの人ひとは、招しょう待たい客きゃくにたくさんいるんだろうし。

「よくお似に合あいです」

　メイドさんが、ほめてくれる。

「ありがとう」

　わたしは、なるべくおしとやかにきこえるように、お礼れいを言いう。

「メイクはどうなさいますか？」

　メイドさんが、続つづけてきいてくる。

「ナチュラルな感かんじで、お願ねがいします」

　わたしは、美み華か子こさんに教おそわったとおりに、答こたえておく。

　ドレスを着きて、ノーメイクっていうわけにはいかないんだって。

　だけど、きっちりしたメイクなんて、したことないから、どうしようって美み華か子こさんに相そう談だんしたら、そう答こたえればうまくやってくれるわよ、って教おしえてくれたんだよね。

　わたしは、メイクが終おわると、仮か面めんをつけなおす。

　時じ間かんにしたら15分ふんほど。

　長ながい気きがしたけど、個こ室しつを出でると、ほかの個こ室しつは動うごきがないままらしく、わたしの次つぎに待まっていた人ひとが、そのまま、わたしが出でてきた個こ室しつに入はいっていった。

　この調ちょう子しなら、２時じ間かん以い上じょうも前まえにメイドさんが、呼よびにきたのもわかるよ。

　ほかにも更こう衣い室しつは何なん部へ屋やもあるだろうけど、招しょう待たい客きゃく全ぜん員いんがこのペースで着き替がえていると、時じ間かんがすごくかかるだろうし。

「それでは、失しつ礼れいいたします」

　メイドさんは、次つぎの着き替がえの担たん当とうがあるらしく、うやうやしく頭あたまを下さげると出でていった。

　わたしは、更こう衣い室しつの鏡かがみで自じ分ぶんのドレス姿すがたを確かく認にんする。

　ドレスは、落おちついた色いろ合あいのワインレッドで、デザインも大人おとなっぽいものにしてもらってる。

　パーティーの招しょう待たい客きゃくだし、それなりの地ち位いがある人にん間げんじゃないとおかしいからって、ケイと美み華か子こさんで、話はなしあっていたみたい。

　……わたしには、意い見けんをきいてもらえなかったけどさ。

　まあ、こういうときのドレスで、なにがいいかなんて、わからないから、よかったんだけどね。

　なかなか、似に合あってる……はず。

　更こう衣い室しつの外そとに出でると、パーティー会かい場じょうは、探さがすまでもなく、ろう下かに歩あるく人ひとの流ながれができている。これについていけば、よさそうかな。

　男だん性せいはタキシードに、女じょ性せいはドレスに着き飾かざってる。

　わたしが、まわりの人ひとから、あやしまれる様よう子すはない。

　よかった……と内ない心しんで胸むねをなでおろす。

　ふだん、こんな豪ごう華かそうなパーティーに出でるのは、琴こと音ねさんの関かん係けいのときぐらいだけど、それはアスカとしてだったから。

　でも、あやしまれたり、ういたりしてないなら、とりあえず第だい二関かん門もんもクリアだよね。

　人ひとの流ながれが、大おおきなドアが開ひらかれた部へ屋やに、すいこまれていく。

　あそこがパーティー会かい場じょう。

　タキオンが主しゅ催さいするパーティーだから、どんなものになるのか、想そう像ぞうもつかない。

　幹かん部ぶがいるのか、いないのか。

　どんな話はなしをするのか。

　ここからは、わたしの判はん断だんが重じゅう要ようになる。

　ここからが、作さく戦せんの要かなめ。

　これだけの規き模ぼだし、タキオンが相あい手てとなれば、警けい備びの目めも、ふつうのパーティーより厳きびしいはず。

　──だからって、怖おじ気けづいたりしないから！

「作戦ミッション開始スタート」

　わたしは口くちの中なかだけでつぶやくと、パーティー会かい場じょうに足あしをふみいれた。







　　　　15　パーティースタート！




　ぶわっ、とした熱ねっ気きが、わたしをつつみこむ。

　パーティー会かい場じょうは、右みぎを見みても、左ひだりを見みても、人ひとだらけ。

　そして、それぞれが話はなしたりしていて、その人ひとの熱ねっ気きだけでも、一いっ瞬しゅん圧あっ倒とうされそうになる。

　会かい場じょうに１０００人にん近ちかく、いるんじゃないかな。

　それが入はいりきっても、余よ裕ゆうがあるぐらいの広ひろさの、パーティー会かい場じょうなのもすごいけど。

　うちの学がく園えんの体たい育いく館かんの、５倍ばい以い上じょうの広ひろさがありそう。

　そして、その豪ごう華かさにも、目めをうばわれる。

　天てん井じょうからつるされた、黄おう金ごんのシャンデリア。

　柱はしらに使つかわれている装そう飾しょくが、金きん色いろに光ひかっているけど、あれも黄おう金ごんだよね。

　会かい場じょうの一いっ角かくには、屋や台たいが建たてられていて、そこでは料りょう理り人にんがお寿司すしをにぎっている。

　長ながいテーブルが、会かい場じょうに一いっ定てい間かん隔かくでおかれていて、そこには様さま々ざまな料りょう理りがならんでいる。

　ローストビーフを、花はなのように盛もりつけたお皿さらや、フォワグラのテリーヌや北ペ京キンダック、アワビのステーキに、フカヒレのスープなど、和わ洋ようだけでなくて中ちゅう華かなど、はば広ひろい料りょう理りがそろっていて、いいにおいをさせている。

　５段だん重がさねのタワーになっているスタンドに、色いろあざやかなケーキがおかれていたり、別べつのスタンドにはフルーツが盛もりつけられていて、デザートもわすれていない。

　前まえに出しゅっ席せきした、フラワーヴィレッジ城じょうでのパーティーの会かい場じょうもすごかったけど、この会かい場じょうも匹ひっ敵てきするぐらい、豪ごう華かだと思おもう。

　あと、フラワーヴィレッジ城じょうのときとちがうのは、席せきがない立りっ食しょく形けい式しきのパーティーだっていうこと。

　それもそうだよね。

　せっかく仮か面めんで顔かおを隠かくしているのに、席せきを指し定ていされたりしたら、正しょう体たいを隠かくしてる側がわからすれば、嫌いやだろうし。

　実じっ際さいに、会かい場じょうはにぎやかだ。

　ケイが言いってたんだけど、このパーティーを開ひらくのは、タキオン支し援えん者しゃに、力ちからを見みせつけるためでもあるんだって。

　外そとからは、なにもない山やまにしか思おもえないような場ば所しょに、豪ごう華かな城しろをつくり、さらにその中なかで開ひらかれる、目めをうばわれるようなパーティー。

　招しょう待たい客きゃくが、タキオンの力ちからを感かんじるには、十じゅう分ぶんだよね。

　わたしは、会かい場じょうの中なかをまわりに視し線せんを向むけつつ、ゆっくり歩あるく。

　招しょう待たい客きゃくは、ほとんどが１人ひとりだ。連つれを禁きん止しされていたから当とう然ぜんだけど、逆ぎゃくにいえば、この人にん数ずうが、そのままタキオンを支し援えんしてる人ひとの数かずってことになる。

　しかも……仮か面めんで顔かおを隠かくしていても、だれかがわかる人ひとも交まざってる。

　あの人ひと、テレビで見みた体からだつきと一いっ緒しょだし、大おお物ものタレントの〇×だよね。

　そのとなりは、オリンピック３連れん覇ぱした元もとスポーツ選せん手しゅ。

　あっちにいる人ひとたちは、ワイドショーで見みたことあるかも。

　評ひょう論ろん家かや作さっ家か、ファッションデザイナーだったんじゃないかな。

　あと、あんまりニュースを見みないから、うろ覚おぼえではあるけど、政せい治じ家かや科か学がく者しゃ、大おおきな会かい社しゃの経けい営えい者しゃっていうことで、テレビに出でてた人ひとも、会かい場じょうにいる。

　みんな、社しゃ会かい的てきに立たち場ばのある人ひとばかりだ。
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　こんな有ゆう名めい人じんが、おおぜいタキオンに協きょう力りょくしてるなんて……。

　怒いかりとやるせなさが、ふつふつとわいてくるけど、それをグッと我が慢まんする。

　今いまは、パーティーにとけこまなくちゃ。

　あやしまれたら、このあとの行こう動どうでこまっちゃうし。

　あの、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんがいないかと思おもったけど、これだけ人ひとが多おおいと、見みつけるのは難むずかしそう。

　そんなことを考かんがえて、会かい場じょうを見みまわしていると、ぐー、とわたしのお腹なかが、悲ひ鳴めいを上あげる。

　……ちょうど、お腹なかもすいてきたところだし、料りょう理りでも食たべようかな。

　タキオンのもてなしで、お腹なかを満みたすっていうのは、ちょっと複ふく雑ざつだけど、これから動うごくことを考かんがえたら、食しょく事じは重じゅう要ようだし！

　大だい事じの前まえの小しょう事じ、とかいう言こと葉ばが、たしかあった気きがする。……たぶん。

　わたしは、さっそく料りょう理りをお皿さらに盛もりつけてまわる。

　お嬢じょう様さまっていう設せっ定ていがあるから、あんまりガツガツしないように、気きをつけないと。

　ケイが通つう信しんできたら、

　──食たべすぎるな。

　とか、言いってきたにちがいない。

　わたしは、心こころの中なかでクスリと笑わらいつつ、料りょう理りを盛もったお皿さらを持もって、壁かべぎわでそっと食たべる。

　あんまり言いいたくないけど、すごくおいしい。

　口くちの中なかで、とろけるようにやわらかい、ローストビーフに、一ひと口くちかむと、肉にく汁じゅうがあふれでるシュウマイ。

　デザートのショコラケーキも、絶ぜつ妙みょうなほろ苦にがさと上じょう品ひんな甘あまさが、くせになる感かんじ。

　おかわりしたい気き持もちを、おさえるのが、大たい変へんだったぐらいだよ。

　そんなふうに、料りょう理りを食たべている間あいだに、わたしに声こえをかけてくる招しょう待たい客きゃくの人ひとも、少すこしだけいた。

「お嬢じょうさん、パーティーを楽たのしんでますか？」

　と上じょう品ひんに、紳しん士し的てきに見みえるおじいさんが声こえをかけてきた。

「ええ。ありがとうございます。よいパーティーですね」

　とお嬢じょう様さまっぽい話はなし方かたで、返へん事じをする。

　ただ、このおじいさん、どこかで見みたことがある気きがする……。

「どこかで、お会あいしたことがありましたか？」

　わたしがそう言いうと、

「いや、どうだろうね。ああ、私わたしはもう行いくよ」

　と答こたえて、そそくさと紳しん士し的てきなおじいさんは、わたしの前まえから去さっていった。

　……あ。思おもい出だした。

　今いまの紳しん士しなおじいさんは、よくテレビドラマや映えい画がとかに出でている、俳はい優ゆうだ。

　あの人ひとも、タキオンと関かん係けいがあるの……!?

　人ひとは見みかけによらないとは言いうけど、画が面めんで見みる限かぎりは、すごくいい人ひとそうに見みえたのに……。

「そのドレス、いいわね。どちらのものなの？」

　次つぎに声こえをかけてきたのは、30代だいぐらいの女おんなの人ひと。

　あいさつもなしに、いきなり上うえから目め線せんで話はなしかけてきて、びっくりしたよ。

　でも、残ざん念ねんながら、わたしにはドレスのことは、さっぱりわからない。

「人ひとに選えらんでもらったドレスなので、ちょっとわかりません」

　と答こたえると、興きょう味みがなくなったのか、はなれていってしまった。

　すごく失しつ礼れいだったけど、会かい話わを続つづけると、わたしのボロが出でそうだから、助たすかったよ。

　そのほかにも、声こえをかけてきた人ひとには、ていねいに、だけど興きょう味みなさそうに答こたえを返かえしておいた。

　すると、会かい話わが続つづかなくなって、すぐに前まえから去さっていくんだよね。

　気きまずい相あい手てと、長ながく話はなしていたくはないだろうし。

　仮か面めんをつけている同どう士しだから、失しつ礼れいさを気きにする必ひつ要ようもない。

　正しょう体たいがばれたくないためか、わたしみたいな対たい応おうをしている人ひとも、けっこういる。

　もっとわかりやすく、近ちか寄よるなっていうオーラを出だしてる人ひともいるぐらい。

　逆ぎゃくに、正しょう体たいがばれてもかまわない、と思おもっているらしい人ひとや、おたがいに正しょう体たいがわかっていて話はなしている人ひとたちもいるみたい。

　会かい場じょうをにぎやかにしているのは、おもに、そういう人ひとたちだ。

　そんなことを考かんがえていると、不ふ意いに会かい場じょう全ぜん体たいがザワッと揺ゆれた。

　まるで波なみのように、会かい場じょうの奥おくの壇だんがあるほうから静しずまっていき、数すう十じゅう秒びょう後ごにはすっかり、会かい場じょうは静しずまり返かえっていた。

　なにごと？

　すると、パッと壇だん上じょうの中ちゅう央おうにスポットライトが当あたった。

『みなさん、楽たのしんでいただけているでしょうか』

　この声こえって……！

　目めをこらすと、壇だん上じょうを優ゆう雅がな足あしどりで歩あるいてきて、スポットライトが当あたる中ちゅう央おうで、１人ひとりの男おとこが立たち止どまる。

　やっぱり……きてたんだ。

　その男おとこのことを、わたしは知しっていた。

　かがやくような金きん髪ぱつに、モデルのように整ととのった顔かお立だち。

　──ニック・アークライト。

　忘わすれようもない。タキオンの大だい幹かん部ぶが、マイクを持もって、にこやかな笑えみをうかべていた。
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　　　　16　重じゅう大だい発はっ表ぴょうって!?




　ニックの姿すがたに、わたしの心しん臓ぞうの音おとが速はやくなる。

　カオスキャッスルにタキオンの幹かん部ぶがいるだろうと、ケイに言いわれていたし、覚かく悟ごもしてた。

　だけど、こうも堂どう々どうとあのニックが目めの前まえに現あらわれると、さすがに冷れい静せいな気き分ぶんではいられない。

　招しょう待たい客きゃくの間あいだでも、ざわめきが起おきている。

　ニックのことを知しっているというより、タキオンの上じょう層そう部ぶの人にん間げんだと、わかったからだと思おもう。

　落おちつけ、わたし。ここで、あわてたってしょうがない。

　この人にん数ずうの中なかにいるんだもん、ニックからは、こっちはわからないはずだ。

　それに仮か面めんもつけてる。

　なにも、心しん配ぱいはないよね。

　ふうぅ……。

　気き持もちを落おちつけてから、あらためて、壇だん上じょうに目めを向むける。

　ニックが、手てぶりをまじえて、話はなしをしているものの、あまり内ない容ようが頭あたまに入はいってこない。

　それに、この気け配はい……！

　ニックに気きをとられて、気きづくのがおくれたけど、壇だん上じょうから少すこしはなれた場ば所しょに、わたしがよく知しってる気け配はいがある。

　気きを張はり巡めぐらせると、重おもく威い圧あつ感かんのある気け配はいが感かんじられる──ファルコンだ。

　たらり、と背せ中なかを冷ひや汗あせが流ながれる。

　こちらには気きづいてない。

　だけど、ここはタキオンの大だい拠きょ点てんの中なか。

　この会かい場じょう内ないに、ニックとファルコンという、相あい手てにしたくない人にん間げんが２人ふたりいるってこと。

　それに……もしも、奏かなでがニックたちにつかまっているとしたら……。

　今いますぐ飛とび出だして、奏かなでの無ぶ事じを問といただしたい。

　……でも、ダメ。そんなことをしたって、奏かなでは助たすけられない。

　────冷れい静せいに。

　ここまで、ケイの予よ測そくどおりに、作さく戦せんは進すすんでるんだから。

　わたしは、自じ分ぶんの心こころを落おちつかせて、さらに目め立だたないように、気け配はいを消けして壁かべ際ぎわに立たつ。

　まわりから見みたら、１人ひとりを好このんでいる女じょ性せい招しょう待たい客きゃくの１人ひとり、としか見みえないはず。

　わたしは、ニックの話はなしに耳みみをかたむける。

『──そして、みなさんが待まちかねているものがあることは、もちろんわかっています』

　ニックの言こと葉ばに、招しょう待たい客きゃくがざわめく。

　待まちかねているもの……。

　そういえば、招しょう待たい客きゃくが集あつめられたのは、タキオンが重じゅう大だいな発はっ表ぴょうをするっていう理り由ゆうだったっけ。

　そっちは、わたしはあんまり気きにしてなかったけど。

『そのビッグニュースについては──』

　ニックはそこまで言いうと、意い味みありげな笑えみをうかべて、言こと葉ばを句く切ぎる。

『──また時じ間かんをあらためて』

　はあぁ、と会かい場じょう中じゅうからため息いきがもれる。

　もったいぶるつもりらしい。

　でも、あとで重じゅう大だい発はっ表ぴょうがあるのは、まちがいないのかな。

　……いや！　そんな素す直なおに、ニックを信しんじるのはあぶないかも。

　まだニックが重じゅう大だい発はっ表ぴょうをエサに、招しょう待たい客きゃくを集あつめたっていう可か能のう性せいだってあるし。

　でも、会かい場じょうの招しょう待たい客きゃくの様よう子すでは、みんなそれを待まっているみたいだし、やっぱり気きになる。

　ニックは、優ゆう雅がに頭あたまを下さげて、壇だん上じょうをおりていった。

　会かい場じょうは、まだざわめいてる。

　わたしは、ざわめきに耳みみをすましながら、ふと、引ひっかかりをおぼえる。

　あれ……。

　そういえば、昨日きのうからここまで、招しょう待たい客きゃくたちの会かい話わの中なかで、「タキオン」って言こと葉ばをきいたことが、一いち度どもない気きがする。

　………………うん！

　思おもい出だしてみても、やっぱり、きいてない！

　全ぜん員いんが、なにも知しらないはずはない。絶ぜっ対たいに口くちにしないっていう暗あん黙もくの了りょう解かいがあるのかも。

　わたしは、ちらりと腕うで時ど計けいで時じ間かんを確かく認にんする。

　そろそろ、動うごく時じ間かんだ。

　……大だい丈じょう夫ぶ。わたしを監かん視しするような目めはない。

　招しょう待たい客きゃくはそれぞれ楽たのしんでいるし、黒くろ服ふくの男おとこたちも、全ぜん体たいをながめるようにしていて、わたしに視し線せんを向むけることはない。

　これなら動うごける。

　わたしは、自し然ぜんな動うごきで、手てにしていたお皿さらをテーブルにおき、そのまま会かい場じょうの出で入いり口ぐちに向むかう。

　人ひとの間あいだをぬうように進すすみ、わたしは出で入いり口ぐちにたどりつく。

　黒くろ服ふくの男おとこが１人ひとり立たっているけど、インカムでだれかと話はなしている。

　気きがそれてる、今いまがチャンス！

　わたしは、あせらずにゆったりと歩あるいて、出で入いり口ぐちのドアを開あける。

　黒くろ服ふくの男おとこも、ちらりとこちらを見みたぐらいで、すぐに視し線せんをもどしていた。

　これだけの招しょう待たい客きゃくがいれば、トイレに行いく人ひともけっこういるはずだもんね。

　パタン、とドアが静しずかにしまる。

　よし！　まずは、会かい場じょうからの抜ぬけ出だし成せい功こうっと。







　　　　17　悪あく夢むのようなコンビ




　ドレス姿すがたのわたしは、そのままゆったりした足あし取どりでトイレの方ほう向こうに歩あるいていく。

　ろう下かにも、もちろん黒くろ服ふくの男おとこたちが立たっている。

　わたしは長ながいろう下かを進すすみ、角かどを曲まがる。

　黒くろ服ふくの男おとこたちの警けい備びは、パーティー会かい場じょう前まえに集しゅう中ちゅうしていて、こっちのろう下かには、いない。

　給きゅう仕じするスタッフは、いそがしそうにすれちがうけど、わたしには注ちゅう目もくする余よ裕ゆうはなさそう。

　わたしは、トイレの前まえを通とおりすぎ、そのままろう下かを歩あるいていく。

　目もく的てき地ちは、ケイが前まえもって推すい測そくした、奏かなでがつかまっている可か能のう性せいがある部へ屋やの１つ。

　その次つぎに、奏かなでの祖そ父ふ母ぼの遺い品ひんである、ターゲットのある場ば所しょだ。

　今いまなら、パーティー会かい場じょうに黒くろ服ふくの男おとこたちの警けい備びが集あつまっていて、このカオスキャッスル自じ体たいの警けい備びは、手て薄うすになってるはずだからね。

　ろう下かの先さきの角かどを、黒くろ服ふくの男おとこが曲まがってくる。

　わたしは、とっさに大おおきな柱はしらの陰かげに、身みをかくす。

　ドレス姿すがただから、あやしまれないと思おもいたいけど、会かい場じょうから、けっこうはなれたから、いぶかしがられるかも。

　わたしは、息いきをひそめつつ、黒くろ服ふくの男おとこの動うごきを、気け配はいで感かんじとる。

　黒くろ服ふくの男おとこは、まっすぐにこちらに向むかってきてる。

　このままだと、はちあわせになっちゃう！

　ここはいっそ、堂どう々どうと出でていくべき？　でも……。

　昼ひる間まのことが頭あたまをよぎる。

　招しょう待たい客きゃくもまったく特とく別べつ扱あつかいしなかった黒くろ服ふくの男おとこたちだもん、引ひきとめられるかも。

　パーティーの間あいだに作さく戦せんを実じっ行こうしなきゃいけないのに、時じ間かんをとられるのは、さけたい。

　う──っ、こういうとき、ケイだったら、うまくナビしてくれるのに……！

　黒くろ服ふくの男おとこは１人ひとり。いざとなったら、瞬しゅん時じに気き絶ぜつさせて、どこかの部へ屋やにいてもらおう！

　　　タン、タン、タン……

　黒くろ服ふくの男おとこが近ちかづいてくる。

　よしっ、覚かく悟ごを決きめて………………あれっ？

　黒くろ服ふくの男おとこが、わたしがいる柱はしらから３メートルほど手て前まえで、ピタリと立たち止どまる。

「……ああ、わかった。そちらに向むかう」

　インカムにむかって答こたえたかと思おもうと、黒くろ服ふくの男おとこは、もと来きたろう下かをもどっていく。

　ろう下かの角かどを曲まがって、完かん全ぜんに黒くろ服ふくの男おとこの気け配はいが遠とおのいた。

　ふうぅ……。

　とりあえず、見みつからずにすんでよかったよ。

　ドレス姿すがたで、黒くろ服ふくの男おとこに飛とびかからなくてすんだし。

　こんなことならいつものレッドのユニフォームになっていればよかったと思おもっちゃったけど、

『可か能のうなかぎり、ドレス姿すがたのまま、行こう動どうしろ。レッドのユニフォームを見みれば、やつらは全ぜん力りょくで追おいかけてくる』

　って、ケイに言いわれてるからね。

　わたしはその状じょう況きょうを想そう像ぞうして、ぶるっと体からだを震ふるわせる。

　もう少すこし、このまま行いこう。

　わたしは、柱はしらの陰かげから出でて、また、ろう下かを歩あるき出だす。

　５分ふんほど歩あるいたけど、執しつ事じさんやメイドさんとすれちがうだけで、黒くろ服ふくの男おとことは、出でくわさない。

　目もく的てきの部へ屋やまで、もう少すこし。

　だからって、気きを抜ぬかないようにしないと………えっ!?

　　　ゾクゾクゾク！

　背せ筋すじに、強つよい寒さむ気けが走はしる。

　ろう下かのつきあたりの角かどの向むこうから、ものすごく強つよい気け配はいが近ちかづいてくる。

　この感かんじって、まさか！

　１人ひとりは、さっきまで会かい場じょうにいた、タキオンの幹かん部ぶファルコン。

　もう１人ひとりは、ＵＦパークで出で会あって、恭きょう也やと２人ふたりがかりで、やっとどうにかできた、タキオン幹かん部ぶで棍こん術じゅつ使つかいの、藤とう堂どう伊い織おり。

　悪あく夢むのようなコンビだ。ま、まずいっ！

　ろう下かの角かどを曲まがってきたら、あの２人ふたりなら、絶ぜっ対たいにわたしに気きづく。

　ドレス姿すがたでも、顔かおの半はん分ぶんを仮か面めんでかくしていても、関かん係けいない。

　そんなことぐらいじゃ、あの２人ふたりはごまかせない。

　ここまで気け配はいをなるべくおさえてきたから、まだ気きづかれてはいないはずだけど……。

　ここから、反はん対たいのろう下かまで、走はしってもどる？

　ダメ！　そこまで距きょ離りがありすぎて、わたしの足あしでも、２人ふたりが角かどを曲まがってくるほうが早はやい。

　だったら、このろう下かにある、どこかの部へ屋やにもぐりこむ？

　でも、このろう下かに面めんした部へ屋やの中なかにだれがいるか、わからない。

　入はいりこんだ部へ屋やに、黒くろ服ふくの男おとこがいたりしたら、逃にげ場ばがない。

　だから、完かん全ぜんに運うん任まかせになる。

　わたしは、ろう下かを見みまわす。ここから近ちかいドアは４つ。

　どれが正せい解かい？

　ううぅ……わかんないよ！　でも、もう迷まよってる余よ裕ゆうがない！

　じゃあ、この部へ屋や!!

　わたしは、左ひだり前まえの部へ屋やのドアに、手てをのばす。

　──と、そのとたん。

「こっちだ」

　その右みぎどなりのドアが、急きゅうに開あいたかと思おもうと、中なかから腕うでが出でてきて、ぐいっと引ひっぱられる。

　えっ!?

　不ふ意いをつかれて抵てい抗こうできずに、わたしは強つよい力ちからで部へ屋やに引ひきずりこまれた。







　　　　18　不ふ思し議ぎな少しょう年ねん




　て、敵てき!?

　突とつ然ぜんのことに混こん乱らんしながらも、攻こう撃げきにそなえる。

　くずされた体たい勢せいを立たて直なおすあいだに、

　　　がちゃり

　後うしろのドアが閉しまった。

「……[image: ]」

　視し線せんを、わたしの腕うでをにぎる手てに向むけ、そしてその手ての持もち主ぬしに走はしらせる。

「なんで、あなたが……」

　わたしは、目めを見み開ひらく。

　視し線せんの先さきには、かがやくような銀ぎん髪ぱつに、仮か面めんをしていてもわかる、整ととのった顔かお立だちの少しょう年ねんの姿すがたがある。

　まちがいない、昼ひる間まに、わたしを助たすけてくれた銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんだ。

「やあ、また会あったね」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんは、仮か面めんの下したの口くち元もとに、にこっと笑えみをうかべる。なんてのんきな……。

　　　ゾクッ

　そのとたん、背せ筋すじに寒さむ気けが走はしって、あわててドアのほうをふり返かえる。

　ファルコンと伊い織おりが、部へ屋やの近ちかくのろう下かまできてるっ！

　わたしは、気け配はいを完かん全ぜんに消けして、息いきをころす。

　どんどん、ファルコンと伊い織おりの気け配はいが近ちかづいてくる。

　部へ屋やの中なかで、身みじろぎもできない。

　つー、と冷ひや汗あせが、額ひたいからほおを流ながれ落おちる。


[image: ]



「ふむ……？　今いま、妙みょうな気け配はいを感かんじなかったかの？」

　ドアの外そとから、伊い織おりの声こえがきこえてくる。

　　　ぎくっ

「知しらんな」

　ファルコンが答こたえる。

「おまえさんは、少しょう々しょう大おおざっぱなところがあるな。その力ちからに絶ぜっ対たい的てき自じ信しんがあるからだろうが、それで二度ど、足あしをすくわれておるんじゃろうに」

「……次つぎはない」

「あったら困こまるんじゃ。おまえさんは、タキオンの個この武ぶ力りょくの象しょう徴ちょうだからな。負まければ組そ織しきの士し気きにかかわる」

「信しん用ようできないなら、今いまここでたしかめてみるか？」

　ファルコンが挑ちょう発はつ的てきに言いったかと思おもうと、急きゅう速そくに威い圧あつ感かんが増ます。

　ドア越ごしだっていうのに、肌はだにビリビリと威い圧あつを感かんじる。

　だけど、伊い織おりはその威い圧あつ感かんを受うけても、ひるむ様よう子すもなく、

「冗じょう談だんではないわ。それに、こんなところで幹かん部ぶ同どう士しが争あらそっては、ニックに嫌いや味みを言いわれるぞ」

　と軽かるく、受うけ流ながす。

「ふんっ」

　ファルコンは、不ふ満まんげな気け配はいながら、黙だまった。

　こんなところで２人ふたりの戦たたかいが始はじまったら、巻まきぞえを食くいそうだったから、よかったよ……。

「それよりも、気け配はいのことなんじゃが……まあよいか。それも一いっ興きょうよ」

　伊い織おりが、独ひとり言ごとのようにつぶやくのが、わずかにききとれる。

　そのまま、ファルコンと伊い織おりの気け配はいは、ドアの向むこう側がわから遠とおのいていく。

　完かん全ぜんに２人ふたりの気け配はいが感かんじられなくなるのを確かく認にんしてから、わたしはつめていた息いきをはく。

「はあぁ……とりあえず、ばれずにすんだみたい」

「どうやら、行いったみたいだね」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんが、のんびりとした調ちょう子しで言いう。

　こっちが、冷ひや汗あせかきながら、どうなるか見み守まもっていたのに、この少しょう年ねんは……。

「今いまのがだれか、あなた知しって…………ううん、なんでもない」

　思おもわず、ファルコンと伊い織おりのことを言いいかけたけど、わざわざ教おしえることもないか。

　それに、あの２人ふたりの実じつ力りょくに気きづいているなら、わたしみたいに、反はん応のうを見みせるはずだし。

　その様よう子すは、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんにはぜんぜんない。

　あらためて、わたしは部へ屋やを見みまわす。

　この部へ屋やは、どうやら空あいた客きゃく室しつの１つらしい。

　ベッドや調ちょう度ど品ひんなどが、わたしの客きゃく室しつと似にたつくりになっているけど、使つかわれてる様よう子すがない。

　わたしは、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんを見みる。

　仮か面めんをしていても、きれいだとわかる顔かお立だちに、目め立だつ銀ぎん髪ぱつ。

　この巨きょ大だいなカオスキャッスルで、これだけの人ひとがいる中なかで、二度ども、ぐうぜんに出で会あうなんてことが、あるんだろうか。

　でも、狙ねらってわたしの前まえに現あらわれるのも、無む理りだとは思おもうんだけど。

「……かくまってくれて、ありがとう。でも、どうしてここに？」

　わたしは、注ちゅう意い深ぶかく様よう子すをうかがうように、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんにきく。

「それは、こっちのセリフだけどね。こそこそ動うごき回まわっているのは、君きみのほうじゃないか。まあ、僕ぼくもパーティーを抜ぬけ出だしてきたし、似にたような立たち場ばだけれど」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんは、そう言いって肩かたをすくめる。

　そっか。

　言いわれてみれば、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんだって、わたしと同おなじ疑ぎ問もんを持もつよね。

　──この巨きょ大だいな場ば所しょで、二度どもぐうぜん出で会あった相あい手て。

　しかも、助たすけてもらってばかりだし。

「……とはいえ、あんなタキオンのえらい人ひととは、顔かおを合あわせないにこしたことはないっていうのは、僕ぼくも同おなじだけどね」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんは、苦にが笑わらいをして言いう。

　えっ、今いまの言こと葉ば……!?

　カオスキャッスルへの招しょう待たい客きゃくから、初はじめて「タキオン」っていう単たん語ごをきいたよ!?

　今いままで、だれからも聞きいたことがなかったのに！

　でも、言いってること自じ体たいは変へんではないかな。

　パーティーを抜ぬけ出だしてきたっていう話はなしだし、自じ分ぶんが逃にげるついでに、かくまってくれたってことなんだよね。

　そう考かんがえつつ、もう１つの問もん題だいを、わたしは思おもい出だす。

「それで、よかったら、もう手てをはなしてもらいたいんだけど？」

　わたしは、自じ分ぶんの右みぎ手て首くびをにぎっている、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんの手てを、ジロリと見みる。

「あっ、ごめん。つい、緊きん急きゅう事じ態たいだと思おもって」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんは、あわてたように、わたしの右みぎ手て首くびから、手てをはなす。

　ちょっと意い外がい。だって、なにか狙ねらいがあるのかと思おもってたし。

　それくらい、しっかりとにぎっていたから。

　わたしでも、簡かん単たんにはひきはがせないぐらいに。

　体からだをきたえている、と前まえに考かんがえたのは、まちがっていなかったみたい。

　このタイミングで再さい会かいしたことといい、やっぱり、この少しょう年ねんは、どこかあやしい。

　こういうとき、ケイだったら、うまく判はん断だんしてくれるのにって、もどかしくなる。

　今いままで、こういうときの判はん断だんを、ケイにぜんぶ頼たよりきりだったんだな、ってあらためて思おもうよ。

　わたしは、とりあえずこれ以い上じょうの銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんとのかかわりはさけようと、ドアに向むかう。

「あらためて、助たすけてくれてありがとう。それじゃあ」

「待まって！　少すこしここで僕ぼくと話はなしをしていかないか？」

　わたしは、顔かおだけふり返かえり、

「いそいでいるんだけど？」

　少すこし不ふ機き嫌げんをよそおって、答こたえる。

「それなら、なおさらだね。あと10分ぷんほど、待まったほうがいい。そうすれば、このろう下かの人ひと通どおりも、少すくなくなる」

　なんで、そんなことがわかるの？

　その言いい切きり方かたに、面めん食くらいつつも、不ふ思し議ぎと妙みょうな説せっ得とく力りょくを感かんじてしまう。

　でも、さっきまでろう下かには、ほとんど人ひと通どおりはなかったよね。

　ただのウソ？　はったり？

　……って、あれ？

　ドア越ごしに、ろう下かを歩あるいてくる、人ひとの気け配はいを感かんじる。

　今こん度どは、ふつうの気け配はい。メイドさんが２人ふたりと、執しつ事じさんが１人ひとりだ。

　角かどを曲まがった向むこう側がわからも、黒くろ服ふくの男おとこが１人ひとり、向むかってくる。

　さっきまでは、全ぜん然ぜん人ひと通どおりがなかったのに、どうして……？

　わたしは、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんを見みる。

　──ほらね？　という顔かおをしてる。

　どうやら、ここで足あし止どめを食くらってしまったのは、事じ実じつみたい。

　10分ぷんのおくれなら、まだ計けい画かくがくるうような時じ間かんじゃない。

　10分ぷんたっても、人ひと通どおりが変かわらなかったら、またべつの方ほう法ほうを考かんがえればいいし。

　それに、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんが言いい切きるなら、信しんじてみてもいいかも、となんとなく思おもってしまう。

　そういう不ふ思し議ぎな、雰ふん囲い気きと説せっ得とく力りょくを、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんの言こと葉ばに感かんじるんだよね。

　なにより、この人ひとのことが気きにならないといったら、ウソ。

　ここで話はなしができるなら、どんな人ひとなのか、わかるかもしれないし。

　うん、それでいこう！

「わかった。話はなしに付つき合あうわ」

　わたしは、お嬢じょう様さまらしさをよそおいつつ、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんに向むき合あう。

「そうこなくっちゃ」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんの、無む邪じゃ気きな笑えみは、やっぱり悪あく人にんには見みえないよね。

　わたしは、心こころの中なかでそう考かんがえつつも、ケイならどう判はん断だんしただろう？　とそのことだけが、気きになった。







　　　　19　自じ分ぶんらしく




　わたしはベッドに腰こしかけ、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんは、イスを出だして、ベッドと向むかい合あうようにすわる。

　本ほん当とうはベッドにすわると、ドレスにしわがよってしまうんだけど、今いまさら気きにしない。

　どうせ、パーティーにもどる予よ定ていもないしね。

「それで、なにを話はなすのかしら？」

　すると、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんは、おどろいたように、目めを見み開ひらいてわたしを見みてくる。

「どうしたの？」

　も、もしかして、お嬢じょう様さまらしからぬことを、いつのまにかしてた!?

　そんなおぼえは全ぜん然ぜんないけど、そもそもお嬢じょう様さまじゃないから、細こまかい「やってはいけないこと」なんて、知しらないし……。

「──いや。話はなしたいとは言いったけど、そっちから話はなしをふられるとは、思おもわなくってね」

　な、な～んだ。そんなことか。

　わたしは表ひょう情じょうに出ださないように気きをつけつつ、心こころの中なかでほっと息いきをつく。

「なんでもいいわ。助たすけてもらったのだから」

「それはうれしいね。それじゃあ、君きみについてききたい……と言いいたいところだけど、会あって間まもない女じょ性せいに、それは失しつ礼れいだね。かわりに、僕ぼくの悩なやみ相そう談だんをきいてもらうのは、どうだろう？」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんは、楽たのし気げに語かたりかけてくる。

　でも、悩なやみ相そう談だんって……。

「それこそ、会あって間まもない相あい手てに、することじゃない気きがするけれど」

「そういう相あい手てだからこそ、話はなせることだってあるだろう」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんは、説せっ得とくするかのように、力ちから強づよく言いってくる。

「ま、まあ、そうかもね」

　意い外がいと、押おしが強つよいところがあるらしい。

　それに、不ふ思し議ぎと耳みみをかたむけさせられてしまう、雰ふん囲い気きがある。

　話わ術じゅつとか、技ぎ術じゅつっていうより、持もって生うまれた性せい質しつみたいな感かんじがする。

　だけど、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんのペースに、乗のりすぎないように注ちゅう意いしないと。

　そう思おもっていると、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんの表ひょう情じょうが、不ふ意いに真面目まじめなものになる。

「じつは、最さい近きん僕ぼくは、ある大おおきな責せき任にんをともなう仕し事ごとを、継つぐことになってね。その重じゅう大だいさにどう向むき合あっていいか、わからなくなることがあるんだ」

　大おおきな責せき任にんを、ともなう仕し事ごとを継ついだ……。

　会かい社しゃの社しゃ長ちょうとかかな？

　でも、それにしては若わかすぎる気きがする。

　仮か面めんをつけてるから、はっきりとはわからないけど、わたしより、少すこし年とし上うえなぐらいだろうし。

　でも、ないとは言いい切きれない。それに……。

「それは……わかるかも」

　わたしは、慎しん重ちょうに言こと葉ばを選えらんで答こたえる。

「大おおきな責せき任にんを継つぐ」っていうシチュエーションは、わたしも身みに覚おぼえがある。

　ケイと２人ふたりで、お父とうさんたちが築きずきあげてきた、「怪かい盗とうレッド」の名な前まえと仕し事ごとを引ひき継ついだ。

　継ついですぐのころは、まだよくわからなかったし、目めの前まえのことでいっぱいいっぱいだったけど、最さい近きん思おもうんだよね。

　お父とうさんたちが──初しょ代だい・怪かい盗とうレッドが、どれだけすごかったかって。

「わかってくれるかい！」

　わたしのそんな考かんがえを、察さっしたわけじゃないだろうけど、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんは、イスから飛とびあがるように、うれしそうに言いう。

「え、ええ。わたしも似にたような立たち場ばだから……」

　わたしは、つい口くちにする。

　……これぐらいは、大だい丈じょう夫ぶだよね。

　お嬢じょう様さまなら、責せき任にんあることを継つぐことも、あるだろうし。

「君きみもそうなんだ。いや、くわしいことはきかないから、安あん心しんして。そうだね……僕ぼくについていえば、先せん代だいが、とても偉い大だいな人ひとだったんだ。多おおくの人ひとをまとめあげ、威い厳げんのある姿すがたを、まわりに示しめし続つづけてきた。能のう力りょくがある人ひとも、癖くせの強つよい人ひとも、だれもがついていきたくなるような……。そうだな、カリスマっていうのかな。そういうものが、ある人ひとだったんだ」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんは、あこがれの存そん在ざいについて語かたるように、誇ほこらしげに話はなす。

　こんなふうに話はなしていると、ふつうの少しょう年ねんって感かんじなんだよなぁ。

　今いまの話はなしだと、やっぱり会かい社しゃの社しゃ長ちょうってところなのかも。

　もし、最さい近きん社しゃ長ちょうになったばかりなら、タキオンの正しょう体たいについても知しらない可か能のう性せいがある。

　前まえの社しゃ長ちょうがかかわりがあって、この少しょう年ねんはよく知しらないまま、招しょう待たいされてやってきた、とか。

　そうだとしたら……。

「あっ、ごめん。ちょっと興こう奮ふんしすぎたね。……僕ぼくは、先せん代だいに追おいつこうと思おもうほど、その背せ中なかが遠とおくなるような気きがして。パーティーっていう気き分ぶんでもなくなって、抜ぬけ出だして息いきを抜ぬいていたというわけさ。ひどい跡あと継つぎだろう？」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんは、自じ分ぶんにあきれたように笑わらう。

　だけど……。

「……べつに、いいんじゃないかな」

　気きづいたら、ふと口くちをついて出でていた。

「え？」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんは、おどろいたような顔かおで、わたしを見みる。

「あなたはあなたなんだから。あなたらしく、責せき任にんを果はたすことを、考かんがえたほうがいいよ。……事じ情じょうもわからずに、アドバイスなんかしちゃいけないかもしれないけど……」

　うぅ……しまった！

　こんなこと言いうつもりじゃなかったのに……。

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんの話はなしをきいてたら、つい言いいたくなっちゃって……。

　なんでだろう。どこか、少しょう年ねんの言こと葉ばに共きょう感かんする部ぶ分ぶんがあったからかな。

　──偉い大だいな先せん代だい。

　それは、わたしたちだってそうだ。

　初しょ代だい怪かい盗とうレッドのお父とうさんたちの背せ中なかは、まだまだ遠とおいのはわかってる。

　でも、お父とうさんたちみたいになるとか、追おいつくとか、そういうことよりも、わたしとケイらしい怪かい盗とうレッドに、なればいいんじゃないかって。

　それが一いち人にん前まえの怪かい盗とうレッドになる、っていうことかもしれない。

　そんなふうに、今いまのわたしは思おもっているから。

「そうか……うん！　そうかもしれないね」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんが、何なん度どか大おおきくうなずいてる。

　少すこしでも前まえ向むきな気き持もちになってくれたなら、助たすけてもらったお礼れいにはなったかな。

「あっ。でも……ビジネス相あい手てを選えらぶのは、慎しん重ちょうにしたほうがいいと思おもうけど」

　わたしは、おせっかいついでに、言いっておく。

　タキオンのこととは、この場ばではさすがに言いえないのが、もどかしい。

「ああ、そうするよ。……そろそろ10分ぷんだね。僕ぼくも部へ屋やを出でることにするよ」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんが、腕うで時ど計けいを見みて言いう。

　その表ひょう情じょうは、最さい初しょに出で会あったときと同おなじような、不ふ思し議ぎな雰ふん囲い気きのあるものに、もどっていた。

　たしかに、いつの間まにか10分ぷんたっていた。

　長ながい気きがしていたけど、話はなしていたらあっという間まだったな。

　ペースに飲のまれないようにと思おもったのに、結けっ局きょく、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんのペースで話はなしをしていた気きがする。

　でも、それも、悪あく意いがあるわけじゃなさそうだし、まあいいか。

　ドアに近ちかづいて、ろう下かの気け配はいを探さぐると、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんの言いうとおり、人ひとの気け配はいはない。

　一いち番ばん近ちかい気け配はいでも、かなり遠とおくて、これなら、目もく的てきの部へ屋やまで行いけそうだよ。

　問もん題だいは、なんでこの時じ間かん、廊ろう下かのひと気けがなくなることを、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんが知しっていたかだけど……きっと、きいても答こたえずに、はぐらかされそう。

　ドアを開あけて、ろう下かに出でると、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんも、続つづいてろう下かに出でてきた。

「僕ぼくはこっちだ」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんとわたしは、ろう下かの真ま逆ぎゃくを指ゆびさす。

　ここで別わかれるのは、わたしとしても都つ合ごうがいい。一いっ緒しょにいたら巻まきこんじゃうかもしれないし。

「……最さい後ごに１つ、アドバイス」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんが、右みぎ手ての人ひと差さし指ゆびを立たてる。

「君きみの目もく的てき地ちは正ただしいよ。探さがし物ものの１つは、そこにある。……それじゃあね」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんは、言いうだけ言いうと、わたしに背せを向むけて歩あるき出だす。

「正ただしいって……探さがし物ものって、どういう……」

　今いまのってどういう意い味み？

　なにか知しってるの？　まさか、わたしの目もく的てきも？

　ううん！　そんなはずない。

　どっちにしても、さっきまで、悩なやみを打うち明あけていた少しょう年ねんと、同どう一いつ人じん物ぶつとは思おもえない。

　どっちが本ほん物ものの銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんなのか、それとも両りょう方ほう？

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんを追おいかけるべきかと思おもったけど、気きを取とり直なおして、やめる。

　目もく的てきの優ゆう先せん順じゅん位いを、まちがったらダメだよね。

　せっかくのチャンスなんだから、今いまは目もく的てきの部へ屋やを目め指ざさなきゃ！

　わたしは、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんに背せを向むけて、ろう下かを小こ走ばしりに目もく的てき地ちに向むかった。







　　　　20　第だい１ミッション、クリア！




　そこから目もく的てきの部へ屋やまでは、拍ひょう子し抜ぬけするぐらいに、あっさりとたどりついた。

　黒くろ服ふくの男おとこたちはもちろん、執しつ事じさんやメイドさんたちとも、ほとんどすれちがわなかった。

　どうやら、こっちのほうには人ひとを配はい置ちしてないみたい。

　わたしは、ドレスをぬいで、レッドのユニフォームになっている。

　といっても、ドレスの下したにレッドのユニフォームを着きこんであったんだけどね。

　ここまできたら、あとは作さく戦せんに集しゅう中ちゅうするために動うごきやすいほうがいいから、途と中ちゅうの部へ屋やで、着き替がえたんだ。

　本ほん当とうなら、ドレスって、ぬぐのも大たい変へんなんだけど、美み華か子こさんにつくってもらったドレスは特とく注ちゅう品ひんで、簡かん単たんにぬげるようになってた。

　ぬいだドレスは、着き替がえに使つかったメイドさんの更こう衣い室しつの、つかっていなそうなロッカーに、入いれてきた。

　これも、ケイが事じ前ぜんに調しらべて、指し示じしてくれた。

　あそこなら、ばれるまで時じ間かんはかかるはず。

　あとでもう一いち度ど、使つかう予よ定ていだから、できることなら、ばれないでもらいたいけどね。

　わたしは、まわりに視し線せんを向むける。

　だれもいないし、くる様よう子すもない。

　目めの前まえには、目もく的てき地ちの部へ屋やのドアがある。

　わたしはドアに近ちかづき、部へ屋やの中なかの気け配はいを、注ちゅう意い深ぶかくさぐる。

　わずかだけど、気け配はいが１つある。

　それが奏かなでかどうかをたしかめるには、入はいってみるしかない。

　わたしは、ドアノブをまわすと、警けい戒かいしながら押おし開あける。

　鍵かぎはかかっていなくて、抵てい抗こうなくドアが開あく。

　すべりこむように、ドアの内うち側がわに入はいり、後うしろ手でにドアを閉しめる。

　それから、まわりを見みまわす。

　客きゃく室しつ……？

　部へ屋やの中なかの様よう子すをうかがうと、そこはきれいに整ととのえられた、客きゃく室しつみたいに見みえる。

　だけど、わたしがつかっている客きゃく室しつとは、ちがうところも多おおい。

　まず広ひろさが、ここのほうが狭せまい。

　テーブルなどの調ちょう度ど品ひんも、わたしの部へ屋やより使つかい古ふるした感かんじがする。

　この感かんじだと、外そとからきたお客きゃくさんが泊とまる部へ屋やじゃなくて、メイドさんや執しつ事じさんが、泊とまる部へ屋やなのかも。

　わたしは部へ屋やの窓まど側がわにある、ベッドのほうに目めを向むける。

　ベッドは、だいたい人ひとくらいの形かたちに布ふ団とんが盛もり上あがっている。

　寝ねている人ひとの顔かおは、ここからだと角かく度ど的てきに見みえない。

　ワナ、という可か能のう性せいもある。

　わたしは、足あし音おとを忍しのばせて、ベッドに近ちかづいていく。

　そこに横よこたわっていたのは……。

「……っ！」

　奏かなでだった。

　思おもわず声こえを上あげそうになるのを、なんとかこらえる。

　奏かなではベッドに横よこたわって、布ふ団とんをかけられてる。

　まさか……！
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　嫌いやな予よ感かんがよぎり、落おちつけ落おちつけ、と心こころの中なかでとなえつつ、奏かなでの口くちのそばに手てをだす。

　わたしの手てに、奏かなでの口くちから、規き則そく正ただしく息いきがふきかけられる。

　大だい丈じょう夫ぶ……呼こ吸きゅうはある。

　次つぎにわたしは、布ふ団とんの横よこから、奏かなでの腕うでをとって、脈みゃくを確かく認にんする。

　大だい丈じょう夫ぶ。ちゃんと、正せい常じょうに脈みゃくをうってる。

　布ふ団とんをはいでみたけど、大おおきなケガをしてる様よう子すもない。

　どうやら、眠ねむっているだけらしい。よかったぁ……。

　わたしは、奏かなでの手てをギュッとにぎり、ほっと息いきをつく。

　もしタキオンにつかまっていたら、なにかひどいことをされているかも、とずっと心しん配ぱいだった。

　この場ば所しょから、移い動どうさせられてる可か能のう性せいだってあった。

　でも、そうじゃなかった。

　なら、あとは連つれて帰かえるだけ。

　そう思おもったけれど、あれ？　とわたしはいぶかしく思おもう。

　腕うでをさわったり、布ふ団とんをはいだりしているのに、ぜんぜん奏かなでが目めを覚さます様よう子すがない。

「奏かなで、起おきて」

　嫌いやな予よ感かんを覚おぼえつつ、わたしはおさえ気ぎ味みの大おおきさで、声こえをかける。

　反はん応のうがない。今こん度どは、肩かたを軽かるくゆさぶってみる。

「う、ううぅ……」

　奏かなでがうめき声ごえを上あげて、顔かおをしかめる。

「奏かなで」

「……だ……れ……？」

　奏かなでがうすく目めを開あけ、ぼんやりとした声こえで言いう。

　どうも様よう子すがおかしい。

　奏かなでは、こんなに寝ね起おきが悪わるくない。

　１、２年ねん生せいで学がっ校こうに泊とまったときで、知しってる。

「怪かい盗とうレッドよ。助たすけにきたの」

　わたしは声こわ色いろを変かえて、奏かなでの耳みみ元もとで言いう。

「かいとう……レッ……ド。……えっ、レッド!?」

　奏かなでがおどろいたような顔かおをして、あわてて体からだを起おこそうとする。

「いつっ……」

　だけど、奏かなでは体からだを起おこすと、頭あたまをかかえるようにして、顔かおをゆがめる。

「どうしたの？　頭あたまが痛いたい？」

「はい……たぶん……薬くすりで眠ねむらされていたんだと思おもいます。それが……急きゅうに起おきたから……」

　奏かなでは、まだ意い識しきがはっきりしないらしく、話はなし方かたもおぼつかない。

　睡すい眠みん薬やくとかの効こう果かが、抜ぬけてないってことみたい。

　そうとわかれば、方ほう法ほうもある。

「ちょっと、痛いたいかもしれないけど、ごめんね」

　わたしは、ベッドの上うえで上じょう半はん身しんを起おこした奏かなでの、背せ中なかのほうにまわる。

　両りょう手てを、奏かなでの背せ中なかにあてる。

「はっ！」

　背せ中なかに、活かつを入いれると、びくん、と奏かなでの全ぜん身しんがふるえた。

「っつ!?」

　いろんな武ぶ術じゅつで教おしえられている、気きを失うしなったときの対たい処しょ法ほうなんだよね。

　薬くすりが抜ぬけるような効こう果かはないけど、自じ力りきで目め覚ざめられたぐらいの効きき目めなら、これで頭あたまがはっきりするはず。

　顔かおをしかめつつも、奏かなでのぼんやりしていた目めつきが、いつもどおりにもどってくる。

「動うごける？　痛いたいところはない？」

「たぶん……」

　奏かなでは、ベッドから足あしをおろし、立たち上あがる。

　一いっ瞬しゅん、ふらっとしたけれど、すぐに体たい勢せいを立たて直なおし、しっかりと両りょう足あしで立たつ。

　それから、その場ばで軽かるくジャンプしてみたり、手て足あしを動うごかしたりしてる。

「大だい丈じょう夫ぶみたいです」

「よかった」

　すぐに本ほん調ちょう子しとは、いかないだろうけど、動うごけるというだけで、このあとの行こう動どうが、だいぶしやすくなる。

　奏かなでが、わたしを見みて首くびをかしげた。

「でも、どうしてレッドがここに……？　誰だれにも知しらせずにきたし、レッドへのメールにも何なにも書かかなかったのに……」

　頭あたまが冴さえてきたのか、目めの前まえにいるわたしのことが、やっと疑ぎ問もんに感かんじられたらしい。

「まったく。だれが相あい手てだと思おもってるの。怪かい盗とうレッドを相あい手てに、簡かん単たんに逃にげられるなんて、思おもわないように」

　わたしは冗じょう談だんめかして、奏かなでの額ひたいに軽かるくデコピンする。

「いたっ……そうですね……あなたは怪かい盗とうレッドですもんね……」

　奏かなでは、額ひたいを両りょう手てでおさえつつ、泣なきそうな顔かおでつぶやく。

　だけど、泣ないている場ば合あいじゃないとわかっているのか、涙なみだを必ひっ死しでこらえてるみたい。

「……今こん回かいは危き険けんすぎるから……わたし、１人ひとりで決けっ着ちゃくをつけようと思おもったんです。でも、結けっ局きょくレッドを巻まきこんじゃいましたね……。しかも、こんなあぶないところに」

　……そっか。

　奏かなではタキオンの大だい拠きょ点てんに忍しのびこむという危き険けんを、レッドにさせたくないと思おもって、１人ひとりできたんだ。

　本ほん当とうにもう……１人ひとりで突つっ走ぱしりすぎるのは、兄あにゆずりなんじゃないかと思おもうよ。

　そういうときこそ、人ひとを頼たよればいいのに。

「ここにあるターゲットについては、こっちでも、もう調しらべていたの。それで、あなたの足あし取どりも、すぐにわかったの。だから、奏かなでが気きにする必ひつ要ようはないよ。いずれはきていたんだから」

「それでも、わざわざ危き険けんをおかして助たすけにきてくれるなんて……ありがとうございます！」

　奏かなでは、深ふかく頭あたまを下さげる。律りち儀ぎなところも、響ひびきに似にてるよね。

「それを言いうのは、まだ早はやいわ。第だい１ミッションクリアってところだもの。ここからは、第だい２ミッションよ」

「第だい２ミッション？」

　奏かなでが、きょとんとした顔かおをしている。

「決きまってるでしょ。……あなたは、本ほん来らい、なんのために、ここにきたの？」

「それは……おじいちゃんとおばあちゃんとの、思おもい出での絵かい画がを取とり返かえすため、です」

　奏かなでは、少すこしためらいつつも、はっきりと答こたえる。

「そう。今いまから、それを取とり返かえしにいくわ。怪かい盗とうレッドがきたんだもの」

　奏かなでの表ひょう情じょうが、助たすけ出だしてから、初はじめての笑えみに変かわっていく。

「……はいっ！」

　ケイが事じ前ぜんに予よ測そくしていた、奏かなでがつかまっている部へ屋やの候こう補ほ地ちは、あと３か所しょあった。

　だから、わたしが１か所しょめで見みつけられたのは、運うんがいい。時じ間かん的てきな余よ裕ゆうもできた。

　これなら第だい２ミッションにとりかかるのも、無む理りじゃない。

　ただ……。

　わたしは、ちらりと銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんの言こと葉ばを、思おもい出だす。

　まるで、奏かなでがこの部へ屋やにいるのが、わかっていたかのようだった。

　そして、実じっ際さいに奏かなでがいた。ってことは……あの銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんは、いったい……。

　……ううん！　今いまは、ほかに気きをとられていられない。

　ここはタキオンの大だい拠きょ点てん、カオスキャッスル。

　ニックも、ファルコンも、伊い織おりもいる。

　ゼスだって、このカオスキャッスルの通つう信しん妨ぼう害がいをしている。

　ここからは、あいつらをかいくぐって、全ぜん力りょくでミッションをやりとげる。

　ここまではケイの計けい画かく通どおり。

　通つう信しんができなくたって、ケイの計けい画かくが、わたしと奏かなでを守まもってくれてるんだ。

　大だい丈じょう夫ぶ！　行いこう！







　　　　21　第だい２ミッションは力ちからを合あわせて




　部へ屋やの外そとに、人ひとの気け配はいがないのを確かく認にんしてから、わたしと奏かなでは、ろう下かに出でる。

　次つぎの目もく的てき地ちは、奏かなでの祖そ父ふ母ぼの美び術じゅつ品ひんがある場ば所しょ。

　ケイが事じ前ぜんに調しらべた候こう補ほ地ちは、これも３つ。

　なるべく安あん全ぜんに移い動どうしたいところだよね。

　そこでわたしは、さっきドレスをぬいだ部へ屋やまでもどってきた。

　そこで、わたしはもう一いち度どドレスに、奏かなではメイドの制せい服ふくに、それぞれ着き替がえる。

　メイド服ふくは予よ備びがあったから、ちょうどよかったよ。

　わたしもメイド服ふくに着き替がえてもよかったんだけど、それだと仮か面めんを外はずさなきゃいけない。

　奏かなでに正しょう体たいがばれると困こまるからね。だから仮か面めんをつけていられるドレス姿すがたにしたんだ。

　さすがに、素す顔がおをさらしたら、いくらメイクしてても、わたしがアスカだってばれるだろうし。

「行いけます！」

　奏かなでが着き替がえを終おえて、気き合あいの入はいった声こえで言いう。

　祖そ父ふ母ぼの美び術じゅつ品ひんが取とり返かえせるときいて、いつもの調ちょう子しがもどってきたみたいね。

　これなら、もう心しん配ぱいはいらなそうかな。

　わたしと奏かなでは、更こう衣い室しつを出でると、ろう下かを歩あるき出だす。

　少すこしでもいそぎたいところだけど、メイドを連つれているお嬢じょう様さまらしく、ゆったりした足あし取どりで、ろう下かを進すすむ。

　ろう下かのむこう側がわから、執しつ事じさんとメイドさんが歩あるいてくる。

　だけど、わたしたちを、ちらりと見みただけで、いぶかしい目めも向むけてこない。

「ぜんぜん、ばれないものなんだぁ」

「堂どう々どうとしてるのがポイント。こそこそすると、かえってあやしまれるから」

　……まあ、こういうときの動うごき方かたも、ケイに教おしえてもらったものなんだけどね。

　あやしまれることなく、最さい初しょのターゲットの在あり処かの候こう補ほ地ちにたどりつく。

　部へ屋やの中なかに、人ひとの気け配はいがないのを確かく認にんしてから、ドアを開あける。

「うわぁ……」

　後うしろから、奏かなでのおどろく声こえがきこえる。

　かまわずに、わたしは部へ屋やの中なかまで入はいる。

「これって……ツボ？」

　わたしも、部へ屋やを見みまわして、けげんな声こえを上あげる。

　だって、部へ屋やの中なかにあるのは、ずらりとならんだツボや器うつわのようなもの。

　陶とう器きっていうの？　土つちの焼やき物ものだよね。

　しかも、数かずがすごい。

　部へ屋やの中なかに、テーブルがならび、その上うえに30個こくらいの陶とう器きがならんでいる。

「すごいですね……これ、どれも数すう百ひゃく万まん円えんはするようなものばかりですよ」

　奏かなでが、陶とう器きを見みながら、びっくりした顔かおをしてる。

　……奏かなではわかるんだ。

　まあ、祖そ父ふ母ぼの美び術じゅつ品ひんを見みてきたんだし、それも当とう然ぜんかな。

「それで奏かなで。ここにターゲットはある？」

　奏かなでは、もう一いち度ど部へ屋やを見み渡わたしてから、申もうしわけなさそうに、首くびを横よこにふる。

「……ないです」

　今こん回かいは、１発ぱつでヒット！　ってわけにはいかなかったね。

　でも、それもしかたがない！

「じゃあ、次つぎに行いこう！」

　わたしは、明あかるく言いって、奏かなでの背せ中なかを軽かるくたたく。

　ターゲットの在あり処かの候こう補ほ地ちは、あと２か所しょ。

　まだ余よ裕ゆうがあるけど、時じ間かんがかかりすぎると、パーティーが終おわって、警けい備びがまた増ふえる。

　その前まえに、なんとかターゲットを見みつけ出ださないと。

　わたしと奏かなでは、自し然ぜんと歩あるく速そく度どが速はやくなる。

　そうして、次つぎの部へ屋やに向むかう途と中ちゅう。

　不ふ意いに、ろう下かの途と中ちゅうのドアを開あけて、黒くろ服ふくの男おとこが姿すがたを見みせる。

　くっ！　タイミングの悪わるい！

　部へ屋やの中なかにいたから、気け配はいに気きづくのが、一いっ瞬しゅんおくれた。

　黒くろ服ふくの男おとこは、もうわたしと奏かなでのことが目めに入はいってる。

　今いまからかくれたら、逆ぎゃくにあやしまれるか……。

　奏かなでがちらっと、不ふ安あんそうな視し線せんを、わたしに送おくってくる。

　その奏かなでに、わたしは安あん心しんさせるために、ほほえんでみせる。

　今いままでどおりに、堂どう々どうと素す通どおりするしかない。

　このままいけば、あと５メートルですれちがう。

　あと３メートル。

「……ちょっと待まて。招しょう待たい客きゃくが、どうしてこのような場ば所しょにいる？　パーティーはまだ続つづいているはずだが」

　黒くろ服ふくの男おとこは、いぶかしげな目めを、わたしに向むけてくる。

　メイド姿すがたの奏かなでのことは、気きにとめていないみたい。

「パーティーで人ひと疲づかれをしてしまったから、少すこし休やすませてもらっていたの。そうしたら、道みちに迷まよってしまって、彼かの女じょに案あん内ないを頼たのんで、パーティー会かい場じょうにもどるところよ」

　わたしは落おち着ついて、黒くろ服ふくの男おとこに答こたえる。

　こういうときのための、回かい答とうパターンも、ケイにたたきこまれてきたんだから！

　ただ、問もん題だいは打うち合あわせをしていない奏かなでが、このアドリブにあわせられるかどうか……！

「なるほど。そういうことか。……おまえ」

　黒くろ服ふくの男おとこが、つづけて奏かなでによびかける。

「は、はいっ！」

　奏かなでの表ひょう情じょうがこわばって、ガチガチな様よう子すで返へん事じをする。

「招しょう待たい客きゃくの方かたは、おまえたちより大だい事じな人にん間げんだ。きちんと案あん内ないするようにな」

「わかりました！」

　奏かなでが言いって、いきおいよく深ふか々ぶかと頭あたまを下さげる。

　奏かなでの緊きん張ちょうは、上じょう司しである黒くろ服ふくの男おとこに話はなしかけられたせいに見みえる。

　違い和わ感かんがない。これなら……。

　黒くろ服ふくの男おとこは満まん足ぞくしたのか、わたしと奏かなでをおいて、ろう下かを歩あるいて去さっていく。

　ふうぅ……。なんとかなったよ。

「大だい丈じょう夫ぶ？　急きゅうにアドリブをふって、悪わるかったわ」

　わたしは、だいぶ緊きん張ちょうしていた様よう子すの奏かなでに、声こえをかける。

「いえ、問もん題だいないです。先さきを急いそぎましょう！」

　奏かなでは、けろっとしている。

　……あれ？　さっき、黒くろ服ふくの男おとこにおびえていたんじゃ……。

「もしかして……さっきのは、演えん技ぎ？」

「え？　そうですけど？」

　奏かなでは、当あたり前まえのように答こたえる。

　……あ～そうだよね。奏かなでって、それぐらいはできる後こう輩はいだったよ。

　元げん気きで、勇ゆう気きがあって、無む茶ちゃもしちゃう。

　わたしが、奏かなでを守まもらなきゃって思おもってたけど、これなら頼たよりにすることもできそう。

「どうしたんですか。急きゅうに笑わらったりして」

「ううん。奏かなでが頼たよりになるなって、思おもっただけ」

「そうですか？　怪かい盗とうレッドにそう言いわれるのは、光こう栄えいです！」

　奏かなでは、うれしそうに笑え顔がおを見みせる。

　そんな場ば合あいじゃないと気きづいたのか、すぐに真面目まじめな顔かおにもどったけど。

「次つぎの部へ屋やは、もうすぐだから、行いこう」

　３分ぷんほど歩あるくと、ケイがしめした、ターゲットの在あり処かの候こう補ほ地ちの部へ屋やが、見みえてくる。

　だけど、同どう時じに見みえたものを確かく認にんして、わたしは足あしを止とめた。奏かなでも止とまる。

　指ゆびで、ろう下かの先さきをしめすと、奏かなでがちらりと見みて、あわてたように首くびを引ひっこめて、後うしろに下さがる。

　ターゲットの部へ屋やの前まえを、黒くろ服ふくの男おとこがうろついている。

　あれは警けい備び……？

　１人ひとりぐらいなら、すぐに気き絶ぜつさせられるけど、そうしたら気き絶ぜつした男おとこを、かくさなくちゃいけなくなる。

　今こん回かいの潜せん入にゅうでは、そういうことはギリギリまでやらないっていうのが、ケイの方ほう針しんだしね。

　まだ、派は手でに動うごくには早はやい。

　ここにターゲットがあるって、決きまったわけじゃないし。

「……どうするんですか？」

　声こえをひそめてきいてくる奏かなでに、わたしは笑え顔がおで答こたえる。

「こうするの」

　わたしは、すたすたと黒くろ服ふくの男おとこに、近ちかづいていく。

　奏かなでも、あわてたように後うしろからついてくる。

　黒くろ服ふくの男おとこが、わたしと奏かなでに気きづいて、こちらを向むく。

「ここで、なにをしているんだ？　招しょう待たい客きゃくが立たち入いれる場ば所しょでは、ないはずだ」

　黒くろ服ふくの男おとこが、けわしい顔かおできいてくる。

「あら。伝でん言ごんを頼たのまれたのよ」

　わたしは、意い識しきして口く調ちょうを変かえる。

「招しょう待たい客きゃくのあなたがか？」

　黒くろ服ふくの男おとこは、今こん度どはけげんな目めを向むけてくる。

「わたしじゃなくて、後うしろの彼かの女じょがよ」

　わたしはそう言いって、メイド姿すがたの奏かなでをしめす。

「彼かの女じょに案あん内ないを頼たのんでいたら、こ～んな大おおきな体からだの、片かた目めに眼がん帯たいをした男おとこの人ひとに、このあたりの警けい備びの人ひととすれちがったら、集あつまるよう声こえをかけろと言いわれたの。ね？」

　わたしは、奏かなでのほうを向むき、目めで合あい図ずする。

　打うち合あわせする余よ裕ゆうはなかったけど、奏かなでなら合あわせてくれるはず！

「は、はい。その、なるべくいそいだほうがよいかと……」

　奏かなでは、おそるおそるといった様よう子すで、答こたえる。
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　その言いい方かたが、いそがないと大たい変へんなことが起おきるかのように、きこえたのかもしれない。

「ま、まさかファルコン様さまが……わかった。場ば所しょはどこだ？」

　黒くろ服ふくの男おとこは、あわてたようにきいてくる。

「あっちでしたよ」

　わたしは、今いまやってきたろう下かの方ほう向こうを、指ゆびさす。

　黒くろ服ふくの男おとこは、少すこし迷まよった様よう子すを見みせたけれど、すぐに結けつ論ろんを出だしたらしい。

「伝でん言ごん、助たすかった」

　黒くろ服ふくの男おとこはそれだけ言いって、ろう下かを走はしっていってしまう。

　男おとこの背せ中なかが、見みえなくなってから、わたしと奏かなでは顔かおを見み合あわせる。

「うまくいったわね」

「いきなり、話はなしをふられたから、びっくりしましたよぉ……」

　奏かなでが、胸むねをなでおろすように、ホッとした表ひょう情じょうをする。

「ごめん。打うち合あわせしていると、こっちに気きづかれるかもしれなかったから。それに、その前まえのアドリブの調ちょう子しなら、うまくやれるだろうと思おもったし」

「えへへ……うれしいです。ここのメイドさんたちは、同おなじタキオンの一いち員いんでも、黒くろ服ふくの男おとこの人ひとより立たち場ばが下したに思おもえたので、ビクビクした演えん技ぎにしてみたんです」

　奏かなでは、うれしそうに笑えみを見みせる。

　たしかに。

　それはわたしも、感かんじてたんだよね。

　執しつ事じさんやメイドさんは非ひ戦せん闘とう員いんで、黒くろ服ふくの男おとこたちのほうが立たち場ばが上うえみたいって。

　奏かなではわずかな時じ間かんで、それに気きづいて、さっきの演えん技ぎをしたんだ。

　すごい子こだなあ。

　今こん回かいは無む茶ちゃなことをしたけど、怪かい盗とうレッドにスカウトしたいぐらいだね。

「さあ、まただれかこないうちに、部へ屋やの中なかに入はいるわ」

　わたしは、黒くろ服ふくの男おとこが警けい備びしていた部へ屋やのドアを、そっと開あける。

　ここが、ケイが指し示じした、ターゲットの在あり処かの２つ目めの候こう補ほ地ち。

　ここにもなかったら、３つめの候こう補ほ地ちを回まわるのは厳きびしいかも。

　そろそろ、脱だっ出しゅつのことを考かんがえはじめないと……。

　わたしは、そう考かんがえながら部へ屋やの中なかに入はいる。

　部へ屋やに入はいって、すぐに感かんじたのは、ふわりとただよう、絵えの具ぐ特とく有ゆうのにおいだ。

「へえぇ……」

　思おもわず、声こえがもれる。

　イーゼルがずらりとならび、そこに絵かい画ががたてかけられて、その上うえに布ぬのがかけられている。

　これは……。

　奏かなでが、わたしのほうを見みたので、うなずきかけると、さっそく絵かい画がにかかった布ぬのをめくって、確かく認にんをし始はじめた。

　わたしも、絵かい画がにかかった布ぬのをめくり、中なかの絵かい画がを確かく認にんしていく。

　人ひとを描えがいたもの、風ふう景けいを描えがいたもの、古ふるい時じ代だい、最さい近きんの時じ代だい、様さま々ざまな絵かい画ががある。

「あっ……」

　奏かなでが、小ちいさく声こえを上あげる。

　そちらを見みると、奏かなでが１枚まいの絵かい画がの布ぬのをめくったまま、食くい入いるように絵かい画がを見みつめている。

「こ、これです！」

　奏かなでが、興こう奮ふんした様よう子すで、目めの前まえの絵かい画がを指ゆびさす。

　わたしも、あらためてその絵かい画がを見みてみる。

　絵かい画がのキャンバスは、ほかの絵かい画がと比くらべても、だいぶ小ちいさめ。

　そのキャンバスに描えがかれているのは、海かい岸がんの風ふう景けい。

　その海かい岸がんの砂すな浜はまを１人ひとりの少しょう女じょが、はしゃいだように走はしっている姿すがたが、描えがかれている。

　わたしも、ケイからきいていたとおりの絵かい画がだ。

「やっと、見みつけられた……」

　奏かなでは、絵かい画がを目めの前まえにして、瞳ひとみに涙なみだをためている。

　きっと、特とく別べつな思おもい入いれがあるんだと思おもう。

　危き険けんをおかして、タキオンの大だい拠きょ点てんに１人ひとりで忍しのびこもうとまで、したんだから。

　本ほん当とうなら、ここでゆっくり、再さい会かいの喜よろこびを味あじわわせてあげたいところだけど、そうもいかない。

「奏かなで。すぐに脱だっ出しゅつするから、絵かい画がは布ぬのでくるんで」

「は、はい」

　奏かなでは、目めもとをぬぐうと、手て際ぎわよく絵かい画がを布ぬのをくるんで、大だい事じそうにかたわらに持もつ。

　絵かい画がのあつかいには手て慣なれているらしく、準じゅん備びも手て早ばやい。

「それで、どうやって、脱だっ出しゅつするんですか？」

　奏かなでは、あせったような声こえを出だす。

「あわてない。段だん取どりをつけるために、今いますぐ外がい部ぶと連れん絡らくをとるわ。奏かなでは外そとを見み張はってくれる？」

　このカオスキャッスルからは、簡かん単たんに外そとに出でられない。

　城しろの外そとに出でられたとしても、ここは孤こ島とうだ。

　島しまから脱だっ出しゅつする方ほう法ほうが必ひつ要ようになる。

　だから、ケイに連れん絡らくしなきゃいけないんだよね。

「わかりました！」

　奏かなでは、絵かい画がをいったんおいて、部へ屋やのドアを小ちいさく開あけて、外そとをのぞいている。

　とりあえず、ろう下かの監かん視しは奏かなでにまかせて、わたしは脱だっ出しゅつの段だん取どりだ。

　この場ば所しょが、まだしばらく使つかえそうなのは助たすかった。

　このままここで、ケイと２回かい目めの定てい時じ連れん絡らくをとる。

　この時じ間かんまでに、目もく的てきを果はたすことが目もく標ひょうだったから、なんとか予よ定てい通どおり。

　あとは、脱だっ出しゅつするだけ。ここからはスピード勝しょう負ぶになる。

　カオスキャッスル内ないからケイに通つう信しんをつなげば、すぐにゼスが気きづくだろう。

　だからこそ、ケイの力ちからがフルに必ひつ要ようだ。

　わたしは、耳みみにインカムをセットする。

　この時じ間かんだけは、ケイがアクセスできるようにしてあるはず──つながって！







　　　　22　敵てきの中なかをかけぬけろ！




　　　ザザザァ

　ノイズが入はいったかと思おもうと、ふと静しずかになる。

「──ケイ、つながった!?」

『ああ、大だい丈じょう夫ぶだ。アスカ、状じょう況きょうはどうだ？』

　すぐに、ケイから返へん事じがある。

　それと同どう時じに、張はり詰つめていた緊きん張ちょうが、ふっとゆるんだ気きがする。

　やっぱり、奏かなでを守まもらなくちゃって、知しらないうちにいつも以い上じょうに、気きを張はってたみたい。

「ミッションは２つともクリア！　でも、あんまり余よ裕ゆうはないと思おもう。ファルコンと、伊い織おりっていう棍こん術じゅつの達たつ人じんの姿すがたも、見みかけたから。あと、またあの銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんと話はなす機き会かいがあったよ」

　わたしは、必ひつ要ようだと思おもえる情じょう報ほうを、簡かん単たんにつたえる。

『幹かん部ぶがそこにきているのは、推すい測そく通どおりか。しかし、その銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんというのは、まさか……』

　ケイが、通つう信しんの向むこうで、少すこしとまどったような雰ふん囲い気きを感かんじる。

「どうかしたの？」

『いや。今いまはいい。それよりも、脱だっ出しゅつ手て順じゅんは事じ前ぜんの打うち合あわせのとおりだ。いけるな？』

「もちろん！　奏かなでも、体からだの調ちょう子しは問もん題だいなさそうだし」

『なら、ここからは、通つう信しんはつないだままだ。一いっ気きに通つう信しん妨ぼう害がいに対たいしても、攻こう撃げきをしかける』

「わかった。ならここからのナビは……」

　通つう信しんはつないだまま。ってことは……。

『まかせろ』

　ケイの自じ信しんたっぷりの答こたえが、返かえってくる。

「うん！　まかせたよ」

　これで、２人ふたりで１組くみ。

　いつもの怪かい盗とうレッドとして、フルに動うごける！

　　　バサッ！

　わたしは、着きているドレスに手てをかけると、一いっ気きにぬぎすてる。

　ふわりと宙ちゅうに舞まったドレスが、床ゆかに赤あか色いろの花はなのように広ひろがる。

　ドレスをしたててくれた美み華か子こさんには、もうしわけないけど、ここにおいていく。

　レッドのコスチューム姿すがたにもどり、わたしは外そとを見み張はっていた、奏かなでに声こえをかける。

「奏かなで、もうだいじょうぶよ」

　奏かなでがふりむいて、わたしがレッドのコスチューム姿すがたにもどってることに、おどろいた顔かおをする。

「ここからは、スピードが大だい事じ。敵てきの真まん中なかをつっ切きるけど、ふり切きるから」

　わたしは、これからの動うごき方かたについて、説せつ明めいする。

「おくれずについてきて！」

「わかりました！」

　奏かなでが、真しん剣けんな表ひょう情じょうでうなずく。

「疑ぎ問もんや質しつ問もんは、ないの？」

　奏かなでがあんまりにも、あっさりと納なっ得とくしちゃうから、逆ぎゃくにこっちが不ふ安あんになってくるんだけど。

「そんなことを考かんがえるぐらいなら、最さい初しょに苦く労ろうして、レッドを頼たよったりしないですよ。この世せ界かいで２番ばん目めに頼たよりになる存そん在ざいだと思おもっているから、頼たよるんです！　……まあ、今こん回かいは頼たよるつもりはなかったんですけど」

　奏かなでが、言いい切きったあとに、苦にが笑わらいで言こと葉ばをにごす。

「２番ばん目めの存そん在ざい、ね……。ちなみに、１番ばん目めは？」

　想そう像ぞうがつくけど、いちおうたずねる。

「──もちろん、１番ばんは、お兄にいちゃんです！」

　そうだよね。

　奏かなでが、響ひびきのことを大だい好すきなのは、よく知しってる。

　レッドが２番ばん目めっていうのは、ちょっと複ふく雑ざつだけど。

「まあ、その期き待たいには応こたえないとね」

　わたしは言いって、部へ屋やを出でる準じゅん備びをする。

　本ほん当とうなら、奏かなでにも動うごきやすい服ふくを用よう意いしてあげたいところだけど……。

「大だい丈じょう夫ぶですよ。このメイド服ふく、動うごきやすいですし」

　奏かなではそう言いって、くるりとその場ばでターンしてみせる。

　なら、寄より道みちなしでこのまま、脱だっ出しゅつってことで、問もん題だいなさそうだね。

「ケイ、こっちは準じゅん備びオーケーだよ」

　わたしは、奏かなでにきこえないように、声こえをひそめつつ、ケイに声こえをかける。

『こちらも、そちらの監かん視しカメラの映えい像ぞうを掌しょう握あくした。まずは、部へ屋やを出でてすぐ左ひだりのろう下かをまっすぐだ。そろそろパーティーも終おわって、警けい備びが増ふえる。警けい戒かいはおこたるな』

「りょーかい！」

　わたしはケイに返へん事じをすると、奏かなでのほうを見みて、うなずきかける。

　部へ屋やのドアを開あけ、人ひとがいないことを確かく認にんすると、一いっ気きにろう下かに出でる。

　奏かなでも絵かい画がを小こ脇わきにかかえて、ついてくる。

　絵かい画がは、奏かなでに持もっていてもらうことにした。

　いざというとき、わたしの手てが空あいているほうがいいっていう、ケイの判はん断だん。

　わたしは、ろう下かをかけぬける。

　後うしろをちらりと見みると、奏かなでも問もん題だいなく、ついてきてる。

　いつも奏かなでの身しん体たい能のう力りょくを見みてるから、どのぐらいのスピードなら無む理りなくついてこられるかは、よくわかってる。

　走はしり始はじめてすぐに、ひと気けの多おおいろう下かに出でる。

　パーティーが終おわって、混こみあったろう下かの真まん中なかに、わたしと奏かなではつっこんでいく。

「な、なに!?」

「だれだ！」

「侵しん入にゅう者しゃじゃないのか？」

「警けい備びをよんで！」

　すれちがう、メイドさんや執しつ事じさんが、次つぎ々つぎに悲ひ鳴めいのような声こえを上あげてる。

　わたしと奏かなでは、それには一いっ切さいかまわずに、走はしりぬける。

『次つぎを右みぎだ』

　黒くろ服ふくの男おとこたちに出でくわしていないのは、ケイが避さけてくれているから。

　さすがに、黒くろ服ふくの男おとこたちが相あい手てだと、広ひろいろう下かとはいえ、横よこを素す通どおりってわけにもいかないし。

　わたしがよくても、奏かなでがあぶない。

　ケイのナビに従したがって、カオスキャッスルのろう下かを、走はしり続つづける。

　10分ぷんほど走はしったところで、ケイの指し示じがくる。

『そのまま、まっすぐ行いけば、庭てい園えんに出でる』

　ようやく！

　ちらっと後うしろに目めをやると、黒くろ服ふくの男おとこたちが追おってきてる。

　このまま、脱だっ出しゅつルートまで連つれていくわけにはいかない。

　ここでわたしがするべきことは……！

「……奏かなで！　ここでわたしは、あいつらを足あし止どめするから！　奏かなでは説せつ明めいしたとおりのルートで、船ふな着つき場ばに向むかって。行いき方かたはわかるでしょ？」

　走はしりながら、わたしは奏かなでに言いう。

「それはわかりますけど……わたしのために、レッドに時じ間かん稼かせぎをさせるなんて……」

　不ふ安あんそうな目めをする奏かなでに、わたしは笑わらいかける。

「大だい丈じょう夫ぶ。すぐに追おいつくから」
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　奏かなでが、グッとくちびるをかんで、顔かおを上あげる。

「わかりました！　待まってますから！」

　奏かなでは、絵かい画がを大だい事じそうに胸むねにかかえ、そのまま、わたしを追おい越こして走はしっていく。

　この庭てい園えんから船ふな着つき場ばに出でる隠かくしルートを、ケイは見みつけてある。

　そのルートは、奏かなでに説せつ明めいしておいたから大だい丈じょう夫ぶ。

　問もん題だいがあるとすれば……。

　　　タンッ

　庭てい園えんの手て前まえのろう下かで、反はん転てん。

　わたしは、こちらに向むかってくる、黒くろ服ふくの男おとこたちを迎むかえうつように立たち止どまる。

「──ケイ、どれぐらい時じ間かんをかせげばいい？」

『白しら里さと奏かなでが安あん全ぜんに船ふな着つき場ばへたどりつくまで、10分ぷんほどだ』

　ケイが、知しらせてくる。

　──10分ぷん、ね。

　むかってくる黒くろ服ふくの男おとこたちは、見みえる限かぎりで、10人にんほど。

　まだ増ふえるはずだし、ここは気き合あいを入いれる必ひつ要ようがありそうかな。

　でも！　それぐらいで、怪かい盗とうレッドは負まけてられない。

　わたしは、右みぎ足あしを引ひいて、半はん身みのかまえをとる。

　さあ、きっちり足あし止どめさせてもらうからね！







　　　　23　アスカ、絶ぜっ体たい絶ぜつ命めい！




「はあっ！」

　黒くろ服ふくの男おとこが、はなってくる上じょう段だん蹴げりを、わたしは身みをかがめてかわす。

　そのまま、一いっ気きに黒くろ服ふくの男おとことの間ま合あいをつめて、あごにむかって、掌しょう底ていをはなつ。

「ぐはっ！」

　黒くろ服ふくの男おとこが、大おおきな体からだをふらつかせて、ろう下かに倒たおれる。

　わたしと、追おいかけてきた黒くろ服ふくの男おとこたちで、すぐに戦たたかいが始はじまった。

　もう、黒くろ服ふくの男おとこが、わたしのまわりに、５人にんほど倒たおれこんでる。

　たしかに、腕うではたつけど、油ゆ断だんしなければ倒たおせない相あい手てじゃない。

　まわりこまれそうになったら、場ば所しょを移い動どうする。

　うまく、１人ひとりか２人ふたりを相あい手てにするような立たち位い置ちを確かく保ほして、わたしは戦たたかい続つづける。

「相あい手ては１人ひとりだぞ！　なにを手て間ま取どってる！」

　黒くろ服ふくの男おとこの１人ひとりが怒ど鳴なり、４人にんいっぺんに、こちらに向むかってくる。

　わたしは、バックステップで距きょ離りをとると、足あしが速はやくて前まえに出でてきた１人ひとりのお腹なかに、カウンターで発はっ勁けいを入いれる。

「がはっ！」

　まずは１人ひとり。

「このやろうっ！」

　黒くろ服ふくの男おとこ２人ふたりが、わたしの両りょうサイドから、なぐりかかってくる。

　わたしはそれを前まえに出でてかわすと、一いち番ばんおくれてきた、４人にん目めの男おとことの間ま合あいをつめる。

　その場ばで、背せを向むけるように回かい転てんして、後うしろ上じょう段だん蹴げりをはなつ。

「ぐっ！」

　もちろん、蹴けりには発はっ勁けいの力ちからをこめてある。

　耐たえられずに、黒くろ服ふくの男おとこが倒たおれる。

　わたしの両りょうサイドをとったはずの黒くろ服ふくの男おとこ２人ふたりは、わたしの姿すがたを一いっ瞬しゅん見み失うしなっている。

　そのすきに、左ひだりの男おとこの足あしをはらう。

　しりもちをついた男おとこに、追つい撃げきしようとする前まえに、もう１人ひとりの男おとこのパンチが飛とんでくる。

　わたしは、それをギリギリでかわして、代かわりに、ひざげりをみぞおちに入いれる。

「ごほっ！」

　男おとこは体からだを折おり曲まげて、その場ばでうずくまる。

　その間あいだに、転ころんだ男おとこが立たち上あがろうとしていたけど、その前まえにわたしは、発はっ勁けいで追つい撃げきをいれて、意い識しきをかりとる。

　ふうぅ……。

「今いま、何なん分ぷん!?」

『５分ふんだ』

　ケイから返へん事じがある。

　思おもった以い上じょうに、時じ間かんが経たってない。

　もうそろそろ、いいかなって思おもってたぐらいなんだけど。

　さすがに黒くろ服ふくの男おとこたちも、不ふ用よう意いには飛とびかかってこなくなった。

　あっという間まに仲なか間まがやられて、様よう子す見みになってるみたい。

　このまま時じ間かんがかせげれば、楽らくなんだけど……。

　そんなことを考かんがえていたとき──

　　　ゾクリ

　強きょう烈れつな寒さむ気けを感かんじるほどの殺さっ気きに、わたしはとっさに身みをかがめる。

「ぐはあああっ！」

　黒くろ服ふくの男おとこが、悲ひ鳴めいをあげながらはじきとばされたように、わたしの頭ず上じょうをふっとんでいく。

　あの大おお男おとこが、宙ちゅうにとぶって……。まったく笑わらえない。

「きちゃったか……」

　こんなことができるのは、限かぎられた人にん間げんだけだ。

　そして、このカオスキャッスルには、わたしが知しるだけでも、その限かぎられた人にん間げんが２人ふたりいる。

　黒くろ服ふくの男おとこが、ろう下かの両りょうサイドに、張はりつくようにして道みちをあけている。

　その真まん中なかを通とおって、今いま一いち番ばん会あいたくない相あい手てが姿すがたを見みせる。

　タキオン幹かん部ぶ、ファルコン。そして藤とう堂どう伊い織おり。

　１人ひとりだけでも、とんでもないのに、２人ふたりそろって登とう場じょうしなくてもいいじゃない？

　そうグチりたくなるけど、そんな軽かる口くちをたたく余よ裕ゆうもない。

　２人ふたりの動うごきから、目めをはなさないように、集しゅう中ちゅうするので、いっぱいいっぱいだ。

「食たべごたえのありそうなネズミが、迷まよいこんだものだな」

　ファルコンが、どう猛もうな獣けもののような笑えみをうかべる。

「一いっ興きょうにはなりそうじゃの」

　藤とう堂どう伊い織おりは、長ながい棍こんを手て足あしのように、自じ在ざいに動うごかしてかまえをとる。

　黒くろ服ふくの男おとこたちは、ファルコンと伊い織おりの迫はく力りょくに、身み動うごきがとれずに、壁かべ際ぎわでかたまっている。

　黒くろ服ふくの男おとこたちが、手てを出だしてくる心しん配ぱいをしなくてよさそうなのは、いいけど……。

「できれば、会あいたくなかったんだけどね」
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　わたしは、油ゆ断だんせず視し線せんを向むけたまま、２人ふたりに向むけて言いう。

「カオスキャッスルまで侵しん入にゅうしてきて、ただですむと思おもうか」

「その度ど胸きょうは褒ほめてやるところじゃが、このあとはどうするつもりじゃ？　まさか、わしら２人ふたりを相あい手てに、どうにかなるとでも？」

　ファルコンと伊い織おりは、余よ裕ゆうのある、だけどまったくすきのないまま、一歩ぽ近ちかづいてくる。

　それだけで、威い圧あつ感かんで、肌はだがピリピリとする。

　１人ひとりでもやりあいたくない相あい手てなのに、それが２人ふたり。

　本ほん当とうなら、逃にげるところだけど、奏かなでのためにもう少すこし時じ間かんをかせがなくちゃいけない。

　ここは引ひけないっ！

　わたしは、気き合あいを入いれて、迎むかえうつためのかまえをとる。

「ほう……やる気きか」

　ファルコンが言いうと、その姿すがたがその場ばから、かき消きえる。

　次つぎの瞬しゅん間かんには、わたしの目めの前まえに、姿すがたがある。

　あの巨きょ体たいで、でたらめなスピードは、あいかわらず！

「ふんっ！」

　丸まる太たのような腕うでが、わたしに向むかってくる。

「くっ！」

　紙かみ一ひと重えで体からだを横よこにずらして、よける。

「わしを忘わすれてもらっては、こまるのう」

　伊い織おりも、棍こんが届とどく位い置ちにいる。

　棍こんによる、するどい突つきがはなたれる。

　わたしは、ほとんど勘かんで棍こんをさばいて、さらに右みぎによける。

　２人ふたりを倒たおす必ひつ要ようはない。時じ間かんをかせげればいいんだから。

　それだって、超ちょう難なん題だいなんだけど。

　一いっ瞬しゅんの攻こう防ぼうだけで、汗あせが背せ中なかをつたう。

「はっ！」

　ファルコンがしかけてくる。

　目めで追おうのがやっとの、パンチとキックの連れん撃げき。

　それに加くわえて、伊い織おりが棍こんをはなってくる。

「はあああっ！」

　わたしは、キックをかわし、パンチを腕うででそらしてよける。

　棍こんを身みをひねって、腰こしをかするだけに、とどまらせる。

　受うけ止とめたらダメ！

　この２人ふたりの攻こう撃げきを受うけ止とめるだけで、ダメージを食くらうし、なにより動うごきが止とまる。

　そうしたら、一いっ気きにやられる。でも……。

　この２人ふたりを相あい手てにして、防ぼう戦せん一いっ方ぽうでもやれているのには、べつの理り由ゆうがあるよね。

　ファルコンも伊い織おりも、攻こう撃げきの「我がが強つよい」。

　人ひとと合あわせるつもりがないから、コンビネーションが今いま一ひとつなんだ。

　だから、１人ひとり１人ひとりを相あい手てにするより、ファルコンと伊い織おりの動うごきが制せい限げんされて、逆ぎゃくによけやすい。

　とはいっても、反はん撃げきできる余よ裕ゆうなんて、まったくないけど。

「しかたないのう」

　伊い織おりが、攻こう撃げきをいったんとめ、ファルコンのほうを、あきれたように見みる。

「────合あわせてやるわい」

　なっ!?

　ファルコンのパンチをよけるために、右みぎにステップをふんだところへ、予よ測そくしていたかのように、伊い織おりの棍こんがとんでくる。

　かわせないっ！

　わたしは、力ちからまかせに、棍こんの横よこっ腹ぱらをたたいて、はじく。

　その間あいだに、ファルコンのかかと落おとしが、頭ず上じょうから落おちてくる。

「くうぅ!!」

　両りょう足あしに力ちからをこめて、バックステップをして、皮かわ一枚まいのところで、なんとかかわす。

　ドスン、と落おとされたファルコンのかかとの衝しょう撃げきに、一いっ瞬しゅん、身みがすくむ。

　そこを、伊い織おりの棍こんがするどく、突ついてくる。

「くっ！」

　さばききれずに、左ひだり肩かたに棍こんがかする。

　まずっ！

　棍こんのダメージに、わたしの動うごきがほんのわずかな瞬しゅん間かん、止とまる。

　それを見み逃のがすファルコンじゃない。

「はあっ!!」

　ダメ！　よけきれないっ！

　わたしは、両りょう手てをクロスして、ファルコンのパンチを受うける。

　一いっ気きに、ろう下かから庭てい園えんの真まん中なかまで、はじきとばされる。

「ふんっ。自みずから跳とんだか」

　そう。わたしは、ファルコンのパンチを受うけた瞬しゅん間かん、思おもいっきり後うしろに跳とんでいた。

　空くう中ちゅうで受うければ、ファルコンのパンチの威い力りょくも、いくらか落おとせる。

　でも、両りょう腕うでがビリビリして、しばらくまともに動うごかなそうだけど……。

　それにしても……。

　伊い織おりが急きゅうにファルコンに動うごきを合あわせてきた。

　こうなってしまったら、防ぼう戦せんすらむずかしい。

　……どうする？

　……なにか手ては？

　わたしは、頭あたまをフル回かい転てんさせる。

　だけど、今いまとなっては、あの２人ふたりから逃にげ出だすことすら、むずかしい。

　奏かなでは無ぶ事じに、船ふな着つき場ばについたかな？

　10分ぷんはすぎたはずだ。

　ファルコンと伊い織おりは、ゆっくりと、だけど油ゆ断だんなく、庭てい園えんに出でて、わたしに近ちかづいてきてる。

　あとはもう、一いちか八ばちか反はん撃げきに転てんじるしか……。

　そう考かんがえたときだった。

『アスカ。間まに合あった』

　ケイから、急きゅうに通つう信しんが入はいる。

「間まに合あった？　なにが？」

　思おもわず、わたしはきき返かえす。

『援えん軍ぐんだ』

　え、えんぐん!?

　そのとき、ファルコンと伊い織おりの動うごきもピタリと止とまり、通つう信しん機きらしきものになにか話はなしている。

「なんじゃと。島しまに警けい察さつの船ふねが向むかっている？　それも１隻せきや２隻せきじゃない、10隻せきじゃと!?」

　伊い織おりが、目めを見み開ひらいている。

　島しまに向むかう警けい察さつの船ふね？　どういうこと？

　わたしには、まださっぱり意い味みがわからない。

　黒くろ服ふくの男おとこたち、それにメイドさんや執しつ事じさんがざわめきだし、そこから招しょう待たい客きゃくもさわぎ始はじめる。

　どうやら、今いまの情じょう報ほうが伝つたわったらしい。

　10隻せきもの警けい察さつの船ふねが向むかっていたら、たしかに隠かくせるものじゃない。

　それに、ここにいる招しょう待たい客きゃくは、警けい察さつにつかまるわけにはいかない人ひとたちばかり。

　そりゃ、落おちついてなんて、いられないよね。

　このすきに、逃にげ出だせれば。だけど……。

「ならば、怪かい盗とうレッドを片かたづけ、それから、警けい察さつも片かたづければいいだけのことだ」

　ファルコンが、静しずかに、だけど怒ど気きをはらんだ声こえで言いった。

　その声こえの迫はく力りょくと、ファルコンの威い圧あつ感かんに、あたりがしんと静しずまり返かえる。

　……やっぱり、そう簡かん単たんにはいかないか。

　わたしは、しびれがとれない腕うでで、かまえをとる。

　それだけでも、腕うでの痛いたみで顔かおがゆがむ。

　くるっ！

　わたしが、迎むかえうとうとした瞬しゅん間かん──

「ファルコン」

　凛りんとした声こえが、庭てい園えんにひびいた。
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　庭てい園えんにひびいた声こえに反はん応のうし、ファルコンがピタリと動うごきを止とめる。

　ゆっくりと、声こえのしたほうに視し線せんを向むける。

　そして、声こえを発はっした人じん物ぶつを見みると、あのファルコンがその場ばで片かた膝ひざをついた。

　ふかく頭あたまを下さげる。

　となりで、伊い織おりも同おなじようにしている。

　ど、どういうこと!?

　ファルコンと伊い織おりの行こう動どうにおどろきつつ、わたしも声こえの主ぬしに目めを向むける。

　ウ、ウソでしょ……。

　──庭てい園えんに張はり出だした２階かいのテラス。

　そこに１人ひとりの男おとこが立たっている。

　静しずかな瞳ひとみにギリシャの彫ちょう刻こくのように整ととのった顔かお立だち、それでいて、わたしとそう変かわらない年ねん齢れいに見みえる幼おさなさを残のこしてる。

　なにより、一いち度ど見みると目めがはなせなくなるような、かがやく銀ぎん色いろの髪かみ。

　まちがいない。仮か面めんをとっているけど、あの少しょう年ねんだ。

「ファルコン、伊い織おり。君きみらには警けい察さつの対たい応おうを頼たのむ。島しまにいる招しょう待たい客きゃくを逃にがす時じ間かんが必ひつ要ようだ。こちらに悟さとらせず、あれだけの警けい察さつを動うごかすとは。やはり白しら里さと弦げんを始し末まつできなかったことは大おおきな失しっ敗ぱいだったな」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんは、淡たん々たんと、だけどきかずにはいられない、不ふ思し議ぎな威い圧あつ感かんを持もって話はなす。

　この感かんじ、銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんが仮か面めんをかぶっていたときも感かんじた、不ふ思し議ぎな感かん覚かくと同おなじだ。

　だけど、その感かん覚かくがあのときより、はるかに強つよくなってる。

　強つよく意い識しきしていないと、言いわれたとおりに体からだが勝かっ手てに動うごいてしまいそうな……。

「「はっ！　おおせのままに」」

　ファルコンと伊い織おりが、片かた膝ひざをついたまま、したがっている。

　信しんじられないような光こう景けい。

　２人ふたりとも、タキオンの幹かん部ぶのはずだ。

　その２人ふたりが、どうしてあの少しょう年ねんに、したがっているの？

　疑ぎ問もんと困こん惑わくが、頭あたまの中なかをかけめぐる。

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんが、わたしのほうを見みる。

「また会あったね。さっきは、アドバイスをありがとう、というべきかな」

　もしかしたら、わたしが会あった銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんとは、別べつ人じんかもしれない、というあわい期き待たいは、これでなくなった。

「仮か面めんを外はずしては、初はじめて会あうことになるな、怪かい盗とうレッド。今こん回かいは招しょう待たいをしていなかったから、歓かん迎げいの手てはずが整ととのっていなくて、申もうしわけない」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんは、ていねいに言いいながらも、あやまっているどころか、笑えみをうかべている。

「あなたは……！」

　だれなの？

　ききたいけれど、頭あたまが混こん乱らんして、その質しつ問もんをしていいのかも、判はん断だんがつかない。

　ついさっき、話はなしをしたばかりだ。

　でも、そのときとは、雰ふん囲い気きもしゃべり方かたもまるでちがう。

　まるで、王おう様さまのよう。

「そうだ。まだ名な乗のっていなかったね」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんは、わたしの口くちにできなかった疑ぎ問もんを察さっしたらしい。

「私わたしの名な前まえは、ノア・ガーネット。タキオンをまとめあげるボスだ」
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　…………え。

　すぐには言こと葉ばが、頭あたまに入はいってこない。

　タキオンのボス？　この銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんが？

　わたしに、大たい変へんな仕し事ごとを継つぐことになったって、悩なやみを打うち明あけてくれた少しょう年ねんが？

『──冷れい静せいになれ、アスカ。相あい手てにのまれるな』

　そ、そうだ。

　今いまは、敵てき地ちのど真まん中なか。

　冷れい静せいさを欠かいてて、いい状じょう態たいじゃないよ。

　ケイの言こと葉ばに、わたしの頭あたまの中なかが、少すこしだけ落おち着つきをとりもどす。

　ともかく、このノアという少しょう年ねんが、タキオンのボス。

　いろいろな感かん情じょうが、うずまいてるけど、それを飲のみこまなくちゃ、相あい手てのペースになっちゃう。

　それに、今いまの話はなしをきいていると、わたしが怪かい盗とうレッドであることを最さい初しょから知しっていたみたい。

「この島しまは、私わたしのものだ。そこに異い物ぶつがまじれば、気きがつかないほうがおかしいだろう？」

　銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねん──ううん、タキオンのボス、ノア・ガーネットは、わたしの心こころを読よんだかのように答こたえる。

　それでわたしも、納なっ得とくしないわけにはいかなかった。

　ノアと名な乗のったタキオンのボスは、わたしの正しょう体たいに気きづいた上うえで、自じ分ぶんも招しょう待たい客きゃくのふりをして、近ちかづいてきていたんだ。

　相そう談だんだとか言いって、ウソをついてまで……。

　今いまになって考かんがえてみれば、あの見み透すかしたような言こと葉ばの数かず々かずも、このカオスキャッスルの主あるじである、タキオンのボスなら納なっ得とくできる。

　ノアが言いっているみたいに、ここはタキオンの……ノアの島しまなんだから。

　どうして、そんな回まわりくどいことをしてきたのか、目もく的てきはわからないけど……。

　まんまとだまされたのは、まちがいない。

「怪かい盗とうレッド。一いち度ど、会あってみたいと思おもっていたんだ。あのニックを苦くるしめたというのだから、興きょう味みがわかないわけがない。おもしろい存そん在ざいだな」

　わたしは、堂どう々どうとテラスから、わたしたちを見み下おろす、ノアのことを見みる。

　──タキオンのボス。

　幹かん部ぶは何なん人にんも見みてきたけど、ボスの姿すがたは見みたことがなかったんだよね。

　それがこんな若わかい……若わかすぎる少しょう年ねんだなんて……。

　どう動うごくべきなのか、判はん断だんがつかない。

　だから！

「わたしも、会あってみたいと思おもっていたわ。タキオンのボスに！」

　勢いきおいにまかせて、わたしは強つよく言いい返かえす。

「この状じょう況きょうだというのに、威い勢せいがいいな、怪かい盗とうレッド」

　うぐっ。

　たしかに、ノアがいて、ファルコンと伊い織おりがいて、カオスキャッスルのどこかには、ニックもいるはずだ。

　状じょう況きょうは最さい悪あくといっていい。

　そんなときに、強つよ気きに言いうべきじゃなかった……かも？

　わたしは、ちょっと後こう悔かいするけど、すぐに頭あたまをふる。

　そんな弱よわ気きなこと、言いってられない！

「抵てい抗こうしてもムダだ。勝かち目めがあるわけがない。私わたしは、君きみとわかりあえるところがあると感かんじた。敵てき対たいするのはやめにしないか。これまでの君きみの敵てき対たい行こう動どうは、私わたしが責せき任にんをもって水みずに流ながすと約やく束そくする」

　……えっ、なにを？

　ノアの言こと葉ばに、わたしは一いっ瞬しゅん、頭あたまが真まっ白しろになる。

　それからすぐに、頭あたまの中なかが真まっ赤かにそまる。

　タキオンと、わかりあえる？

　────そんなこと、絶ぜっ対たいにないっ！

「それはできるわけない。拒きょ否ひするわ！」

　わたしは、はっきりとノアに向むかって、宣せん言げんする。

「そうか……」

　ノアは、少すこしだけ残ざん念ねんそうな表ひょう情じょうをする。

　そのやりとりの間あいだにも、膝ひざをついたままでいるファルコンと伊い織おりの威い圧あつ感かんが大おおきくなっていく。

　そして、さっきよりはるかに多おおい数かずの、庭てい園えんをかこんで立たつ黒くろ服ふくの男おとこたち。

　いっそのこと、先さきにしかけるべき？

　ノアのところまで行いければ、ファルコンや伊い織おりたちの動うごきを、おさえられるかもしれない。

　わたしがそう考かんがえたとき──

「ここで決けっ着ちゃくをつけてもいいが、それではつまらん。今こん回かいだけは見み逃のがそう」

　……え？

　ノアの言こと葉ばに、わたしは目めを丸まるくする。

　黒くろ服ふくの男おとこたちにも、とまどいの表ひょう情じょうがうかんでいる。

「それは……！」

　ファルコンが立たち上あがりかけるが、ノアが視し線せんを向むけると、また片かた膝ひざをついてだまる。

　あのファルコンが、反はん論ろんもゆるされないなんて……。

　ノアが、わたしを見みる。

　殺さっ気きも、ファルコンたちほどの威い圧あつ感かんもない。

　それなのに、わたしは思おもわず、身みがまえずにはいられない。なんなの、この感かんじ。

「見み逃のがすのは今こん回かいだけだ。次つぎはない。覚おぼえておくといい。タキオンに逆さからうなら、怪かい盗とうレッドに未み来らいはない」

　　　ゾクゾクゾクッ

　ノアの言こと葉ばに、わたしは背せ筋すじに強きょう烈れつな寒さむ気けが走はしる。

　ファルコンや伊い織おりを目めの前まえにしたときとは、またちがう寒さむ気け。

　まったく、どういう相あい手てなのか底そこが見みえない。

　でも──怪かい盗とうレッドとして、言いわれっぱなしでだまっているわけには、いかないよね！

　わたしは、カラカラになったのどから、声こえをしぼりだすようにして、ノアに答こたえる。

「そう。見み逃のがしてもらえるなら、ありがたく受うけ取とっておくわ。だけど、タキオンを野の放ばなしにするつもりはないから」

　同どう時じにファルコンと伊い織おりから、さらなるビリビリとした威い圧あつ感かんが飛とんでくる。

　こっちからは、背せ中なかしか見みえないけど、怒おこっているのが嫌いやというほど、伝つたわってくる。

　けれどノアは、おもしろいものでも見みつけたかのように、楽たのし気げな笑えみをうかべていた。

「おもしろい。どこまであがけるか、見みせてみるがいい」

「そのつもりよ」

　わたしは答こたえると、くるりと背せ中なかをむける。

　ノアの気きが変かわる前まえに、移い動どうしたほうがいい。

　わたしは、庭てい園えんから走はしって、隠かくしルートに向むかう。

　当とう然ぜん、ノアはこのルートだって知しっているはずだ。

　後うしろを注ちゅう意い深ぶかく警けい戒かいしたけど、ファルコンと伊い織おりも、ほかのだれも追おってくる気け配はいはない。

　どうやら、ノアの言こと葉ばは守まもられているらしい。

　ふうぅ……。

　走はしりながら、わたしはほっと息いきをつく。

　冷ひや汗あせが、とまらない。

　ファルコンや伊い織おりと戦たたかっているときより、ノアと話はなしているときのほうが、どうしてだか、はるかにつかれる。

　それにしたって……。

　わたしは、少すこしだけ冷さめた頭あたまで考かんがえる。

　なんで、あの銀ぎん髪ぱつの少しょう年ねんが、タキオンのボスなの？

　わたしと仮か面めんをつけたまま話はなしたときは、いい人ひとそうに見みえた。

　実じっ際さいに、助たすけてくれたりもした。

　打うち明あけられた悩なやみに、わたしは共きょう感かんだってした。

　悪わるい人ひとには、思おもえなかった。

　それなのに……！

　わたしはそこまで考かんがえて、首くびを横よこにふる。

　ううん！　今いまは考かんがえてる場ば合あいじゃない。

　とにかく、奏かなでと合ごう流りゅうして、この島しまから脱だっ出しゅつしなきゃ！
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　船ふな着つき場ばから海うみに目めを向むけると、いくつものライトを照てらして、船ふねが近ちかづいてくるのが見みえた。

　あれが、警けい察さつの船ふね！

　しかも、中ちゅう央おうの船ふねの甲かん板ぱんの先せん端たんに立たってるのって、響ひびき!?

『白しら里さと響ひびきに、白しら里さと奏かなでの情じょう報ほうを流ながして、うまく利り用ようさせてもらった。といっても、ほとんど自じ力りきで、この島しままでたどりついていたようだったが』

　響ひびきが奏かなでを心しん配ぱいしていたのは、電でん話わをきいていたとき、胸むねが痛いたいくらい感かんじたから、利り用ようしたのはちょっと心こころ苦ぐるしいけど……。

　でも、警けい察さつがタキオンの注ちゅう目もくを集あつめてくれるのは、とても助たすかる。

　でも、その間あいだに、こんな絶ぜっ海かいの孤こ島とうから、どうやって脱だっ出しゅつするの……？

　わたしも、ケイからはこの船ふな着つき場ばに向むかえとしか、きいてない。

『目もく的てき地ちは、船ふな着つき場ばを越こえた砂すな浜はまだ』

　ケイから言いわれて、わたしは岩いわ陰かげにかくれつつ、船ふな着つき場ばを移い動どうする。

　そうして、砂すな浜はまにたどりついたところで、小ちいさな手てこぎ舟ぶねの先さきがのぞいているのを見みつける。

　……もしかして、あれ？

　たしかに、目め立だたずに少しょう人にん数ずうで行こう動どうするのには、向むいてそうだけど、この暗くら闇やみの海うみを、奏かなでと２人ふたりで、うまくわたっていけるかな。

　そう思おもいつつ、手てこぎ舟ぶねに近ちかづいていくと、

「まったく。人ひと使づかいが荒あらすぎるんじゃないかしら、怪かい盗とうレッドは」

　舟ふねのほうから、よくきき覚おぼえのある声こえが、きこえてくる。

　舟ふねの上うえに立たって、腕うでを組くんで、わたしのほうをジロリと見みているのは…………有あり栖すちゃん!?

　その後うしろには、サクスがひかえている。

　えええええっ!?

　なんで、２人ふたりがここにいるの！

『協きょう力りょく者しゃだ』

　ケイが、簡かん単たんすぎる説せつ明めいをしてくる。

　つまり、ケイが、有あり栖すちゃんたちをここによんだってこと？

　わたしは、まだおどろきで、目めを丸まるくしつつ、手てこぎ舟ぶねの目めの前まえまでいく。

「まだ、よく事じ態たいが飲のみこめてないけど、ありがとうってことでいいんだよね、有あり栖すちゃん？」

「本ほん当とうに感かん謝しゃしてほしいわ。警けい察さつの目めとタキオンの防ぼう衛えい網もうをかいくぐってやってきたんだから」

　有あり栖すちゃんが、仏ぶっ頂ちょう面づらで答こたえる。

　どうやら、本ほん当とうに助たすけにきてくれたらしい。

　そして……。

　奏かなでは舟ふねから少すこしはなれた場ば所しょで、緊きん張ちょうした様よう子すで立たっている。

　よかった……無ぶ事じにたどりついてた。

　ケイからそうきいていたけど、やっぱり自じ分ぶんの目めで見みると、安あん心しんする。

「怪かい盗とうレッド……！」

　わたしの姿すがたを見みて、奏かなでがかけよってくる。

「この舟ふねの人ひとたちは……？」

　奏かなでが、うさんくさそうに、有あり栖すちゃんたちを見みる。

　あれ？　奏かなでは有あり栖すちゃんたちのことを知しらないのかな？

「こちらで頼たのんだ人ひとたちだから、安あん心しんして」

　わたしは、奏かなでに声こえをかけると、舟ふねに乗のりこみ、あとに続つづく奏かなでを支ささえる。

「あ、ありがとうございます」

　奏かなでは、お礼れいを言いって、舟ふねのはしのほうによって座すわった。

　どうしてか、奏かなでは緊きん張ちょうしているみたいだ。それに……。

　奏かなでのいる場ば所しょは、狭せまい舟ふねの上うえで、有あり栖すちゃんたちと、一いち番ばん距きょ離りがはなれた位い置ちだ。

　とてもじゃないけど、知しり合あいには見みえないんだよね。

　いったい、どういうこと？

　奏かなでは、ラドロから情じょう報ほうをもらっているんじゃなかったの？

　ただ、有あり栖すちゃんたちのことを知しらないだけなのか、それとも……。

　奏かなでとラドロの関かん係けいがわからなくなって、混こん乱らんする。

「さて。それじゃあ全ぜん員いんそろったし、出しゅっ発ぱつといきましょう。サクス」

　有あり栖すちゃんが、サクスに指し示じを出だす。

　どうやら、舟ふねの操そう縦じゅうはサクスが担たん当とうしてるらしい。

　さすがに、手てこぎだし、有あり栖すちゃんが操そう縦じゅうするとは思おもってなかったけどね。

　サクスは舟ふねをオールでこぎだし、舟ふねがゆっくりと砂すな浜はまからはなれる。

　サクスは、警けい察さつの船ふねが照てらすライトを、うまくかわして、海うみの暗くら闇やみにまぎれるように、舟ふねを走はしらせる。

　手てこぎ舟ぶねだから、エンジン音おんで気きづかれる心しん配ぱいがない。

　そのために、この舟ふねを選えらんだんだろうけど。

　息いきをひそめながら、警けい察さつの船ふねとすれちがうと、そこからはおたがいが逆ぎゃく方ほう向こうに進すすんでいるだけあって、一いっ気きに距きょ離りがはなれる。

　ここまでくれば警けい察さつにも見みつからないだろうし、タキオンは警けい察さつの相あい手てで手ていっぱいのはず。

「もう安あん心しんね。行いきよりは、かなり楽らくだったわ」

　有あり栖すちゃんも、わたしと同おなじことを考かんがえていたらしい。

　それでも、それ以い上じょうはだれも口くちを開ひらかない。

　視し線せんを少すこしあげれば、静しずかで暗くらく広ひろがる海うみ。

　迷まよいそうだけれど、サクスはライトもつけずに舟ふねをあぶなげなく、操そう縦じゅうしている。

　舟ふねは大だい丈じょう夫ぶそう。それなら……。

　わたしは、少すこしこんがらがった頭あたまを整せい理りしてみることにする。

　目もく的てきは果はたせたけれど、疑ぎ問もんが山やまのようにあるんだから。

　まず、有あり栖すちゃんたちが、なんで今こん回かいの脱だっ出しゅつに協きょう力りょくしてくれているのか。

　それに、奏かなではラドロと関かん係けいがあるとばかり思おもっていたけど、少すくなくとも奏かなでと有あり栖すちゃんは、知しり合あいではなさそうなんだよね。

　奏かなでをちらりと見みると、舟ふねのすみでひざをかかえて、丸まるくなっている。

　いつも元げん気きな奏かなでらしくない気きがするんだけど、声こえがかけづらい。

　ただ、気きがぬけてつかれが出でただけかもしれないし。

　そして、一いち番ばんの大だい問もん題だい。

　──ノアについて。

　お父とうさんが怪かい盗とうレッドの現げん役えきのときから、タキオンってあったんだよね。

　っていうことは、ノアっていったい何なに者もの……？

　これは帰かえったら、ケイに説せつ明めいしてもらわないと！

　なんか知しってたっぽいし。

　そんなふうに考かんがえていると、海うみの向むこうから、岸きしの明あかりがぐんぐんと大おおきくなっていく。

　行いきに出でてきた港みなととは、ちがう場ば所しょみたい。見み覚おぼえがない場ば所しょだ。

　それでも、島しまからもどってこられたのには、ちがいない。

　岸きしについたら、奏かなでを送おくりとどけて、ターゲットのほうも警けい察さつに届とどけないとね。

　そんなことを考かんがえていると、

「白しら里さと奏かなでさん」

　有あり栖すちゃんが声こえをかけると、奏かなでがビクリと肩かたをふるわせる。

「ずいぶんと、嫌きらわれているみたいだけど、ラドロのあなたへの贖しょく罪ざいは終おわっていない。これからも連れん絡らくするわ」

「……わかりました」

　奏かなでが、有あり栖すちゃんの言こと葉ばにうなずく。

　ちょ、ちょっと待まって！

　ぜんぜん、話はなしが見みえてこないんだけど！

　そのとき、舟ふねがガタンと大おおきくゆれて、岸きしにたどりつく。

　ぶじに着ついた────っ！

「ありがとう、有あり栖すちゃ……」

「ああ、言いい忘わすれていたわ。怪かい盗とうレッド。あなたは帰かえる前まえに、まだ寄よるところがあるわよ」

　有あり栖すちゃんが、不ふ意いにわたしのほうをふりむいて言いう。

　へ？

「寄よるところ？」

「ええ。うちのボスがよんでいるわ。──あなたの相あい棒ぼうと一いっ緒しょに」

　ちょ、ちょっと待まってよ。

　そんなのきいてないんだけど！

『アスカと白しら里さと奏かなでの状じょう態たいを見みて、行いくかどうか決きめるつもりだった。その様よう子すなら問もん題だいないと思おもって、さっきラドロのボスに返へん事じをしておいた』

　ケイが、さらりと答こたえる。

　ケ～イ～！

　もう！　ケイの秘ひ密みつ主しゅ義ぎは今いまに始はじまったことじゃないけど、ちゃんと教おしえてよね、まったくもう。

「あ、あの……」

　それまでだまっていた奏かなでが、思おもいつめた顔かおで立たち上あがる。

「あなたたちは、ラドロの人ひとなんですよね!?　それなら、わたしにも関かん係けいがあるはずです。わたしも、レッドと一いっ緒しょに、連つれて行いってください！」
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　舟ふねの上うえで、奏かなでがおとなしかったのは、このことをずっと考かんがえていたからみたい。

　だけど、こんな言いい方かたをするのは、どうしてなんだろう？

「白しら里さと奏かなで。たしかに、あなたのためにラドロが動うごいたこともあったけど、今こん回かいは、あなたはよばれていないわ。それに、あなたは首くびをつっこむべきでもない」

　有あり栖すちゃんは、冷つめたい口く調ちょうでつきはなす。

　どういうこと？

「で、でも……！」

　奏かなでが、さらに有あり栖すちゃんに食くい下さがろうとしたところを、わたしは手てで制せいする。

「わかった、有あり栖すちゃん。招しょう待たいされるわ。……それで、奏かなで。その絵かい画がをわたしに預あずけてくれる？　怪かい盗とうレッドとして、責せき任にんをもって、あなたのもとにもどるようにするから」

　わたしは、有あり栖すちゃんに返へん事じをして、奏かなでには必ひつ要ようなことだけを伝つたえる。

　ついてこないほうがいい、という言こと葉ばをにじませたのが、奏かなでにも伝つたわったらしい。

「……わかりました」

　奏かなではしょんぼりした様よう子すで、わたしに小ちいさな絵かい画がを手て渡わたしてくる。

　わたしは、その絵かい画がをしっかりと受うけ取とった。

「無ぶ事じにこの人ひとを家いえに帰かえすまで、手てはずは整ととのえてあるわ」

　有あり栖すちゃんが言いう。

　本ほん当とうは、わたしが奏かなでを家いえまで送おくりとどけたい。それはケイだってわかってるはず。

　それなのに、こんな予よ定ていを入いれたってことは、それだけこれからのラドロのボスとの会かい談だんが、重じゅう要ようだってことなんだよね。

　それに──

　有あり栖すちゃんは、ラドロの人にん間げんだけど、今いままでのつきあいで、信しん用ようはできると思おもってる。

　その有あり栖すちゃんがああいう言いい方かたをしたのは、それが奏かなでのためだと思おもってるからじゃないかな。

　いつもの有あり栖すちゃんなら、「じゃあ、奏かなでもお茶ちゃしにくる？」ぐらい、言いいそうだもん。

　よし。一いっ緒しょに行いきたかった奏かなでの気き持もちも、わたしが持もっていくからね。

　そして、今こん度どこそ、しっかりラドロのボスから、洗あらいざらい、きき出だしてやるんだから！

　奏かなでとの関かん係けいも。ケイとのことも。いろんなことを全ぜん部ぶ！







　　　　26　すべての謎なぞが明あかされて




「夜よるにくると、やっぱり雰ふん囲い気きがちがうなぁ」

　真ま夜よ中なか。

　わたしは、ラドロのボスがいる、タワービルにきていた。

　ケイがとなりにいて、有あり栖すちゃんとサクスは、少すこし前まえを歩あるいている。

　島しまからもどったあと、レッドとして警けい察さつに絵かい画がをわたしてから、ケイと合ごう流りゅう。

　ラドロのボスがいるビルは、前まえにもきたことがあるけど、オフィス街がいの一いっ等とう地ちにある、超ちょう高こう層そうタワービルだ。

　とてもじゃないけど、秘ひ密みつ組そ織しきの拠きょ点てんがあるとは思おもえない。

　昼ひる間まは、スーツ姿すがたの人ひとが働はたらいていて、オフィスビルにしか見みえないだろうしね。

　でも、今いまは深しん夜やの２時じ近ちかい。

　当とう然ぜんながら、ビルで働はたらく人ひともいなくて、正しょう面めんゲートも閉しまっていて、裏うら口ぐちの分ぶ厚あつい鉄てつ製せいのドアを、有あり栖すちゃんがカードキーで開あけてくれて、ようやく入はいれた。

　タキオンのカオスキャッスルなんていう、とんでもないものを見みたあとだと、これもふつうに見みえるから不ふ思し議ぎ。

　ケイは合ごう流りゅうしてからも、ここでなんの話はなしをするのか、教おしえてくれない。

「行いけばわかる」だって。

　さすがに、わたしも文もん句くを言いおうかと思おもったけど、そのときのケイの表ひょう情じょうが、いつになく真しん剣けんだったから、言いうのをやめた。

　だって、ケイが意い味みもなく、ラドロのボスと会あおうとするわけがないし。

　それに、今こん回かいはなにか大だい事じな話はなしがあるんだって、気きがしたから。

　わたしたちが、エレベーターに乗のりこむと、サクスが50階かいのボタンを押おす。

　前まえと同おなじ場ば所しょみたいね。

　エレベーターが、わずかな音おとだけを出だし、スムーズに上じょう昇しょうしていく。

　ラドロのボスに、また会あう。

　そう思おもうと、緊きん張ちょうと不ふ安あんと、あとわずかばかりの期き待たいが、胸むねをめぐる。

　エレベーターが、到とう着ちゃくの音おとを鳴ならし、静しずかに止とまる。

　ドアが開あき、50階かいでわたしたちは降おりる。

　ワンフロアに１つしかない、大おおきなドアを有あり栖すちゃんがノックする。

　すぐに内うち側がわから、スーツ姿すがたの男おとこの人ひとがドアを開あけてくれた。

　有あり栖すちゃん、サクス、わたし、ケイの順じゅんに部へ屋やの中なかに入はいる。

「──きたか。怪かい盗とうレッド」

　部へ屋やの中ちゅう央おうのソファに、ラドロのボスはすわっていた。

　前まえに会あったときと、同おなじ場ば所しょだ。

　年とし老おいてはいるけれど、そのすきのない、雰ふん囲い気きと迫はく力りょくも、前まえに会あったときと変かわらない。

　さすが、初しょ代だいファンタジスタで、恭きょう也やの師し匠しょうでもある人ひとだ。

　白しろい髪かみはきれいに整ととのえられ、顔かおのしわは、人ひととしての重おもみを感かんじさせる。

　グレーの高こう級きゅうそうなスーツを着きていて、品ひんのよさが際きわ立だってる。

　近ちかくに車くるまいすがおかれていて、足あしが悪わるいのだとは思おもうけど、そんなことは関かん係けいない。

　今いままで戦たたかってきた、いろいろな強つよい相あい手てとも、プレッシャーは変かわらない。

　そのラドロのボスの後うしろには、スーツ姿すがたの女おんなの人ひとがひかえている。

　こちらも、ドアを開あけてくれたスーツ姿すがたの男おとこの人ひとと一いっ緒しょで、武ぶ術じゅつを高たかいレベルでおさめているのが、動うごきでわかる。

「ええ。きたわ」

　わたしは、まっすぐにラドロのボスを見み返かえす。

「……ふっ、いい目めをする。さすが、やつらの跡あとをついだだけはある」

　ラドロのボスは、わずかに笑えみを見みせ、だけどすぐにその笑えみを消けす。

　……やつらって、もしかしてお父とうさんたちのこと？

　気きになる言こと葉ばだったけど、それにつっこむと話はなしがずれそうだから、我が慢まんしておく。

「タキオンのボスと、顔かおを合あわせてきたそうだな」

「うん、会あった。話はなしもした。だけど、それよりもいまはあなたに、今こん度どこそ、奏かなでについてのこと、きかせてもらいたい」

「ああ、私わたしもそのつもりだ」

　ラドロのボスは、重おも々おもしくうなずく。

　わたしとケイは、ボスの向むかい側がわのソファを勧すすめられ、ならんですわる。

　有あり栖すちゃんとサクスは少すこしはなれた場ば所しょに、ボスの後うしろには、さっきのスーツ姿すがたの男だん女じょが立たつ。

「──このラドロという組そ織しきが、もともとは泥どろ棒ぼうたちの互ご助じょ会かい、つまり一いっ匹ぴき狼おおかみの泥どろ棒ぼうが、情じょう報ほう交こう換かんをしたり、助たすけ合あったりするために作つくられた組そ織しきだった──ということは知しっているか？」

　それは、前まえにお父とうさんからきいた。

　わたしは、だまってうなずく。

「なら、話はなしは進すすめやすいな。およそ10年ねん前まえ、タキオンが最さい初しょに日に本ほんに侵しん攻こうしてきたとき、真まっ先さきにつぶされたのは、当とう時じのラドロだった。組そ織しきとしては、ただの集あつまりでしかなかったからな。すぐにバラバラになり、ラドロは一いち度ど、表ひょう面めん上じょうは解かい散さんした」

「ちょっと待まって。昔むかし話ばなしになってるけど、奏かなでの話はなしになんの関かん係けいがあるの？」

　わたしは、ラドロのボスをにらむ。

「急せくな。すぐにわかる」

　……なら、いいけど。

　わたしは、うたがいつつも、小ちいさくうなずく。

「……続つづけるぞ。それがいいか悪わるいかはともかく、ラドロという組そ織しきは、闇やみにまぎれ生いき延のびた。タキオンの目めに留とまらぬようにしながらな。それから時ときは流ながれ、タキオンに抵てい抗こうし、一いっ矢し報むくいた存そん在ざいがいた。──それがおまえたち、２代だい目め怪かい盗とうレッドだ」

　ラドロのボスが、わたしとケイを見みる。

　その眼がん力りきに、わたしは自し然ぜんと背せ筋すじがのびる。

「おまえたちの手てでタキオンの幹かん部ぶを退しりぞけ、日に本ほんから一いち時じ撤てっ退たいさせるまでにいたったな。そのときだ、ラドロが本ほん格かく的てきに再さい結けっ成せいされたのは。私わたしがラドロに関かかわったのは、その再さい結けっ成せいによってだ。そして、そのとき、私わたしは、白しら里さと奏かなでの祖そ父ふ母ぼの事じ件けんについて知しったのだ」

　奏かなでの!?

「どういうこと？　奏かなでの祖そ父ふ母ぼの事じ件けんと、ラドロは関かん係けいがあるの!?」

　わたしは、身みを乗のり出だす。

　後うしろにひかえる、スーツ姿すがたの男だん女じょが、動うごきかけたけれど、すぐさまラドロのボスが手てで制せいす。

「一いち度どつぶされたラドロが、闇やみにまぎれたとき、タキオンからも見み離はなされたような、ならず者ものも多おおくいた。その人にん間げんが、それまでのラドロでは行おこなわなかったような、非ひ道どうな犯はん罪ざいも行おこなっていた」

「それって、ラドロの元もとメンバーが、奏かなでの祖そ父ふ母ぼの美び術じゅつ品ひんを、盗ぬすみ出だしたってこと？」

　それとも、ラドロにいた、元もとタキオンっていうべきなのかな？

「そうなるな。ほかにも、いくつもの、悪あく党とうの目めから見みても『悪あく事じ』としか言いいようがないことが、なされていた」

　ラドロのボスは、思おもい出だすかのように眉み間けんにしわをよせて、静しずかに目めを閉とじる。

「それを知しった私わたしは、再さい結けっ成せいされたラドロで、そういった輩やからを一いっ掃そうした。そして私わたしは、せめてもの償つぐないをすることにした。白しら里さと奏かなでについては、祖そ父ふ母ぼの美び術じゅつ品ひんが返かえってくることを望のぞんでいた。だから、その在あり処かを調しらべ上あげ、そのたびに封ふう書しょで知しらせた」

「じゃあ、奏かなでが、ラドロのことを知しっていたのって……？」

「事じ情じょうを簡かん単たんに説せつ明めいし、ラドロと名な乗のり、署しょ名めいを入いれて手て紙がみを送おくっていたからな。こちらも、それ以い上じょうに目め立だつことはできなかった。それが、ギリギリの償つぐないだった」

「でも、そんな手て紙がみを信しんじる人ひとなんて、多おおくないと思おもうけど」

　そうじゃなくたって、一いち度ど、ふみにじられてるんだから。

「その通とおりだ。大たい抵ていは、相あい手てにもされなかったが、白しら里さと奏かなでは、ラドロの言こと葉ばを信しんじ、動うごいた。……まさか、怪かい盗とうレッドに依い頼らいするとは、思おもわなかったがな」

　ラドロのボスは、少すこしおもしろそうに、つけ加くわえる。

「ともかく、だから我われ々われラドロと白しら里さと奏かなでの間あいだには、大おおきな貸かし借かりはあっても、それ以い上じょうのつながりも、ましてや面めん識しきもないのだ」

　ラドロのボスはそこまで言いって、また目めを閉とじる。

　わたしは、ほっと息いきをつく。

　安あん心しんしたような、同どう時じに、奏かなでの祖そ父ふ母ぼの美び術じゅつ品ひんを盗ぬすんだ相あい手てを知しって、怒いかりがわきあがるような、複ふく雑ざつな気き持もちになる。

　でも、奏かなでの祖そ父ふ母ぼの美び術じゅつ品ひんを盗ぬすんだのは、今いまのラドロじゃない。

　そして、この目めの前まえにいるラドロのボスは、逆ぎゃくに、奏かなでのために、動うごいてくれていたんだ。

　ラドロはゆるせない。ゆるせないけど、それは昔むかしのラドロのやったこと。

「今いまのラドロの中なかには、奏かなでの祖そ父ふ母ぼの美び術じゅつ品ひんを盗ぬすんだ人ひとは、いないんだよね？」

　わたしは、しっかりとラドロのボスの目めを見みすえて、たずねる。

「ああ、いない。すべて排はい除じょした」

　ラドロのボスは、わたしの目めをまっすぐに見み返かえして、答こたえる。

　ついさっき、カオスキャッスルで、ノアにだまされたばかりだけど、それでも、このラドロのボスの目めは、信しんじられると思おもう。

　ケイをちらりと見みる。

　ケイはここにきてから、ぜんぜんしゃべってない。

　ずっと知しりたがっていた奏かなでの話はなしだから、わたしにまかせてくれるつもりなのかな。

　……もしかしたら、ケイは全ぜん部ぶ、もう知しっていたのかもしれないけど。

「そう……」

　わたしは、小ちいさくうなずく。

　今いまの話はなしで、いろいろとわかった。

　どうして奏かなでが、祖そ父ふ母ぼの美び術じゅつ品ひんの在あり処かを知しっていたのか。ラドロの名な前まえを知しっていたのか。

　それでいて、「ラドロには、気きをつけて」なんて言いったのか。

　すべてがつながった。

　奏かなでは、突とつ然ぜん送おくられてきた、ラドロからの手て紙がみを信しんじた。

　そこで、怪かい盗とうレッドを頼たよった。そして、レッドに、わたしにラドロについて警けい告こくした。

　そう思おもえば、さっきの舟ふねの上うえでのやりとりも、わかる気きがする。

　奏かなではラドロを警けい戒かいしながら、信しんじずにはいられなかったんだね。

　おじいちゃんとおばあちゃんの、大たい切せつな美び術じゅつ品ひんの在あり処かの、手てがかりとして。

「奏かなでとの事じ情じょうは、わかったよ。許ゆるせる話はなしではないけど、奏かなで本ほん人にんならともかく、わたしが代かわりに怒おこるのも変へんだし。今いまのラドロに犯はん人にんがいないんじゃ、怒おこりようもないし。……それで、今いまのラドロは、どういう組そ織しきなの？」

　わたしは、話はなしの向むきを少すこし変かえてみる。

　再さい結けっ成せいしたラドロ。

　その行こう動どうは、正しょう直じきよくわからないところも多おおい。

　敵てきとして現あらわれたこともあったけど、味み方かたをしてくれることも多おおい。

　知しらないことが多おおすぎる。

　今こん度どは、わたしがラドロのことを、知しらなきゃいけない。

「昔むかしのように、泥どろ棒ぼう同どう士しが助たすけ合あうというだけの組そ織しきでは、またタキオンにつぶされる。だから、より組そ織しきとして機き能のうするものにした。そこの有あり栖すのように、有ゆう能のうならば、泥どろ棒ぼうではないものも引ひき入いれてな」

　目めを向むけると、有あり栖すちゃんはチョコパフェを食たべながら、ニコニコとこっちの話はなしをきいている。

　なんだか、ずいぶんとこっちと温おん度ど差さがあるみたい。有あり栖すちゃんらしいけど。

　──でも、そこが変へんなんだよ。

「それよ。気きになってたの。ラドロの目もく的てきって、なに？　有あり栖すちゃんは泥どろ棒ぼうじゃない、画が家かよ。なぜラドロに引ひき入いれたの？」

「それは、わたくしがラドロの考かんがえに共きょう鳴めいしたからよ」

　ラドロのボスが答こたえる前まえに、有あり栖すちゃんが言いう。

「……共きょう鳴めい？」

「そう。ラドロは泥どろ棒ぼうの組そ織しき。だけど、タキオンよりずっとマシ。タキオンは限かぎられた人にん間げんだけが、富とみを、美び術じゅつ品ひんを、絵かい画がを独ひとり占じめできるような、そんなつまらない世せ界かいをつくろうとしてるのよ。絵かい画がは、多おおくの人ひとの目めに触ふれてこそだっていうのに」

　有あり栖すちゃんは、怒おこった調ちょう子しで言いう。

　えっ？　えっ？　えっ？

　ど、どうしてそこで、タキオンの名な前まえが出でてくるの？

「で、でも、だからって有あり栖すちゃんがラドロに入はいるっていうのは……」

「それは私わたしが代かわって答こたえよう」

　有あり栖すちゃんが言いいかけたところを、ラドロのボスがさえぎるように言いう。

「──我われ々われラドロが、タキオンと敵てき対たいしているからだ」

　ラドロのボスが、宣せん言げんするように力ちからをこめて、はっきりと言いう。

　ああ、やっぱり……。

　そんな気きはしてたんだ。

　これまでのこと……ＵＦパークのことや、ファンタジスタの動うごきも、タキオンの邪じゃ魔まをしていたし。

　でもそれは、縄なわ張ばり争あらそいみたいなものかと、思おもっていたんだけど……。

「アスカ。……ラドロが、タキオンと敵てき対たいしているのは、その考かんがえ方かたが根こん本ぽん的てきに違ちがうからだ」

　ふいにケイが、わたしの疑ぎ問もんを感かんじとったように口くちを開ひらく。

「考かんがえ方かた？」

「タキオンは、世せ界かいを統すべようとすらしている。世せ界かい征せい服ふくといってもいい。世せ界かい中じゅうの国くに々ぐにの要よう人じんに、タキオンの息いきがかかっている。……それは、白しら里さと弦げんのことでも、わかっただろう」

　ケイの言こと葉ばに、この間あいだの日に本ほんをゆるがす、大だい事じ件けんのことを思おもい出だす。

　警けい視し総そう監かんである白しら里さと弦げんが、タキオンによって銃じゅう撃げきされて、しかも犯はん人にんとして追おわれたのは、有ゆう名めいな探たん偵ていであり、息子むすこでもある、響ひびきだったんだよね。

　もちろん響ひびきは無む実じつで、タキオンのワナにはめられたんだけど。

　そうだよ！

　あれだって、警けい察さつ内ない部ぶにタキオンの息いきのかかった人にん間げんがいたからだった。ということは……。

「つまり、警けい察さつとか国くにとか、そういうのは頼たよりにできないってこと？」

「頼たよれる人にん間げんは、もちろんいるだろう。しかし、そういった人ひとたちも、常つねに仲なか間まの裏うら切ぎりに遭あう可か能のう性せいと戦たたかいながらでは、力ちからが発はっ揮きできない。……そこで、ラドロの存そん在ざいだ」

　えっ、ラドロ？

　どうして、そこでラドロが出でてくるの？

「初しょ代だいファンタジスタの手しゅ腕わんによって急きゅう成せい長ちょうを遂とげた、新しん生せいラドロは、いまや、裏うらの世せ界かいでの影えい響きょう力りょくは、タキオンに次ついでいる。だが、その差さは大おおきい。タキオンが本ほん腰ごしを入いれれば、またつぶされることになるだろう」

　ケイが、冷れい静せいな口く調ちょうでつげる。

　──タキオンとラドロ。

　２つの犯はん罪ざい組そ織しき……としか思おもっていなかったけど、そんなに力ちからの差さがあったの!?

　たしかに、ラドロを相あい手てにして苦く戦せんしたのは、サクスぐらいだよね。

　それだってファルコンたちと比くらべれば、まだ相あい手てがしやすい気きがする。

　個この武ぶ力りょくを比くらべただけでも、たしかに力ちからの差さがあるのかも。

「はっきりと言いってくれるな。だからこその、提てい案あんだった」

　ラドロのボスは、苦にが笑わらいをケイに向むけつつ、そのまま、わたしのほうに視し線せんをずらす。

「提てい案あんって？」

　初はじめてきく話はなしに、わたしは横よこにすわるケイを見みる。

　ケイは、目めを閉とじていた。

　それからなにかを決けっ心しんするように、ゆっくりと目めを開ひらき、わたしを見みつめる。

「…………いつか話はなすと、アスカと約やく束そくしていた話はなしだ。ぼくが、ラドロに行いった理り由ゆう」

　ドキッと、わたしの心しん臓ぞうが跳はねる。

「教おしえて……くれるの？」

　声こえがかすれる。

　心しん臓ぞうの音おとが、うるさいぐらいに鳴なってる。

「ああ。あのとき、ラドロから招しょう待たいのメールが送おくられてきたのは、アスカも覚おぼえているな」

「うん、結けっ局きょくは待まち伏ぶせだったけど」

　わたしは、手てのひらを、ギュッとにぎりしめる。

　わたしが倉そう庫こに足あし止どめをされて、その間あいだに、ケイは１人ひとりで、ラドロに行いってしまった。

　今いまでも、その理り由ゆうはわからない。

　いつか教おしえてくれると約やく束そくをしたけど、それが……今いま？

「──あのとき、アスカに見みせたメールとは別べつに、もう１通つう、ぼく宛あてにきていた。ラドロのボスからの────同どう盟めいの誘さそいだ」

「ど、同どう盟めい!?」

　わたしは、思おもわずソファから立たち上あがりかける。

　落おちつけ、というケイの目めに、わたしはうかした腰こしを、またソファにおろす。

「おどろくことでもなかろう。ラドロが単たん独どくでタキオンと戦たたかうのは難むずかしい。どうあっても、戦せん力りょくが足たりない。そこで、たった２人ふたりでタキオンを打うち破やぶった怪かい盗とうレッドに、白しら羽はの矢やが立たった、というだけのことだ」

　ラドロのボスは、当とう然ぜんのことのように言いう。

　そんな簡かん単たんな話はなしじゃないでしょ！　それに……。

「それならあのとき、ケイがわたしに相そう談だんしてくれたって……」

　わたしは、ケイを恨うらめしい目めで見みる。

　急きゅうにいなくなって、わたしがどれだけ心しん配ぱいしたか！

　どれだけ不ふ安あんだったか！

「必ひつ要ようなことだったんだ。ラドロが信しん用ように足たるのかわからない。ラドロにとっても、ぼくたちに本ほん当とうに手てを結むすぶ価か値ちがあるのか、わからない。そこで、証しょう明めいしてみせることになったんだ」

「証しょう明めい？」

「ぼくはラドロのボスのもとにいて、事じ件けんの推すい移いを言いい当あてる。そして、アスカは、自じ分ぶん１人ひとりでも事じ件けんに立たち向むかう力ちからがあることを、証しょう明めいする。それが、ラドロのボスの出だした条じょう件けんだった」

　ケイは目めをふせて、淡たん々たんとした口く調ちょうで言いう。

「じゃあ、ケイがなにも言いわずに、ラドロのところに行いったのは……」

「そうすることが、ラドロのボスから出だされた条じょう件けんだったからだ。２人ふたりいなければ機き能のうしないような人にん間げんならば、組くむに値あたいしない。１人ひとりでも動うごける人にん間げんであることを、証しょう明めいしてみせろ、と」

　ケイが答こたえて、わたしの反はん応のうをうかがうように、視し線せんを向むけてくる。

　いきなりのことすぎて、頭あたまが追おいついていくので、必ひっ死しだ。

「……じゃあ、ラドロは納なっ得とくしてくれたの？　信しん用ようできるって」

　わたしは、ラドロのボスをにらむ。

　そこまで、わたしとケイにさせておいて、ラドロはなにもしないなんて、不ふ公こう平へいすぎる。

「ああ。こちらも十じゅう分ぶんに裏うらをとった。国こく内ないにおけるラドロの情じょう報ほう収しゅう集しゅう能のう力りょくは、タキオンを上うわ回まわる。タキオンの情じょう報ほうを、いくつも教おしえられて裏うらをとったが、すべて事じ実じつだった。いくつもの散さん発ぱつ的てきな争あらそいも起おきている。ラドロがタキオンと、敵てき対たいしているのは本ほん当とうだ」

　それはわかる。わかるけど……。

　ラドロと同どう盟めいをむすぶなんて……。

　泥どろ棒ぼうの組そ織しきと、怪かい盗とうレッドが、同どう盟めいなんて……。

「──ただし、問もん題だいがある」

　ケイが、わたしの心こころを読よんだように、言いう。

　ラドロのボスが、ケイの言こと葉ばを引ひき継つぐ。

「ラドロには、構こう成せい員いんに泥どろ棒ぼうが多おおくいる。その泥どろ棒ぼうはおまえたちのように義ぎ賊ぞくではない。そして、レッドはその泥どろ棒ぼうの仕し事ごとを邪じゃ魔ますることを志こころざしている。われらは、相あい反はんする考かんがえで動うごいている」

　２人ふたりとも、それがわかっていて……。

　ううん。わかっているのは、当とう然ぜんだよね。

　ケイはレッド、そしてラドロのボスは、初しょ代だいファンタジスタなんだから。

「そうだよ。やっぱり、同どう盟めいなんて無む理り」

　わたしは、首くびをきっぱりと横よこにふる。

　タキオンが、危き険けんだっていうのはわかる。

　止とめなきゃいけない存そん在ざいだっていうのも。

　だけど、そのために怪かい盗とうレッドとしての、一いち番ばん大だい事じな部ぶ分ぶんをゆずるわけにはいかない。

　怪かい盗とうレッドは、正せい義ぎの怪かい盗とうだ。

　それは、お父とうさんたちから受うけ継ついだ、大だい事じで守まもり抜ぬかなきゃいけないものだから。

「……アスカなら、そう言いうと思おもった。ぼくとラドロのボスも、同おなじ結けつ論ろんにいたった。同どう盟めいや休きゅう戦せんは無む理りだ。考かんがえ方かたが違ちがいすぎるからな」

　ケイが、わたしの答こたえに、すんなりとうなずく。

　ちょ、ちょっと待まってよ！

「でも、それじゃあどうするわけ？　またラドロとは敵てき同どう士しで、タキオンともそれぞれ対たい決けつしていくの？」

　わたしは混こん乱らんしつつ、ケイとラドロのボスを、交こう互ごに見みる。

「ある意い味みでは正ただしいな。我われ々われは、同どう盟めいも休きゅう戦せんも一いっ切さいしないことにした。ラドロの構こう成せい員いんは泥どろ棒ぼうをつづけ、それを怪かい盗とうレッドが阻そ止しするのも、つかまえるのも自じ由ゆう。──しかし、ただ１点てん、対たいタキオンにおいてのみ、協きょう力りょくする」

　ラドロのボスがそう言いって、ニヤリと笑わらった。

　この人ひとが、こんなにはっきりと笑えみをうかべたのを、初はじめてみたかもしれない。

　っていうか、そんなのアリなの!?

「利り害がいが一いっ致ちしている１点てんにおいてのみなら、協きょう力りょくできる。タキオンは、そこまでするべき存そん在ざいだと、ぼくは思おもった」

　ケイもうなずいてる。

　ラドロの泥どろ棒ぼうは、今いままでどおり、阻そ止しする。

　怪かい盗とうレッドとしての仕し事ごとは、変かわらない。

　だけど、タキオンを相あい手てにするときだけ、仲なか間まになる。わかるけど、わからないような……ムチャクチャすぎない？

「混こん乱らんするのはわかるわ。頭あたまのいい人にん間げんが考かんがえることって、ときどき本ほん当とうにどうかしてるわよね」

　有あり栖すちゃんが、わたしを見みて肩かたをすくめてる。

　どうやら、有あり栖すちゃんも同おなじ意い見けんみたい。

　そのことに、ちょっとばかり安あん心しんしつつ考かんがえてみる。

　タキオンと直ちょく接せつ対たい峙じしてきて、その強つよさを、財ざい力りょくを、組そ織しき力りょくを実じっ感かんしてる。

　今いまはなんとか、対たい抗こうできてるけど、ギリギリのところで、止とめているにすぎない。

　いつかタキオンを止とめられないときが、くるかもしれない。ううん、たぶんくる。

　そして、あのノア・ガーネット。

　あの人ひと……タキオンのボスは、底そこが知しれない。

　わたしはじっと考かんがえ、顔かおを上あげる。

　怪かい盗とうレッドは、自じ分ぶんのためじゃない。困こまっている人ひとのために動うごく。

　そして、最さい大だいの敵てきになるのは、まちがいなく、タキオンだ。

　タキオンを止とめられなかったら、これからさらに、どれだけの悲かなしむ人ひとを生うむことになるか、わからない。

　だったら……。
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「……わかった。その案あんに乗のる。でも、もう１つ協きょう力りょくできることがあるのを忘わすれているでしょ」

　わたしは、ラドロのボスを見みる。

「ふむ。なにかあったか？」

「奏かなでのことよ。奏かなでの祖そ父ふ母ぼから盗ぬすまれた品しな々じなの奪だっ還かん。それには、これからもわたしたち怪かい盗とうレッドも、協きょう力りょくするから」

　それはゆずれない。

　だって、奏かなでから直ちょく接せつ依い頼らいされた、怪かい盗とうレッドの仕し事ごとだから。

「なるほど、たしかにな。こちらの責せき任にんだと、このあとは、すべてこちらでやるつもりでいたが」

　ラドロのボスが、くっくっくっと笑わらう。

「なにがおかしいわけ？」

「いや。じつに『怪盗レッドらしい』と思おもってな。初しょ代だいも清すが々すがしいやつらだったからな」

　そういえば、この人ひと──初しょ代だいファンタジスタは、お父とうさんたちと戦たたかったこともあったんだっけ。

　前まえにお父とうさんたちからきいたファンタジスタの話はなしって、恭きょう也やのことじゃなくて、この人ひとのことだったんだもんね。

「ならば、話はなしはまとまったな。ケイが、おまえが首くびを縦たてにふらない限かぎりは、この話はなしはなかったことにする、というから、内ない心しんでは冷ひや冷ひやものだった。おまえの行こう動どうは、時ときに予よ測そくを超こえてくるからな」

　ラドロのボスが、さっきまでよりゆるやかな表ひょう情じょうで、言いう。

　えっ、そんなこと言いってたの、ケイ？

　おどろいて顔かおを見みるけど、ケイはいつものとおり、無む表ひょう情じょうの鉄てっ仮か面めんをつけてる。

　……でも、ちゃんとケイは、２人ふたりで怪かい盗とうレッドだってことを、覚おぼえてたんだ。

　ラドロにいった、あのときでも。

　そのことが、胸むねにじんわりと広ひろがっていく。

「同どう盟めいでもなく、仲なか間までもない。同どう志しとでもいうべきか。ともかく、これからよろしく頼たのむ」

　ラドロのボスが、手てを差さし出だしてくる。

　わたしとケイは、それぞれに握あく手しゅをかわす。

　すごく限げん定てい的てきだけど、タキオンを相あい手てにするときだけ、仲なか間まになったことになる。

　もちろん、ラドロが悪わるいことをしたときは、遠えん慮りょなく阻そ止しするけどね！

「これからよろしくお願ねがいね、レッド。わたくしとサクスが、とりあえずなにかあれば、援えん護ごに行いくことになるわ。あと、恭きょう也やも手てが空あいてたら」

　有あり栖すちゃんが、話はなしがまとまったのを見みて、言いってくる。

　そっか。有あり栖すちゃんなら、安あん心しんできるよ。

「そういえば、恭きょう也やは今いまなにしてるの？　ここにはいないけど？」

　わたしは、部へ屋やを見みまわしてみる。

「ああ、馬ば車しゃ馬うまのように働はたらかされてるわよ。そこのおじいちゃんの命めい令れいでね」

　有あり栖すちゃんが、ラドロのボスを指ゆびでしめして笑わらう。

　あ～、なるほど。

　ここの師し匠しょうは、厳きびしいらしい。

　するべき話はなしも終おわって、わたしとケイは帰かえることにする。

　帰かえりぎわ、ちょっと眠ねむたそうな顔かおの有あり栖すちゃんのそばに行いく。

「有あり栖すちゃん、サクス、島しまではありがとう。舟ふねを出だしてくれて、助たすかった」

「これも『協きょう力りょく』のうちよ。タキオンが統すべる世せ界かいなんて、まっぴらなんだから、がんばりなさいよ」

「うん、わかってる」

　わたしは、有あり栖すちゃんに手てをふって、ラドロのビルをあとにした。







　　　　27　「２人にん前まえ」の怪かい盗とうレッド




　わたしたちがビルを出でると、外そとは東ひがしからうっすらと、昇のぼり始はじめた太たい陽ようで明あかるくなり始はじめていた。

　ずいぶんと、長ながい間あいだ話はなしこんでいたみたい。

　ラドロのボスには、車くるまで送おくると言いわれたけど、ことわった。

　少すこし、風かぜにあたりたかったし、ケイと２人ふたりで、ゆっくり話はなしをしたかったから。

　ケイはだまって、わたしの横よこを歩あるいている。

「……前まえにここを歩あるいたとき、ケイが『まだ話はなせない』って言いってたこと、やっときけてよかったよ」

　わたしは、前まえにここを歩あるいたときのことを、思おもい出だす。

　それでも、わたしはケイを信しんじてた。

　今日きょうの話はなしはおどろいたけど、「やっぱり」という気きもしたんだよね。

　ケイがラドロに行いったのには、かならず理り由ゆうがある。

　それも、自じ分ぶん勝かっ手てな理り由ゆうじゃないって。

　そう心こころのどこかで、確かく信しんしてた気きがする。

「アスカは、怒おこっていないのか？」

　ケイが、前まえを向むいたまま、きいてくる。

「う～ん……ちょっとだけ。秘ひ密みつにしてたことは、やっぱり怒おこってるかな。でも、話はなせなかった理り由ゆうもきいちゃったし」

　全ぜん部ぶきいたら、怒おこれなくなっちゃった。

　……ううん。もしかしたら、最さい初しょから怒おこる気きなんてなかったかも。

「そうか……１発ぱつぐらい、なぐられる覚かく悟ごは、決きめていたんだが」

「だ～か～ら～！　わたしの拳こぶしは、悪あく人にん専せん用ようだってば！」

　もう！　今いまのが一いち番ばん怒おこったよ！　まったく。

　朝あさ焼やけが、キラキラと道どう路ろを照てらす。

　まだ、ほとんど人ひとはいない。

　たまに、新しん聞ぶん配はい達たつのバイクや自じ転てん車しゃが通とおるぐらい。

「ねえ、ケイ。１つだけ、不ふ思し議ぎに思おもってることがあるんだけど」

「なに？」

「どうして、ラドロと手てを結むすぶ話はなしにのったの？　なんだか、突とつ然ぜんな感かんじがしたんだけど」

　そう。それが不ふ思し議ぎだったんだよね。

　ラドロ側がわから持もちかけられた話はなしだとはいえ、ケイも最さい初しょから乗のり気きだったみたいだし。

「…………」

　ケイは、すぐに答こたえない。

　わたしは、となりのケイを見みる。

「………………ずっと、考かんがえていた。タキオンと戦たたかうとき、アスカはいつも傷きずついてきた。このまま、アスカを１人ひとりで前ぜん線せんに立たたせ続つづけても大だい丈じょう夫ぶかどうか。危き険けんは多おおくても、自じ分ぶんがナビをするかぎり、問もん題だいなく導みちびけるはずだと……思おもっていた。タキオンについても、一いち度どは、そうして退しりぞけられた」

「そうだよ。ケイのナビや、情じょう報ほう収しゅう集しゅうがあったから……」

　わたしが言いいかけた言こと葉ばを、さえぎるようにケイが続つづける。

「──だが、そんなときにタキオンの再さい侵しん攻こうが始はじまった。ニックたちのワナにはまり、アスカが危あやういところだった。……それを知しって思おもった。タキオンの相あい手てをするのに、アスカ１人ひとりを前ぜん線せんに立たたせ続つづけるのは危き険けんだと。相あい手ての力ちからは絶ぜつ大だいだ。巨きょ大だい犯はん罪ざい組そ織しきの力ちからの前まえに、ぼくたち怪かい盗とうレッドだけで立たち向むかうのは厳きびしい。そのことを、冷れい静せいに判はん断だんして、味み方かたが必ひつ要ようだと考かんがえた。いつか致ち命めい的てきなことが、起おきてしまう前まえに」

「……それって、わたしのことを心しん配ぱいしてくれてたってこと？」

　ケイがそんなことを言いうとは思おもわなくて、わたしは目めをぱちくりさせる。

「……レッドの作さく戦せん成せい功こう率りつを上あげるために、自じ分ぶんにできることをしただけだ」

　ケイは、いつものように感かん情じょうをこめない声こえで答こたえる。

　横よこ顔がおを見みても、あいかわらずの、無む表ひょう情じょうの鉄てっ仮か面めん。

　でも、その向むこう側がわでは、わたしについて、いろいろなことを考かんがえてくれてたんだ。

「……そういうことにしとく！」

　わたしは、笑わらって答こたえる。

　そんなこと言いわれちゃったら、怒おこってた気き持もちも、吹ふき飛とんじゃうよ。

　たしかに、タキオンの幹かん部ぶは強きょう力りょくな相あい手てばかり。

　１対たい１でも、勝かてるかどうか怪あやしい相あい手てしかいない。

　それが、何なん人にんもいるんだ。

　ケイだって、ゼスを敵てきに回まわして苦く戦せんしたことを、内ない心しんですごく、くやしがってるはずだ。

　こう見みえて、負まけず嫌ぎらいだし。

「おたがいに、がんばらなきゃね。タキオンに負まけないように」

　わたしは、決けつ意いをこめて言いう。

「……ラドロはあくまで保ほ険けんだからな。ぼくたち、怪かい盗とうレッドの実じつ力りょくを、ますます上あげる必ひつ要ようがある」

　ケイの声こえにも、力ちからがこもっているような気きがした。

「前まえにここで言いっていたみたいに、『２人にん前まえの怪かい盗とうレッドになる』ってことだね！」


[image: ]



　めずらしく、ケイがクスリと笑わらう。

「……また、餃ぎょう子ざの話はなしか？」

「だから、ちがうってば！　もうっ！　せっかくいい話はなししてたのにぃ」

　そのケイの顔かおが、少すこしだけ肩かたの荷にが下おりたような表ひょう情じょうに、見みえた。

　朝あさ日ひが昇のぼり始はじめる中なか、わたしは笑わらいながら、ケイはいつもどおりの無む表ひょう情じょうで、ならんで歩あるいていく。

　今こん回かいはいろいろありすぎて、本ほん当とうは頭あたまがパンクしそう。

　奏かなでのこと、ケイがラドロに行いった理り由ゆう。

　それに、タキオンのボスのことだって、まだ整せい理りがついてない。

　そういうもの、１つ１つと立たち向むかっていかなくちゃ。

　わたしがちらりとケイを見みると、ケイもわたしを見みていた。

　駅えきが見みえてきた。

　そろそろ、電でん車しゃが動うごき出だす時じ間かんだ。

「行いくぞ、アスカ」

「だね。行いこう！」

　わたしとケイはならんで、かけだしていった。


──『怪かい盗とうレッド』18巻かんにつづく
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